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序

本報告書は、平成16年度におこなった太宰府市五条2丁目における民間開発

事業により埋蔵文化財発掘調査を実施した報告書であります。

今回報告する大宰府条坊跡233次調査地点は、平安時代と鎌倉時代からなる 2

つの異なる時代の生活面が重層的に検出され、各々から区画を示す溝跡や建物

が確認され往時の本地域の都市的な様相を復原するために貴重な資料が得られ

ました。

本書が、学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助とな り、広

く活用されることを心より願います。

最後になりましたが、文化財に対しご理解頂きました皆様をはじめ、関係諸

機関の皆様方に心よりお礼を申し上げます。
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平成18年6月

太宰府市教育委員会

教育 長関敏治



仔1 仁コ

1.本書は、大宰府条坊跡第233次調査の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.調査地点は太宰府市五条 2丁目2724-30外 5筆に所在し、調査対象面積は703.8m2、調査面積は

573. 8m2 (文化層 2面調査延べ1147.6m2) である。調査は平成16年 5月22日から10月27日にかけて実

施した。

3.発掘調査は、太宰府市教育委員会の指導のもとに(株)玉川文化財研究所(所長 戸田哲也)が

行った。

4.遺構の実測図作成および写真撮影は、北平朗久 ・香川達郎・中山豊が行い、調査地点、の空中写真は、

(有)空中写真企画が行った。

5.遺構実測の基準点は、国土調査法第E座標系を基準としている。よって報告書に示す方位はすべて

座標北 (G.N)を指している。なお、現地周辺の磁北は座標北から60 30"西偏する。

6.本書に掲載した遺構番号は、以下の要領で理解される。なお、本書中では遺構略称の「条jを基本

的に省略している。 条 233 三互 旦Q

大宰府 点 二次ム遺刷局番号

7.報告書作成業務は、(株)玉川文化財研究所において行った。

8.遺物の実測・拓本は木村百合子 ・野木はる美 ・荒井陽子 ・唐原賢一 ・花本晶子が行い、遺物の写真

撮影は赤間和重が行った。

9.本書の執筆は、戸田哲也の指導のもとに北平朗久・香川達郎が担当し、分担は以下のとおりである。

北平朗久 第 I~V章・第VI章第 l 節・第四章

香川達郎第VI章第2節

10.写真図版(カラー)については付属のCD-ROMに収容している。詳細はCD-ROM内のテキ

ストデータ iCD-ROMをご使用にあたってjを参照のこと。

11.出土遺物および図面、写真等の記録類は太宰府市教育委員会が保管し、公開 ・活用していく予定で

ある。

12.本報告書で用いた土器 ・陶磁器 ・瓦の分類基準は以下の文献に準拠した。また、陶磁器分類は山村

信柴の指導のもとに香川達郎が行った。

土器 ・陶磁器 ・中世須恵器

太宰府市教育委員会 1983 r大宰府条坊跡IIJ

太宰府市教育委員会

太宰府市教育委員会

1992 r宮ノ本遺跡II-窯跡篇-J

2000 r大宰府条坊跡XVJ

日本中世土器研究会編 1995 r概説中世の土器・陶磁器j

土師質 ・瓦質土器

山村信柴 1990 i太宰府出土の瓦質土器Jr中近世土器の基礎研究明』日本中世土器研究会

瓦

石松好雄・高橋章 1978 i大宰府出土の瓦について(二)Jr九州歴史資料館 研究論集4J

山村信柴 2004 i宝満山出土の瓦分類についてJr宝満山遺跡群4J
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大宰府土器型式と国産陶器 ・貿易陶磁器編年

.出現'湘加:被告

標職磁器

[(ー::i!?-:

紀年銘資料 ① A D. 927 延長5年，大宰府74次SD205A構

文献

② AD.1091寛治5年， 平安京左京4条 l坊SE8井戸

③ AD.1224貞応 3年.大宰府33次SD605M 

@) AD. 1304慕元2年.大宰府109.111次 SD3200溝

⑤ AD.1330元徳2年.大宰府45次SX 1200池

⑥ AD.784 延暦3年，長岡京102次SD10201構

⑦ AD.1459・1465長禄 3・寛正5年，福岡市井相田CII • SG16池

③ AD.1501文亀元年.大宰府70次SD 1805溝

⑨ AD.1265文永2年，博多62次713土壌

①九州歴史資料館 「大宰府史跡昭和56年度発掘調査概報J1982 

②田辺昭三 ・吉川義彦「平安京跡発掘調査報告書左京四条一坊J1975平安京調査会

③九州歴史資料館「大宰府史跡昭和49年度発掘調査概報J1975 

④九州歴史資料館 「大宰府史跡昭和63年度発掘調査概報J1989 

⑤九州歴史資料館「大宰府史跡昭和52年度発銅調査概報J1978 

⑥長岡京市哩蔵文化財センター 「長岡京市埋蔵文化財調査報告書第 l集J1988 

⑦福岡市教育委員会 「井柏田C遺跡IIJ ~福岡市埋蔵文化財調査報告書179~ 1988 

③九州歴史資料館 「大宰府史跡昭和56年度発掘調査概報J1982 

⑨福岡市教育委員会 「博多48J~福岡市埋蔵文化財調査報告書397J 1995 
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準標織磁器

唐三彩・二彩
絞胎

青磁褐彩 ・褐紬
初期イスラム陶器



目 次 1 .位置と 環境

I .位置と環境

太宰府市は福岡平野の南東部に位置し、北に大野山を抱える四王寺山脈、東に愛獄山、宝満山などの

三郡山地の山々が連な り、 西には背振山地と その前山となる牛頚山、天拝山、基山などの低い山地が控

える。その両山系に固まれた狭い盆地状の小平野で、南東は筑紫平野と接している。

市内には大佐野川、鷺田川、 御笠川が流れ、牛頚川などの幾つかの河川と合流しながら福岡平野を北

流し、博多湾に注いでいる。

太宰府市は、古代の外交 ・軍事機能をもった官街「大宰府jが置かれた地として知られる。市域とそ

の周辺には、天智 2年 (663)白村江での敗戦により唐・ 新羅の侵攻に備えて水城、大野城、基緯城な

どの軍事防衛施設が築かれ、 7世紀末から 8世紀初頭には古代の西海道九国二島を統括する地方最大の

官街となり 、条坊制を有する古代都市へと発展した。

大宰府条坊跡は、鏡山猛氏の f大宰府都城の研究J(1968)によって存在が指摘され、 条坊復元案の

提示により世に知られることとなった。その規模は南北二十二条 (約2.4km)、東西十二坊 (約2.6km)

におよび、現在の太宰府市と筑紫野市にまたがっている。

大宰府政庁およ び大宰府条坊は、7世紀後半代に掘立柱形式の第 I期政庁が成立し、 8世紀前半に朝

堂院形式の第E期政庁に改められる。政庁は天慶4年 (941)の藤原純友の乱によって焼け落ち、その後、

第E期政庁として再建された。現在、地表に露出している礎石は第皿期政庁時のものと画期が示されて

いる。第四期政庁も11世紀中頃には機能を停止し、条坊の中央から西側は荒廃し、中世以降、都市と し

ての機能は条坊左郭の観世音寺周辺や天満宮安楽寺周辺へと移行することが発掘調査から明らかになり

つつある。

今回の調査地は鏡山条坊復元案によると左郭 7条9坊にあたる。御笠川上流域左岸の河成低位段丘E

面に立地し、標高は現地表面で約38.7mを測る。調査区の南側では昭和53年に九州歴史資料館によ り調

査が実施されており 、鎌倉時代の溝などが検出され、 東側の隣接地は大宰府条坊跡第157次調査として

平成6年度に太宰府市教育委員会により調査が行われ、条坊関連の道路遺構、鎌倉時代の所産と推定さ

れる掘立柱建物、井戸、溝、土坑などが検出されている。

当該地が含まれる五条地区は、古くからの史料 ・伝承も多く 、今川了俊居館跡の伝承地が調査地点西

側に隣接し、中世都市の中枢のー画と推定されている。今回の調査では 2面の生活面が確認され、 平安

~鎌倉時代の掘立柱建物、柵列、溝、 井戸、土坑などが検出された。 これらの遺構は、比較的良好な遺

存状態で発見され、太宰府の古代から中世を理解する上で新たな資料が追加されたこと は大きな成果と

考える。
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III.調査経緯

今回の調査は、太宰府市五条 2丁目2724-30外 5筆に計画された共同住宅建設に伴う埋蔵文化財の事

前調査である。当該地は大宰府条坊跡内に所在し、昭和53年度に九州歴史資料館によ り調査が実施さ

れ、鎌倉時代の遺構が検出されていたことから、大宰府条坊跡第233次調査として本格調査が行われる

運びとなった。調査の具体化に伴い、太宰府市教育委員会から株式会社玉川文化財研究所に発掘調査・

整理報告業務の委託がなされた。調査対象面積は703.8m2、調査面積は文化層 2面の調査で延べ1147.6

m2で、ある。調査は平成16年 5月22日から10月27日の期間で実施され、その後整理報告に移行した。

N.調査方法

今回の調査地点は県道筑紫野・古賀線と西鉄太宰府線に挟まれ、西鉄五条駅のホームに隣接すること

から、安全対策として調査区域にガードフェンスを設置した。また安全面を考慮し、セットパックを充

分にとり、壁面の崩落防止などを考えて調査区の壁は傾斜をつけて掘削した。

平成16年 5月25日から表土剥ぎを開始し、遺構確認面(地表下1.7~2. Om)まで重機を用いることと

した。また、調査の効率化を図るため、発生した土砂は搬出した。重機での作業が終了した時点で、調

査区内に 3m方眼を基本とするグリ ッドの設定と遺構の検出作業を行い、その後遺構検出写真撮影と縮

尺1/100の略測図を作成し、記載済みの遺構から順次、掘削作業を開始した。遺物は土層ごとに取り上げ

を行い、遺構の完掘後に写真撮影と縮尺1/20の遺構全体図を作成した。遺構の状況によって適宜縮尺

1/20の個別図も作成し、 10月6日には上空からの全体写真撮影を実施している。

第I面の調査が終了した10月13日に再び重機を搬入して整地層の掘削を開始した。第E面も第 I面と

同様に略測図、遺構全体図、個別図などの作成と写真撮影を行い、 10月22日から埋め戻し作業を開始し、

10月27日の重機搬出をも って現地におけるすべての作業を完了している。

v.層位

今回の調査区は御笠川左岸の氾濫低地に立地するが、現在では盛土されて平坦にならされている。盛

土は黄褐色土(2層)で、層厚は1.7~2. Omを測る。それを除去すると昭和の後半まで耕作が行われて

いたと考えられる水困層の暗灰色土 (3層)・暗茶色土 (4層)・茶色土 (5 層)が現れ、 層厚は1O~40

cmを測る。その下面からは褐色土 (60・61層)の整地層と黄褐色土 (65層)・暗黄褐色砂 ・暗灰褐色砂 ・

褐色砂 ・灰褐色砂礁の地山層が確認され、この面が遺構検出面の第 I面である。褐色土(整地層)は調

査区の中央から南側に分布し、黄褐色土 ・暗褐色砂・暗灰色砂(地山層)は調査区の北側と南西隅で確

認されている。整地層を剥がすと、北側で観察された黄褐色土(地山層)が確認され、この面を遺構検

出面の第E面とした。さらにその下には御笠川の氾濫に起因すると推定される砂磯層 (灰褐色砂喋・灰

色砂磯・暗灰褐色砂磯・褐色砂喋)が確認され、井戸の掘り方の下位には糧色粘土層 (風化花両岩)が

観察されている。
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1.大野城跡

2.岩屋城跡

3.陣ノ尾・妙見遺跡

4.筑前国分寺跡

5.辻遺跡

6.国分松本遺跡

7.筑前国分尼寺跡

8.国分千足町遺跡

9.御笠団印出土地

10. 水城跡

11.大宰府政庁跡 21.前回遺跡

12.観世音寺 22.宮ノ本遺跡

13.遠賀団印出土地 23.雛川遺跡

14.大宰府条坊跡 (fi直線内) 24.フケ遺跡

15.君畑遺跡 25.尾崎遺跡

16.般若寺跡 26.脇遭遇跡

17.市ノ上遺跡 27.殿城戸遺跡

18.神ノ前窯跡 28.劃j塚遺跡
19.原口遺跡 29.唐人塚遺跡

20.篠振遺跡 30.峯遺跡

第 1図 太宰府市とその周辺の遺跡 (1/30，000)
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31.桶田山遺跡

32.太宰府天満宮 (安楽寺跡)

33.浦城跡

34.原遺跡
35.大宰府条坊跡第244次開査

36.大宰府条坊跡第233次鯛査
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1号卜レンチ (Kライン)

50005 

2号トレンチ (Fライン)

関査区東壁・南壁 (第9図)
1層 貧褐色土 九州歴史資料館関査大宰府史跡第33次補足関査区。

2層貧褐色土 表土層。真砂土主体の埋め土。

3層暗灰色土 耕作土
4層 暗茶色土 2層に詰似。酸化し、茶色味がかる。(3・4層耕作土)

5眉茶色土 全体に酸化鉄が沈着。(水田回床)
6層 暗茶褐色土粒径5mmの炭化物を微量含む。粘性が強いが、粒子は粗い。
7層暗茶色土 粒径3-5mmの炭化物を微量含む。(233SX022)
8層暗灰色土 粒径 5mmの炭化物を微量含む。(233SX023)
9層暗褐色土 粒径3-5mmの炭化物を微量含む。(233SX008)
10)冒靖褐色土 酸化鉄を少量、粒径3-5mmの礁を多〈含む。(23350005)
11層 晴灰褐色土粒径3-5mmの炭化物を微量含む。(233SX043)
12層暗褐色土 粒径3-5mmの炭化物を微畳含む。(233SX044)
13層晴褐色土 粒径3-5mmの炭化物を微置、粒径3-5mmの礁を少量含む。
14層 暗黄褐色土粒径3-5mmの礁を少量、貧褐色粘貿土を多量含む。
15層暗褐色土 粒径3-5mmの磯・黄褐色粘質土を中量含む。(13-15層233SX229)
16層 暗茶縄色土粒径 1-3mmの炭化物を微量、粒径 3-5mmの礁を少量含む。(233SK046)
17層灰褐色土 粒径 1-3mmの炭化物・粒径3-5mmの礁を微量含む。(233SX069)
18層 暗灰褐色土粒径 1-3mm の炭化物・粒径3-5mmの礁を少量含む。(233SX068)
19層暗褐色土 粒径 1-3mmの炭化物を微貨、粒径 3-5mmの礁を少量含む。(233SX071) 
20眉 靖灰褐色土粒径 1-3mmの炭化物・粒径3-5mmの礁を微量含む。(233SX073)
21層 暗灰褐色土粒径 1-3mmの炭化物を微量、粒径3-5mmの礁を少量含む。(233S0077)
22層暗褐色土 粒径 1-3mmの炭化物・粒径3-5mm の礁を少量含む。(233SX074)
23層灰褐色土 粒径 1-3mmの炭化物・粒径 3-5mmの礁を微量含む。(233SX084)
24層黒褐色土 粒径 1-3mmの炭化物・粒径3-5mmの礁を微量含む。(233SX086)

25層 暗灰褐色土粒径 1mmの炭化物・粒径5mmの礁を少量含む。
26層暗灰色土 シルト質。粒径 5mmの炭化物を微震含む。(25・26層233SK088)

27層暗褐色土 粒径5mmの炭化物を微量、粒径5mmの礁を多く含む。

28層黒褐色土 炭化物主体層。
29層褐色土 粒径1伽mの炭化物を少量、粒径5mmの離を多く含む。
30層暗灰色土 粒径1伽1mの炭化物を微量含む。(27-301i1233SK075)
31層灰色土 粒径5mmの磯を多く含む。
32層暗褐色土 粒径3-5mmの炭化物を少量、 灰白色粘質土を中量含む。(233SXl17)
33層暗灰色土 粒径1伽mの炭化物を微畳含み、遺物を多量包含。
34層黒褐色土 粒径2伽1mの炭化物を多く含み、遺物を多量包含。
35層灰色土 粒径5mmの炭化物・塊状の黄褐色土を微量含む。(33-35層233SK110)

36層暗灰色土 粒径1伽mの炭化物を微量含み、遺物を多量包含。
37層黒褐色土 粒径2伽1mの炭化物を多く含み、遺物を多量包含。
38層灰色土 粒径5mmの炭化物・塊状の貧褐色土を微量含む。(36-38層233SX090)
39眉暗灰色土 粒径5-2伽mの炭化物を少量、塊状の茶色土を微量含む。(233SX146)

40層暗褐色土 粒径5mmの炭化物 ・粒径1伽mの礁を少量含む。
41層暗灰褐色土層下位に粒径100mmの礁を多く含む。
42層晴茶色土 粒径5mmの礁を少量含む。(40-42層233SX145)
43層灰色土 粒径2mmの炭化物を微量含み、粒子が綴密。(233SX159)
44層明灰色土 粒径1伽mの灰色土を塊状に含む。(233SX161) 

45層灰色土 粒径5mmの炭化物を微量含む。
46層灰色土 粒径2伽mの礁を少量E含み、全体的に砂質である。
47層晴灰色土 粒径3mmの炭化物を微量含み、粘性・締まりが強い。
48層灰色砂 層下位を中心に粒径4-l5mmの穫を多く含む。
49層茶色土 粒径4mmの黄褐色粘土塊を微量含む。

50層貧褐色土 黄褐色粘土塊を多量含む。
51層暗褐色土 粒径5mmの炭化物を微量含む。
52層茶色土 粒径5mmの炭化物を微量含む。
53層暗茶色土 粒径5mmの炭化物を微量、粒径2mmの酸化鉄を多量含む。

一一一__l_e_ニOm54層茶褐色土 粒径20mmの黒色土 ・賞褐色土を塊状に多量含む。
55層暗灰色土 粒径20mmの酸化鉄を少量含む。
56層灰色粘土 管状の酸化鉄を少量含む。
57層明灰色粘土管状の酸化鉄を多く含む。
58層暗灰色粘土粘性・締まりが強い。
59層黒灰色土 斑紋状の貧褐色粘土を中量含む。(45-59層233S0005)
60層縄色土 董地層 (斑紋状の酸化鉄を微量含む)。

61}圃 褐色土 E聖地層。
62層暗褐色土 粒径5mmの炭化物を微量含む。(233SX222)
63層暗褐色土 粒径 1-5mmの炭化物を微量含む。(233SX228)
64層暗褐色土 粒径5mmの炭化物を微量含む。(233SX094)

65層貧褐色土 地山層 (斑紋状に酸化鉄を含む)。
66層黄褐色土 地山層 (粒径5mmの礁を少量、短紋状の酸化鉄を含む)。

67層黄褐色土 地山属。
68層縄色砂様 地山層 (砂7:磯3)。

1号トレンチ(第8図)
1層黄褐色土 地山層 (粒径5mmの礁を少量、斑紋状の酸化鉄を含む)。
2層灰褐色土 地山層 (1)置に類似。酸化鉄を含まない)。

3層灰褐色砂磯 地山層 (砂 5:礁5)。
4層暗灰褐色砂磯地山層 (砂 7:穣 3)。
5層暗灰褐色砂 地山層 (暗褐色砂と灰褐色砂の混合)。
6層灰褐色砂 地山層 (斑紋状に晴褐色砂が混じる)。
7眉褐色砂様 地山層 (砂 7:礎3)。
8層褐色砂磯 地山層 (砂 5:繰5)。
9層暗褐色砂E聖 地山層 (磯 6:砂4)。
10}冒灰白色砂 地山層 (粒径5-2伽1mの礁を少量含む)。

2号トレンチ(第8図)
1層褐色土 董地層 (斑絞状の酸化鉄を微量含む)。
2層黄褐色土 地山層 (粒径5mmの礁を少量、斑紋状の酸化鉄を含む)。
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233S0005の遺物取り上げ土層
45-47層明灰色土
48層 灰色砂
49-51層明茶色土
52-55層茶色土
56-59層暗灰色粘土

第8図 1・2号トレンチ土層断面図 (1/80)
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第9図 調査区東壁・南壁土層断面図 (1/80)
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VI.調査の概要

1 .遺構

今回の調査では 2面の生活面が確認され、第 I面からは溝7条、掘立柱建物 1棟、柵列 I列、井戸12

基、土坑19基、たまり状遺構、 小穴群、第E面からは溝3条、掘立柱建物 2棟、柵列 1}IJ、土坑3基、

たまり状遺構、小穴群が検出されている。

1 )溝

233S0005 (第6・10図、図版3) 

調査区第 I面の東端に位置し、 A1・2区からNO・l区にかけて南北に走る。両端とも調査区外に

展開し、井戸 (233SE060・064)を壊して構築されているが、 土坑 (233SK037・055)、たま り状遺構

(233SX012・036・094)、小穴 (233SX027・089・092・093・096)に切られている。最終的に検出さ

れた範囲は、 長さ37. 3m 、 幅1. 8~3. 5m、深さ75~120cmを測り 、走向は中軸線でN-60 -Eを指針す

る。底面(中軸線上)の標高は北端 (N0・1区)で36.27m、中央 (G1区)で35.93m、南端 (A1・

2区)で35.64mを測り、南側に傾斜している。 断面は逆台形を基本形とするが、部分的にテラス状の平

坦面を有する。覆土は北側の上 ・中層は暗褐色土と暗灰褐色土で形成されているが、下層は黄灰色土 ・

灰色土 ・暗茶褐色土・暗灰色土に分かれ、若干の相違が認められる。南側では上層から明灰色土 ・灰色

砂 ・明茶色土 ・茶色土 ・暗灰色粘土が観察され、北側とは異なる様相を呈している。また、 D.E2区

付近では上層の暗灰褐色土と下層の暗茶褐色土の聞に炭化物 ・焼土を含む黒褐色土が堆積している。K

l区の覆土上層(暗褐色土)からはー箇所に集中して廃棄された遺物が出土している。本遺構が切る井

戸 (233SE064)が12世紀中頃までの遺物を含むことから、構築はそれ以降であ り、出土遺物の様相か

ら 、 13世紀中頃~ 14世紀前半(大宰府別~ XX期)頃の埋没と考えられる。

233S0018 (第6図)

調査区第 I面の北側に位置し、 J2区からK4区にかけて東西に走る。たまり状遺構 (233SX033・

034)を壊して構築されているが、土坑 (233SK014)、たまり状遺構 (233SX012)に切られている。東

側は遺構聞の重複によ り消失し、西側は調査区外に展開している。最終的に検出された範囲は、長さ

5 . 65m、 幅45~85cm、 深さは 3 ~ 19cmを測 り、走向は中軸線でN-870 - Wを指針する。底面(中軸線上)

の標高は東端で36.72m、西端では36.84mを測り 、わずかに東側に傾斜している。覆土は暗灰褐色土で

構成され、 出土遺物の様相から 、 大宰府陶磁器編年(以降略)のF期(13世紀前後~14世紀初頭、 大宰

府XVlI ~ XIX期)頃の埋没と考えられる 。

233S0040 (第6図)

調査区第 I面のほぼ中央に位置し、 H2区からH5区にかけて東西に走る。井戸 (233SE020・025)

に北側の一部を壊され、東側は途切れ、西側は調査区外に展開 している。最終的に検出された範囲は、

長さ8. 2m、 幅20~98cm、深さは 2 ~ 10cm を測り 、 走向は中軸線でN-770 -Wを指針する。底面 (中軸

線上)の標高は東端で36.7m、西端では36.82mを測 り、わずかに東側に傾斜している。覆土は黒褐色土

で構成され、出土遺物は僅少で、埋没時期は井戸 (233SE020)に先行する平安後期か。
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2338竺~ー
23380070 (第 6・11図、図版3) 

調査区第 I面の南側に位置し、 B4区からC8区にかけ

て東西に走る。溝(233SD115)を壊して構築されているが、

井戸 (233SE080)、溝 (233SD105・120)、土坑 (233SK 

095)、たまり状遺構 (233SX118・126)、小穴および小穴

け
判
制
高
剖
凶
回
世
随
F

F

H

明
剖
彬
贋
ロ

F

刊

ω山
賄
容
慢
由

品
岨
副
刷
出
随
∞

刊
剖
凶
同
窓
圃
哩
h

刊

ω凶
同
踊
首
圃
哩
由

刊
剖
撃
機
管
眼
目

刊

ω凶
同
随
守

川
明
刑
制
陸
相
幅
圃
圏
内

刊
川
相
帽
草
凶
同
盟
随
N

村
川
個
師
草
刷
首
哩
F

図
税
標
的
0
0
0的
問
問
N

E 
雪、‘

L 一一一~ー(4750m

群 (233SX123・133・162・166)に切られている。東側は

遺構間の重複により消失し、西側は調査区外に展開する。

最終的に検出された範囲は、長さ 12 . 2m、幅85~150cm、深

さは30~55cmを測り、走向は中軸線でN-780 -wを指針

する。底面(中軸線上)の標高は東端で36.32m、西端では

36.21mを測り、わずかに西側に傾斜している。断面形は

1m 。

られる。

23380077 (第6図)

調査区第 I面南東側のC1区からDO区にかけておおむ

ね南北に走り、小穴 (233SX074・076)に切られている。

北端は調査区外に展開し、南端は途切れている。最終的に

検出された範囲は、長さ6.15m、幅20~35cm、深さは 3 ~

11cmを測り、走向は中軸線でN-120 -Eを指針する。底面 (中軸線上)の標高は北端で36.7m、南端で

は36.69mを測り、高低差はほとんど無い。断面形はU字形を呈する。覆土は暗灰褐色土で構成され、出

土遺物は僅少であるが、土師器供膳具の底部には糸切り調整が施されることから、 12世紀中頃 (大宰府

XIV期)以降の埋没と考えられる。

表土層。真砂土主体の埋め土。
耕作土。
全体に酸化鉄が沈着。(水園田床)
粒径3-8mmの礁を含み、粒子が粗い。
塊状の灰白色土を少量含み、締まりが強い。
焼土・炭化物粒子を微畳、粒径3-5mmの
礁を中量含む。(2335Xl18)

7層黒褐色土粒径3-1伽mの炭化物少量、粒径5-2伽m
の焼土・粒径3-1伽mの磯を中置含む。
斑絞状の灰白色土を中置含む。

23380070土層断面実測図 (1/40)

2335D070 
1層 賞褐色土
2層 暗灰色土
3膚茶色土
4層 暗褐色土
5膚暗褐色土
6周黒褐色土

B層暗褐色土

第11図

逆台形を呈する。覆土は下層から灰褐色土→暗褐色土→黒

褐色土の順に堆積し、出土遺物の様相から、 C期 (11世紀

後半~12世紀前半、大宰府XII~xm期) 以降の埋没と考え
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23380105 (第6図)

調査区第 I面の南側に位置し、 B4区からB5区にかけて東西に走る。溝 (233SD070・120)、土坑

(233SK100)、小穴 (233SX221)を壊して構築されているが、土坑 (233SK095)、小穴 (233SX149)

に切られている。両端とも途切れ、規模は全長4. 75m、幅135~165cm、深さは 5~36cmを測 り 、走向は

中軸線でN-830 - Wを指針する。底面 (中軸線上)の標高は東端で36.68m、西端では36.51mを測り、わ

図
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ずかに西側に傾斜している。断面形は逆台形を呈する。覆土は下層から灰褐色土→暗褐色土の順に堆積

し、出土遺物の様相から、 E期(13世紀前後~前半、大宰府XVI~ XVIl期) 以降の埋没と考えられる 。 ま
た、本遺構は前述の溝 (233SD070)の延長上に位置することから、同一遺構の可能性も考えられる。

23380115 (第6図、図版3) 

調査区第E面の南側に位置し、 B5区からB8区にかけて東西に走る。他遺構との重複関係では本遺

構が最も古く、溝 (233SD070)、井戸 (233SE080)、土坑 (233SK095)、たま り状遺構 (233SX134)、

小穴群 (233SX127)に切られ、北壁は遺存していない。両端とも途切れ、最終的に検出された範囲は、

遺構聞の重複で途切れるが現存長 8m、現存幅70~110cm、深さは 7~45cmを測る 。 走向は中軸線でN-
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233SE003 

790 -wを指針する。底面(中軸線上)の標高は東端で36.47m、西端では36.62mを測り、東側に傾斜し

ている。覆土は下層から灰白色土→灰褐色土の順に堆積し、出土遺物の様相から、 B期(10世紀後半~

11世紀初頭、大宰府X ~ XI 期)頃の埋没と考えられる 。

233SD120 (第6図)

調査区第 I面の南側に位置し、 B5区から検出された。溝 (233SD070)を壊して構築されているが、溝

(233SD105)、土坑 (233SK095)、小穴 (233SX162)に切られている。溝 (233SD105)とほぼ重なり、

ゾヘ同一遺構の可能性もある 。 両端とも途切れ、規模は全長3.75m、幅55~ 155cm、深さは29~53cmを測り、

走向は中軸線でN-830 - Wを指針する。底面(中軸線上)の標高は東端で36.32m、西端では36.35mを

測り、高低差はほとんど無い。断面形は逆台形を呈する。覆土は暗灰色土で構成されるが、前述の溝

(233SD105)と平面形がほぼ一致することから同一遺構の可能性が考えられる。遺構聞の重複関係およ

び出土遺物の様相から、 E期 (13世紀前後~前半、大宰府XVI ~ X四期) 頃の埋没と考えられる 。

」
ωU『ロヨ

2 ) 井 戸

今回の調査で検出された井戸は12基で、すべて第 I面から発見された。その中で、石組井戸が2基

(233SE011 . 015)、井戸枠および井戸枠痕跡が確認されたものが6基 (233SE020・025・035・045・

050・080)で、残りの 4基 (233SE003・010・060・064) については、井戸枠は確認されず、形態や規

灰褐色砂礎地山

灰褐色砂地山

灰褐色砂線地山
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233SE010 (第6・12図)

調査区北側のK.L2・3区から検出され、小穴 (233SX017) を切って構築されている。掘り方の平

面形は不整楕円形を呈し、規模は長径(東西)2.5m、短径(南北)2.2m、深さは1.0mを測る。覆土は

上層から暗灰褐色土→黒褐色土→褐色土→灰褐色土の順に堆積するが、井戸枠の痕跡は認められなかっ

た。 最深部の地山層は灰褐色砂礁である 。 出土遺物の様相から、 11世紀前後~12世紀前半 (大宰府X期

~潤 期)頃の埋没と考えられる。

233S日11模式図

1層暗灰色土

2層 暗 褐 色 土

3層暗灰褐色土

(第6・12図、図版4) 

調査区北側のL2区から検出され、たまり状遺構 (233SX016)、小穴 (233SX024・026) を切って構

築されているが、上面の一部はたまり状遺構 (233SX001)に覆われていた。掘り方の平面形は楕円形 2m 

233SE003・010・011実測図 (1/50)
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粒径5-3Ommの様、粒径2伽mの貧褐色土を含む。

粒径5-3Ommの様、粒径2伽mの黄褐色土を少量含む。

粒径20-5伽mの黄褐色土を少量、粒径5-1伽閣の礁を含む。

砂質土。斑絞状の貧褐色土を微量含む。

233SE010 
1眉暗灰褐色土
2層黒褐色土

3層褐色土

4層灰褐色土模等から井戸と推定している。調査区の中央から北側にかけて主に分布し、南側からは l基 (233SE

080)が確認されたのみである。また、北端の 1基 (233SE003)は調査区の制約から全容は捉えきれて

いない。
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暗灰色砂地山

第12図

233SE003 (第6・12図)

調査区北端のL3区から検出され、小穴 (233SX017)を切って構築されている。北西側の大半は調査

区外に展開し、全容は不明であるが、掘り方の平面形態と礁の出土状態からここでは井戸 (石組)とし

て扱うことにした。掘り方の平面形は楕円形と推定されるが、規模は不明である。覆土は上層から暗褐

色土→褐色土の順に堆積している。出土遺物は僅少であるが、供膳具の底部調整において糸切り、ヘラ

切りの両者が混在することから、 12世紀中頃(大宰府XIV期)以降の埋没と想定した。

を呈し、規模は長径(北東一南西)2.2m、短径(北西一南東)1. 95m、深さは1.6mほどを測る。井戸

枠は石組で、開口部は楕円形を呈し、規模は長径100cm、短径80cmを測 り、拳大から人頭大の花両岩で乱

ハ
Uつ山



233S印 15模式図

11冒暗褐色土
2眉褐色土
3層暗賞褐色土

4層茶色土

5層灰色砂
6層暗黄褐色土暗灰色砂地山

7層褐色土

B層暗茶色土

233SE015 
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石積みされる。下段は断面を長方形に加工した花筒岩の切石を用い方形に組み上げられ、長軸48cm、短

軸43cm、深さは最上段から最大113cmを測る。井戸枠内の覆土は上層から暗灰色土→暗褐色土→暗灰褐

色土の順に堆積し、裏込めは井戸枠内の最下層と近似した暗灰褐色土が充填されている。最深部の地山

層は暗灰色砂である。出土遺物の様相から、 11世紀前後(大宰府X期)頃の埋没と考えられる。

233SE015 (第6・13図、図版4) 

調査区の北側に位置し、 J3区から検出された。掘り方の平面形は略円形を呈し、規模は径約1.5m、

深さは1.5mほどを測る。井戸枠は石組で、開口部径は約80cmを測り、拳大の花両岩で乱石積みされる。

中~下段は断面を長方形に加工した花両岩の切石を 2~3 段方形に積み上げ、長軸52cm、短軸48cmを測

る。深さは最上段から145cmほどである。井戸枠内の覆土は上層から暗褐色土→褐色土→暗黄褐色土→

茶色土→灰色砂の順に堆積し、裏込めは上層から暗黄褐色土→褐色土→暗茶色土が充填されている。最

深部の地山層は灰色砂礁である 。 出土遺物の様相から、 E期(13世紀前後~前半、大宰府泊在 ~ XVIl期 )

頃の埋没と考えられる。また、後述する小穴群 (233SX028)は本遺構を取り囲むように検出されたこ

とから上屋施設に関わる遺構であった可能性が指摘される。

」

233SE020 (第6・13図、図版4・5) 

調査区ほぼ中央のH. 13・4区から検出され、溝 (233SD040)を切って構築されている。掘り方は

径約2.3mの略円形を呈し、深さは2.6mほどを測る。井戸枠は方形を皇し、四隅に柱を立て、横桟を渡

し枠組を作り、各辺に 3枚の縦板を張り付けている。規模は一辺約70cm、枠材の残存長は約130cmを測

る。井戸枠内の覆土は上層から黒褐色土→暗灰色土の順に堆積し、裏込めは暗褐色土が充填されてい

る。最深部の地山層は樫色粘土(風化花岡岩)である。出土遺物の様相から、 11世紀前後 (大宰府X期)

頃の埋没と考えられる。

233SE025 

ょこゴム「

」。L 
233SE025 (第6・13図、図版 5) 

調査区ほぽ中央のH. 12・3区から検出され、溝 (233SD040)、たまり状遺構 (233SX033)を切っ

て構築されている。掘り方の平面形は楕円形を呈し、規模は長径(北西一南東)3.8m、短径(北東一南

西)3.6m、深さは2.15mほどを測る。枠材は円筒形の結物で2段が確認され、 1. 2段目とも28枚の板

材で構成されている。一部が歪むが、径約72cm、残存高は約90cmを測る。井戸枠内の覆土は上層から黒

褐色土→黒灰色土の順に堆積し、裏込めは上層から暗褐色土→暗灰褐色土→灰色土→暗黄褐色土→褐灰

色土が充填されている。最深部の地山層は樺色粘土 (風化花崩岩)である。出土遺物の様相から、 14世

紀前半~後半(大宰府xx期)以降の埋没と考えられる。
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233SE020模式図

1層黒褐色土
2層暗灰色土

3層暗褐色土

233SE035 (第6・14図、図版6) 

調査区ほほ中央のG.H3・4区から検出され、土坑 (233SK101)を切って構築されている。掘り方

の平面形は楕円形を呈し、規模は長径(東西)2.6m、短径(南北)2.38m、深さは3.7mほどを測る。

井戸枠はやや北側に寄った位置から検出された。枠材は円筒形の結物で3段が確認され、 上段が28枚、

中段が25枚、下段が23枚の板材で構成されている。径約95cm、残存高は約235cmを測る。井戸枠内の覆土

は上層から黒褐色土→暗灰色土→黒灰色土の順に堆積し、裏込めは上層から暗褐色土→黄褐色土が充填

されている。最深部の地山層は樟色粘土(風化花両岩)である。出土遺物の様相から、 F期(13世紀前

後~14世紀前半(大宰府X刊~ 刃X期) 頃の埋没と考えられる 。

灰色砂磯地山
灰色砂磯地山/ 
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信色粘土地山

(風化花闘岩)
檀色粘土地山
(風化花備岩)

233S日25模式図

1層黒褐色土
2眉黒灰色土

3膚暗褐色土
4眉暗灰褐色土

5層灰色土
6層暗黄褐色土
7層褐灰色土

。 2m 

第13図 233SE015・020・025実測図 (1/50)
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37.2m 

暗灰色砂地山

檀色粘土地山
(風化花闘岩)

信色粘土地山
(風化花開岩)

233SE035模式図

11冒黒褐色土
2層暗灰色土
3層黒灰 色 土
4層暗褐 色 土

5層黄褐色土

233SE045 
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37.2m 

信色粘土地山
(風化花働岩)

燈色粘土地山
(風化花閥岩)

233SE045模式図

1層黒褐色土

2層黒灰色土
3層 貧灰色砂

4層 暗 褐色土

5層暗灰色土
6層茶色土
7層灰色砂

2m 

第14図 233SE035・045実測図 (1/50)
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233SE045 (第6・14図、図版6・7) 
調査区中央のやや西側に位置し、 G.H4・5区から検出された。掘り方は径約2.8mの略円形を呈し、

深さは2.9mほどを測る。枠材は円筒形の結物で2段が確認され、 1・2段目とも24枚の板材で構成され

ている。径約70cm、残存高は約135cmを測る。水溜には径40cm、高さ35cmほどの曲物を据えている。井戸

枠内の覆土は上層から黒褐色土→黒灰色土→黄灰色砂の順に堆積し、裏込めは上層から暗褐色土→暗灰

色土→茶色土→灰色砂が充填されている。最深部の地山層は樫色粘土 (風化花両岩)である。出土遺物

の様相から、 F期 (13世紀前後~14世紀前半、大宰府羽~X医期)頃の埋没と考えられる 。

233SE050 (第6・15図、 図版7) 
調査区ほぽ中央のF.G2・3区から検出された。掘り方は径約1.95mの略円形を呈し、深さは3.3m

ほどを測る。枠材は円筒形の結物で4段が確認され、上から l段目は25枚、 2段目は27枚、 3・4段目

は各24枚の板材で構成されている。径約85cm、残存高は約215cmを測る。井戸枠内の覆土は上層から暗

褐色土→暗灰褐色土→褐色砂の順に堆積し、裏込めは上層から暗灰褐色土→黄褐色土が充填されてい

る。最深部の地山層は糧色粘土(風化花両岩) である。出土遺物の様相から、 F期(13世紀前後~14世

紀初頭、大宰府四~XlX期)以降の埋没と考えられる。

233SE050 ¥ ミ/一
」

37.0m 

時灰色砂質土
地山

233SE050 

233S日50模式図

1層暗褐色土
2層 暗灰色土

3層 褐色砂
4層暗灰褐色土
5層賛褐色土

檀色岩盤地山
(風化花筒岩)

樟色岩盤地山
(風化花筒岩)

2m 。

第15図 233SE050実測図 (1/50)
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233SE060 (第6・16図)

調査区北側の11・2区から検出され、溝 (233SD005)、たまり状遺構 (233SX012)に一部を削られ

ているが、たま り状遺構 (233SX033)を切って構築されている。掘り方の平面形は楕円形を呈し、 規

模は長径(北東一南西)1.6m、短径 (北西一南東)1.4m、深さは1.1mほどを測る。覆土は上層から暗

褐色土→灰色土の順に堆積するが、井戸枠の痕跡は認められなかった。最深部の地山層は灰色砂礁であ

る。出土遺物は僅少であるが、土師器供膳具の底部は糸切 り調整が施されることから、 12世紀中頃 (大

宰府XIV期)以降の埋没と考えられる。
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233SE064 (第6・16図)

調査区東側のH.IO・1から検出され、 溝 (233

SD005)、土坑 (233SK046)に一部を切られてい

る。掘 り方の平面形は不整楕円形を呈し、規模は

長径 (東西)2.8m、短径 (南北)2.45m、深さは

233SE064 
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1. 75mほどを測る。覆土は上層から暗褐色土→暗

青灰色土→茶色土の順に堆積するが、 井戸枠の痕

跡は認められなかった。最深部の地山層は灰褐色

砂喋である。出土遺物は僅少で、土師器供膳具の
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灰色砂骨量地山

233SEω0 
1 }・噌縄色土
2層灰色土

底部は糸切り調整が施される。 埋没時期は重複関

係にある溝 (233SD005)も加味して判断する と、

D期(12世紀中頃~後半、大宰府沼V~XV期) 頃

の埋没と考えられる。

出O'LE
粒径 3~5...の磯・斑敏状の褐色土を中量含む。
砂とシルト賀土が交互に堆積。

37.2m 

5眉 灰褐色土 粒径15mmの炭化物を少量、粒径2伽聞の貧褐色粘土を多量含む。

611 暗灰褐色土粒径1伽1mの炭化物を微量含む。

第17図 233SE080実測図 (1/50)
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灰褐色砂磯地山灰褐色砂司聖地山

233SE060・064実測図 (1/50)
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現代杭の掘り方。
粒径1伽mの炭化物多量含み、締まりが弱い。
シルト質土。粘性が強〈、 締まりが弱い。
腐植土。(井戸枠の痕跡)

2m 

第16図

。

灰色砂型車池山

233SE080 
1層灰色土
211 晴褐色土
3層黒褐色土
4層暗褐色土

。

233SE080 (第6・17図)

調査区南端のA.B6区から検出され、溝 (233

SD070・115)、たまり状遺構 (233SX134)を切

って構築されている。掘り方の平面形は楕円形を

呈し、規模は長径 (南北)2.6m、短径 (東西)

2.35m、深さは1.95mlまどを測る。井戸枠は径約

50cm、深さは約45cmを測るが、板材・ 曲物は検出

されず、壁面に沿って暗褐色土 (4層)の腐植土

(井戸枠痕跡)を確認している。覆土の最上面に

は現代の杭列 (1層)が確認された。井戸枠内の

覆土は上層から暗褐色土→黒褐色土の順に堆積

し、裏込めは上層から灰褐色土→暗灰褐色土が充

填されている。最深部の地山層は灰色砂喋であ

る。出土遺物の様相から、13世紀前半~後半(大

宰府X刊 ~ X咽期) 頃の埋没と考えられる 。

37.0m 

つ
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灰褐色砂地山

砂貧土で粒子が粗〈、粘性を欠〈。
粒径20伽聞の様・斑絞状の酸化鉄を含む。
粒径50~2附酬の礁を多く含む。 締まりは
弱〈、粘性は強い。

233SEω4 
1層暗褐色土
2眉晴膏灰色土
3眉茶色土



3 )掘立柱建物

今回の調査で検出された掘立柱建物は 3棟で、第 I面から l棟 (233SB130)、第 E面からは 2棟

(233SB135・140)が発見されている。調査区の制約や遺構間の重複によ り全容を捉えられたものはな

いが、構造的には側柱建物が2棟 (233SB130・135)、不明ではあるが、総柱建物の可能性を残すもの

が l棟 (233SB140)存在している。また、検出面は異なるが、側柱建物の2棟はほぼ同位置から検出さ

れている。

233SB130 (第6・18図、図版8) 

調査区の西端に位置し、第 I 面のD~F4~6 区から検出され、西側が調査区外に展開している。溝

(233SD231)を切って構築され、柵列 (233SA125)と重複するが、直接的な切り合い関係は認められ

ない。調査区の制約から全容は不明であるが、東西棟の側柱建物と推定され、最終的には梁行2問、桁

2.10m 
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2m 

第18図 233SB130実測図 (1/50)
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行は 2閉までの検出となった。柱心々聞の梁行総長は4.2m、確認された桁行の長さは4.5~4. 95mを測

る。東側梁行の柱聞は2.1m(7小尺) ( 1 小尺キ0. 297mで、計算) 等聞に収まる。北側桁行は西からa~

b聞は2.7m (9 小尺)、 b~c聞は2.25m (7.5小尺)となり、南側桁行は2.25m(7.5小尺)等聞に収ま

る。主軸方位は桁行(柱穴a~c) を基準とすると N-890 -wを指針する。柱穴の掘り方は楕円形を呈

し、規模は長径で28~42cm、深さは13~30cmを測る。覆土は暗褐色土 ・褐色土・ 暗赤褐色土で構成され、

遺物は検出されていない。

233SB135 (第7・19図、図版8)

調査区の西端に位置し、第E面のD.E5・6区から検出された。西側が調査区外に展開し、全容は

不明であるが、東西棟の側柱建物と推定される。最終的に検出された範囲は梁行2問、桁行は 1間であ

るが、南側桁行のd~f間には小穴eが確認されている。柱心々間の梁行総長は2.85m、確認された桁行

の長さは2.4~2 . 55mを測る 。 東側梁行の柱聞は北から b~c聞は1.2m ( 4 小尺) 、 c ~d聞は1.65m (5.5 

小尺) となる。北側桁行はa~b聞が2. 4m ( 8 小尺)、南側桁行は東からd~e聞は1.35m (4.5小尺)、e

~f聞は1.2m (4 小尺) となる。主軸方位は桁行(柱穴a~b) を基準とすると N-820 -Wを指針する 。

柱穴の掘り方は略円形または楕円形を呈し、規模は長径で、23~62cm、深さは 8 ~23cmを測る 。 覆土は暗

褐色土で構成され、出土遺物は僅少である。
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233S8140 (第7・20図、図版8) 

調査区のほぼ中央に位置し、第 H面のE~G3 ・ 4 区から検出された。 井戸 (233SE035 ・ 050) 、 小穴

群 (233SX207)に壊され、全容は捉えきれていない。直接的な切り合い関係は認められないが、小穴

n ムs 23388140 

群 (233SX203) とも重複する。梁行2間×桁行3聞の南北棟の建物と推定され、柱心々聞の桁行総長

は6.3m、梁行総長は3.45mを測る。桁行の柱聞はすべて (b~c. e~f . f~g間) 2.1m (7小尺)等間

で収まり、南側梁行は東からc~d聞は1.8m ( 6 小尺)、 d~e聞は1.65m (5.5小尺)となる。また、柱
」主」ーど三ュ

出 9.9E

一-4

穴bとfを結んだ線上の中央から柱穴hが検出され、遺構間の重複により全容が不明なことから判断は難

しいが、束柱を有する側柱建物ないし間仕切りを有する建物の可能性が考えられる。主軸方位は桁行

(キ主穴a~c) を基準とすると N-160
- Eを指針する。柱穴の掘り方は略円形または楕円形を呈し、規模

は長径で33~50cm、深さは1O~30cmを測る 。 覆土は暗灰褐色土→暗褐色土の順に形成され、 12世紀中頃
に形成されたと考えられる褐色土(整地層)との先後関係や出土遺物の様相から、11世紀前後 (大宰府

X期)頃のものと考えられる。
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今回の調査で検出された柵列は 2列である。第 I面の調査区西側から l列 (233SA125)が確認され

たが、調査区の制約や遺構間重複により全容は把握されていない。また第E面の調査区中央のやや南側

から l列 (233SA155)が発見されている。

4 )柵2.10m 2.10m 

233SA 125 (第6・21図、図版 9) 

調査区の西側に位置し、第 I面の15区からC6区にかけて 8聞が検出された。小穴群 (233SX057)

を切って構築されているが、南側の柱穴上部がたまり状遺構 (233SX126)により削 られている。また

直接的な切り合い関係はないが、掘立柱建物 (233SB130)と重複する。南北方向に延びるが、北側は調

査区外に展開すると考えられ、南側は遺構間の重複により確認されず、全容は捉えきれていない。最終

的に検出された長さは17.4mを測り、柱穴聞の距離は北からa~g聞は2.1m ( 7 小尺) 等問、 g~h間は
(7.5小尺)、 h~i聞は2.55m (8.5小尺) となるが、柱穴hには重複が認められ、 g~h間2. 7m

r 
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2.25m 
( 9 小尺) 、 h ~ i間2.1m (7小尺)となる可能性も想定される。主軸方位はN-70 -Eを指針し、溝

(233SD005) に並行する。柱穴の掘り方は、略円形または楕円形を呈し、規模は長径で35~92cm、深さ
ーリ
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は12~50cmを測る。覆土は暗灰褐色土 ・ 暗褐色土・褐色土で構成され、遺物は検出されていない。
、、

233SA 155 (第 7・21図)

調査区の南側に位置し、第E面のD3・4区から 3聞が検出された。小穴群 (233SX198)に一部を壊

されているが、小穴群 (233SX200)の一部を切って構築されている。東西方向に延び、全長は4.35mを

測る。柱穴間の距離は西から a~b聞は1.35m (4.5小尺) 、 b~c間は1.65m (5.5小尺) 、 c ~d聞は1.35 

m (4.5小尺)であり、主軸方位はN-870 - Wを指針する。柱穴の掘り方は、略円形または楕円形を呈

し、規模は長径で28~32cm、深さは13~24cmを測る。覆土は黒褐色土で構成され、出土遺物は僅少であ
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5 ) 土 坑

今回の調査で検出された土坑は22基 (第 I面19基、第E面3基)である。ここでは 7基 (233SK014

.037・055・075・088. 095・110)について述べることとする。特に2基 (233SK055・095)からは大

量の遺物が出土している。

233SK014 (第6図)

調査区第 I面北側のK2・3区から検出され、溝 (233SD018)、たま り状遺構 (233SX013・016)を

切って構築されている。平面形は楕円形を呈し、規模は長径 (東西)1. 95m、短径 (南北)1.4m、深さ

は4~ 17cmを測る。覆土は暗褐色土で構成される。出土遺物は僅少であるが、土師器杯aの、法量から13

世紀中頃 (大宰府XVIII期)の埋没と考えられる。

233SK037 (第6図)

調査区第 I面中央のやや東南側に位置し、 F1・2区から検出された。南側をたまり状遺構 (233SX

036)に壊されているが、溝 (233SD005)の上部を切って構築されている。平面形は楕円形と推定され、

最終的に検出された範囲は、長径方向 (北東一南西)2.35m、短径(北西一南東)1. 73m、深さ は 8~

34cmを測る。底面には凹凸が認められ、覆土は暗褐色土で構成されている。埋没時期は溝 (233SD005)

より後の13世紀後半~14世紀前半とすべきか。

233SK055 (第6・22図、図版 9) 

調査区第 I面中央のやや南側に位置し、E2区から検出された。たまり状遺構 (233SX036)に切ら

れ、溝 (233SD005)を切って構築される。平面観察時には溝 (233SD005)が新しいと判断されたが、

本遺構と溝 (233SD005)の埋没後に溝 (233SD005)側の下位層に不等沈下が生じ、本遺構東側の一部

が溝 (233SD005)側に円弧状に滑り落ちたと考えられ、最終的には本遺構が新しいと判断された。平面

形は楕円形を呈し、規模は長径(南北)6.2m、短径 (東西)3 . 7m 、 深さ60~90cmを測る。覆土は下層

から黄褐色土→褐色土→黒褐色土→褐灰色土→暗褐色土→黒褐色土→明褐色土→褐灰色土の順に形成さ

れ、覆土全体に遺物は包含されているが、特に黄褐色土と褐色土には遺物が多量に含まれ、その上面に

形成される黒色土は炭化物主体層である。出土遺物の様相から 、 F期(13世紀後半~14世紀前半、 大宰

府羽~X区期)以降の埋没と推定される 。

233SK075 (第6図)

調査区第 I面南東隅のBO・1区から検出された。土坑 (233SK088) と小穴 (233SX089)に切られ、

南側から東側は調査区外に展開することから平面形および規模については不明であるが、深さは38cmほ

どを測る。覆土は下層から暗灰色土→褐色土→黒褐色土→暗褐色土の順に形成されている。埋没時期は

出土遺物の土師器供膳具から、13世紀前後 (大宰府XW)頃と考えられる。

233SK088 (第6図)

調査区第 I面の南端に位置し、 A.B1区から検出された。土坑 (233SK075)、たまり状遺構 (233S

X094)を切って構築されているが、南側は調査区外に展開している。平面形は楕円形と推定され、最終

的に検出された範囲は、東西方向で1.90m、深さは30cmほどを測る。覆土は下層から暗灰色土→暗灰褐

色土の順で形成される。出土遺物の土師器供膳具から、13世紀前半~後半 (大宰府羽TI~ XVIII期)以降の
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第23図 233SK095実測図 (1/40)
233SK055 

1層 褐灰色土粒径5mmの花筒岩粒多量、粒径1伽1mの炭化物を微量含む。
2層 明褐色土粒径lOmmの灰白色土ブロッヲ、粒径5mmの炭化物少量、粒

径5mm以下の花閥岩粒を微量含む。
3層黒褐色土炭化物主体層。
4層褐灰色土層相は 1J曹と同じ。
5層黒褐色土層相は3層と同じ。
6層褐色土 粒径2伽nmの炭化物を少量含む。
7眉 黄褐色土屡大粒径150mmの黄褐色粘土ブロック、畳大粒径2伽mの炭化

物を多量含む。
8層茶色土 233SD005茶色土。

37.0m 

黄縄色砂地山

灰色砂地山。
2m 233SK095 

1層 黒褐色土① 粒径3-1伽mの炭化物・粒径3-5mmの磯・遺物を包含
する。

2層 黒褐色土② 多量の遺物が包含される。
3膚 黒褐色土③ 粒径3-1伽mの炭化物を少量、漬物を多く含む。
4層灰褐色土 粒径3-8mmの炭化物を微量含む。

第22図 233SK055実測図 (1/40)

埋没と考えられる。

233SK095 (第6・23図、図版9) 

調査区第 I面の南端に位置し、 A.B5から検出された。土坑 (233SK110)、小穴 (233SX162)に一

部を壊されているが、講 (233SD070・105・115・120)、小穴 (233SX164) を切って構築されている。

平面形は不整楕円形を呈し、規模は長径(東西)2.5m、短径(南北)1. 75m、深さは1O~40cmを測る 。
覆土は灰褐色土→黒褐色土③→黒褐色土②→黄灰色土→黒褐色土①の順に形成され、黒褐色土②中には

遺物が多量に包含されている。出土遺物の様相から、 13世紀後半(大宰府XVsI期)以降の埋没と考えら

れる。

233SK110 (第6図)

調査区第 I面の南端に位置し、 A4・5区から検出された。土坑 (233SK095)、たまり状遺構 (233S

X222)、小穴 (233SX221)を切って構築されているが、南側は調査区外に展開している。平面形は楕円

形と推定され、最終的に検出された範囲は、東西方向で1.12m、深さは40cmほどを測る。覆土は下層か
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ら灰色土→黒褐色土→暗灰色土の順で形成されている。出土遺物の土師器供膳具から、14世紀初頭~後

半 (大宰府沼~XX:期)頃の埋没と考えられる 。

6 )その他の遺構

ここでは、たまり状遺構6基 (233SXOOl・ 012・036・090・126・180)、小穴群4ヵ所 (233SX028・

030・093・221)、不明遺構 (233SX117)について述べる。

a)たまり状遺構

233SX001 (第6図)

調査区第 I 面の北端に位置し、 L1 ~M2 区にかけて検出された。 溝 (233SD005) 、 井戸 (233SE011) 、

土坑 (233SK006)、たま り状遺構 (233SX016)、小穴および小穴群 (233SX007・009・024・026)の上

面に構築され、北西側は調査区外に展開する。最終的に検出された範囲は、長軸 (北西一南東)5.0m、短

軸 (北東一南西)2.5m、深さは 5cm~l どを測る 。 覆土は暗褐色土を呈し、出土遺物の様相から、 F期

(13世紀前後~14世紀初頭、大宰府瑚~XJX期) 以降の埋没と考えられる 。

233SX012 (第6図)

調査区第 I 面の北側に位置 し 、 I~K 1 . 2区から検出された。溝 (233SD005・018)、井戸 (233SE

060)、たま り状遺構 (233SX016・033・034)、小穴 (233SX027・041・042)を切って構築されている。

平面形は不整形を呈する。規模は長軸 (南北)6.60m、短軸 (東西)4.25m、深さは2~ 18cmを測る。

覆土は下層から褐色土→黒褐色土→暗褐色土・褐白色土の順に形成されている。出土遺物の様相から、

F期(13世紀前後~14世紀初頭、大宰府xvn ~x医期) 以降の埋没と考えられる 。

233SX036 (第 6図)

調査区第 I面の南側に位置し、 D. E 1 . 2区から検出された。溝 (233SD005)、土坑 (233SK037・

055)を切って構築され、南側は昭和53年度の九州歴史資料館の調査地点に及んでいる。平面形は長円形

と推定され、最終的に検出された範囲は、長軸方向(南北)5.35m、短軸 (東西)3 . 50m 、 深さは 7~

37cmを測る。底面には凹凸が認められ、覆土は下層から黒褐色土→黒灰黄色土の順に形成されている。

出土遺物の土師器供膳具から 、 14世紀初頭~後半(大宰府XJX~ XX:期) 以降の埋没と考えられる 。

233SX090 (第6図)

調査区第 I面の南端に位置し、A4区から検出された。たま り状遺構 (233SX222)を切って構築され

ているが、南側が調査区外に展開し、全容は捉えきれていない。形態および規模は不明であるが、深さ

は5~30cmを測る。覆土は下層から灰色土→黒褐色土→暗灰色土の順で形成され、 出土遺物の様相か

ら 、 F期 ( 13世紀前後~14世紀初頭、大宰府羽~XlX期) 以降の埋没と考えられる 。

233SX126 (第6図、図版9) 

調査区第 I 面の南側に位置し、 B~D6 区か ら検出された。 溝 (233SD070) 、 柵列 (233SA125) 、 小

穴群 (233SX133)の上面に構築されている。平面形は不整形を呈し、長軸 (南北)5.0m、短軸 (東西)

1. 5~2. 5m、深さは10cmほどを測る。覆土は暗褐色土で構成され、出土遺物の土師器供膳具から、 13世

紀前半 (大宰府羽E期)頃の埋没と考えられる。
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233SX180 (第 7図)

調査区第E面中央のやや西側のF4・5区から検出され、 一部を小穴群 (233SX201)に切られてい

る。平面形は不整形を呈し、長軸(北西一南東)3.25m、短軸 (北東一南西)O. 9~2.45m、深さは 2 ~
10cmを測る。覆土は下層から暗褐色土→暗黄褐色土→暗褐色土の順に形成され、出土遺物はない。

b)小穴

233SX028 (第6図)

調査区第 I面北側のJ2・3区から検出された 9穴の小穴である。井戸 (233SE015)を囲むように確

認されていることから井戸の上屋施設の可能性が考えられ、たまり状遺構 (233SX033)を切って構築

されている。平面形は略円形ないし楕円形を呈し、長径15~35cm、深さは 2 ~23cmを測る。覆土は暗褐
色土で構成され、出土遺物の様相から、 12世紀中頃以降の埋没と考えられる。

233SX030 (第6図)

調査区第 I面西端の14・5区から検出された 3穴の小穴で、 一部は調査区外へ展開し、たまり状遺構

(233SX019)、小穴 (233SX031)に切られている。いずれも平面形は楕円形を呈し、規模は長径で約

75cm、深さは12~53cmを測る 。 3 穴の配置は鈎の手状を呈することから掘立柱建物を構成する可能性も

考えられる。覆土は暗褐色土→灰褐色土→暗灰色土の順に形成され、出土遺物の様相から、 F期(13世

紀前後~14世紀初頭、大宰府X四~XlX期)以降の埋没と考えられる。

233SX093 (第6図)

調査区第 I面南東側のB1・2区から検出された 6穴の小穴で、溝 (233SD005)を切って構築されて

いる。平面形は略円形または楕円形を呈し、規模は長径で25~50cm、深さは13~24cmを測る。覆土は黒
褐色土で構成され、出土遺物の様相から、平安時代中期頃の埋没と考えられる。

233SX221 (第6図)

調査区第E面南端のA.B4区から検出された l穴の小穴で、第 I面の溝 (233SD105)、土坑 (233S

K095・110)に切られている。平面形は楕円形と推定され、規模は東西方向で、50cm、深さは35cmほどを

測る。覆土は暗褐色土で構成される。出土遺物は土師器と黒色土器A類の小片が僅かに出土 したに留ま

り、詳細は不明。

c)不明遺構

233SX117 (第6図)

調査区第 I面の南西端に位置し、 A8区から検出された。西側から南側は調査区外に展開 し、東側は

コンクリート基礎により壊され、全容は捉えきれていない。調査し得た範囲が狭く、形態および規模に

ついては不明で、あるが、深さは42cmを測る。覆土は暗褐色土で構成され、出土遺物の様相から、 11世紀

前後(大宰府X期)頃の埋没と考えられる。
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2.遺物

1 )溝出土遺物

233SD005暗褐色土出土遺物 (第24・25図)

土師器

杯 a (l ~ 6 ) 口径14.O~ 15. Ocm、器高2.6~3. 4cm、底径9.3~ 10. 7cmを計測し、いずれも底部は糸

切り離し。 1 ・ 3 ~6 の内面見込みには螺旋状の回転ナデが施される。 2 の胎土には白雲母を多く含む。
坪 a (遺物計測表) 口径11.8~ 15. 6cm、器高2.2~3 . 5cm、底径7.6~ 11. 6cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。M-002・007・012・022・034・040・043・046・047・048・055・058の見込みには細

線状を呈する螺旋状の回転ナデが残る。

小皿 a(7 ~ 13) 7 ~11の法量は口径8. 2~9 . 2cm、器高0.7~ 1. 4cm、底径6. 0~7. Ocmを計測する。

いず、れも底部は糸切 り離し。 9の内面見込みには糸原体(単節R)が弧状に付着した痕が観察される。

11の底面中央には径0.6cmの孔が焼成後に穿たれる。12は口径8.6cm、器高1.4cm、底径6.0cmに復原され、

底部は手握ねによって仕上げられる。13は手捻りによって口縁部を波状に仕上げた資料であり、口径

8.0cm、器高1.5cm、底径6.2cmに復原される。底部は糸切り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径6.8~9. 5cm、器高O.8~ 1. 4cm、 底径6. 0~8. Ocmを計測する。いずれも底部

は糸切り離し。 M-090・102の見込みには螺旋状の回転ナデが残る。

小皿 (14~16) 14はコースター状を呈し、口径6.0cm、器高0.8cm、底径5.4cmに復原される。 15は口

縁部が内湾する器形を呈し、口径7.0cm、器高1.1cm、底径6.7cmを測る。16は体部が内傾する器形を呈

し、口径7.3cm、器高0.9cm、底径8.4cmを計測する。 14・15の底部は糸切り離し。16の底面調整は不明

である。

瓦器

椀 c (17) 体部から高台の破片で、現存高4.6cm、底径7.0cmに復原される。外面は指頭調整ののち回

転ナデが施され、内面は指頭調整が観察される。

須恵質土器

鉢 (18) 口縁部から体部下端の破片で片口部が遺存する。口径28.4cm、現存高10.0cm、底径9.6cmに

復原される。東播系であり 、第E期2段階に属する。

瓦質土器

鉢 (19) 口縁部から体部上半の破片で、現存高4.8cmを計測する o A 1類。

白磁

椀 (20) 口縁部から体部上半の破片で、口縁端部は屈折し、外方に尖る。現存高2.4cmを計測する。

V-4類あるいは四一1・3類と考えられる。

青磁

椀 (21・22) 21は現存高2.5cm、底径6.5cmを計測する。龍泉窯系青磁 I類。22は現存高3.1cm、底径

5.0cmを計測する。同安窯系青磁 1-1 b類。

椀か (23) 現存高2.2cmを計測する椀の体部と推定される破片。 胎土は堅織で黒色微粒子を含み、 暗

灰色を呈する。外面には圏線と花を黒 ・白象献し、内面には花果と葉が白象翫される。暗青緑色に発色

する紬は内外面に施され、柔らかな光沢を持つ。象最高麗青磁。

皿 (24) 口径10.0cm、器高2.1cm、底径5.2cmに復原される。同安窯系青磁 1-1 b類。

門

i
円べ
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第24図 2335D005遺物実測図 1 (1/3) 

口

δ
門
ぺ
U

瓦製品

瓦玉 (25) 明灰色を呈する瓦片を研磨し円柱状に成形する。径2.5~2. 6cm、厚さ1.7cm、重量11.4g 

を計測する。

金属製品

釘 (26・27) 鉄素材を鍛造により成形。26・27とも先端部を欠損する。 26は現存長3.3cm、重量5.0

g、27は現存長6.6cm、重量7.5gをそれぞれ計測する。

椀形鍛治i宰 (28) 断面上半の色調は茶褐色で鉄錆状、断面下半の色調は黒灰色で多孔質構造の金属

状を呈する。底部は比較的平滑で、小孔はみられないことから炉底部に接していたと推定される。非磁

着。規模6.8x 11. 2cm、厚さ4.2cm、重さ390gを量る。

，. 
" 

2335D005暗灰褐色土出土遺物 (第25・26図)

土師器

杯 a (29) 口縁部から体部上半約弘を欠損する。口径15.2cm、器高3.0cm、底径10.8cmを計測し、底

部は回転糸切 り離し。見込みには螺旋状の細い条線を残す回転ナデが施される。

杯 a (土師器計測表) 口径13.6~ 15. 2cm、器高2. 4~3. 4cm、底径8. 2~ 11. Ocmを計測する。いずれも

底部は糸切り離し。 M-002・013・024の見込みには螺旋状の回転ナデが残る。M-Ollの外面には油煙

が観察される。

大椀 c (30) 高台部が遺存する。現存高3.6cm、高台径11.2cmを計測する。

小皿 a (31・32) いずれも底部は糸切り離し。 31の内底面は螺旋状の回転ナデののち、横ナデを施

す。底部中央には径0.6cmの円孔が焼成後に穿たれる。口径7.8cm、器高1.2cm、底径5.6cmを測る。32は

外面体部から底部にかけて墨跡が観察される。口径9.4cm、器高1.1cm、底径7.2cmに復原される。

小皿 a (土師器計測表) 口径6.4~9. 3cm 、 器高0. 6~1. 7cm、底径5.0~7. 6cmを計測する。いずれも

底部は糸切り離し。 M-024・032の見込みには螺施状の回転ナデが残り 、M-019の外面には油煙が観

察される。

小杯 (33) 口縁部から底部外周が遺存する破片で、現存高3.4cmを計測する。胎土は綴密で白色微粒

子をやや多く含む。底部は糸切 り離し。焼成は良好で黒灰色を呈する。体部外面と内底面には油煙が付

着する。未分類資料。

瓦器

椀 c (34) 体部下半から高台の破片。現存高1.8cmを計測する。高台周辺は高台貼り付けにともなう

回転ナデ、その他の器面にはミガキが施される。

菊皿 (35) 底部を欠損する破片。口径10.0cm、現存高2.8cmに復原される。菊花状の内型による成形

ののち、弱い回転ナデが内外面に加わる。胎土は堅紙。焼成は良好で灰白色を呈する。

須恵質土器

鉢 (36) 口縁部から体部上半の破片で現存高4.8cmを計測する。胎土は堅織。焼成は良好で暗灰青色

を呈する。東播系であり 、第E期 2段階に属する。

瓦質土器

鉢 (37) 口縁部から体部上半の破片で現存高4.0cmを計測する。内外面ハケ目ののち、口縁部横ナ

デ、体部外面に指頭調整を施す。胎土は堅織で、白色粒子をやや多く含み、角閃石も含有する。焼成は

良好。AI類。
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いずれも四一2類あるいは四一 3類の体部下半から高台が遺存する資料で、 41の見込

み粕剥ぎ部分には重ね焼きによる白土が付着する。42の高台内には「十」であろうか、墨書が観察され

る。 41は現存高3.6cm、高台径7.0cm、42は現存高2.6cm、高台径6.2cmをそれぞれ計測する。

皿 (43) 約%遺存し、口径10.0cm、器高2.2cm、底径3.7cmに復原される。珊-b類。
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、、掛け流される。胎土、紬の特徴からB群に属する。

耳査×査 (51) 体部下半から底部が遺存し、現存高2.5cm、底径7.6cmを計測する。底部には判読困難 10cm 
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し、貫入が生じる。

皿 (47) 口縁部破片で、現存高1.5cmを計測する。鋭利な口縁端部には輪花と推定されるキザミがl

カ所遺存する。胎土は堅綴で灰白色を呈し、光沢質で緑白灰色に発色する粕が内外面に施される。

合子蓋 (48) 現存高2.2cmを計測する破片。胎土は堅綴で灰白色を呈し、光沢質で、青緑灰色に発色す

る粕は下端部を除いて施される。

中国陶器

盤 (49) 口縁部から体部上半の破片で、口縁部上面が湾曲し先端を曲げる。現存高3.8cmを計測す

る。 1-l'類。

耳査 (50) 胴部上半の破片で横耳がl個遺存し、耳の上部には横沈線が2条入る。現存高は5.4cmを

計測する。胎土は堅綴で黒 ・白色粒子を含み、暗灰青色を呈し、外面には暗緑灰色の紬に濃茶色の紬が

(1/3) 233SD005遺物実測図 2
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23380005暗褐色土
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明。

灰柚陶器

壷 (40) 頚部付近の破片とみられ、現存高3.9cmを計測する。胎土は綴密で暗青灰色あるいは灰黄色

を呈する。外面は頚部下半に横位のカキ目が8条遺存し、外面には暗緑色に発色する紬が薄く施され

青磁

壷 (44) 体部と推定される破片で、現存高3.4cmを計測する。外面上位にヘラ状工具による施文が観

察される。胎土は粘質綴密で灰黄色を呈し、半光沢質の紬は暗緑色に発色する。越州窯系青磁E系か。

椀 (45) 口径16.4cm、器高6.4cm、底径5.9cmを計測する。遺存部位から体部内面に施される略花文は

3単位と考え られる。 体部内外面には横方向の微細な擦痕が観察される。龍泉窯系青磁 1-2 a類。
青白磁

椀 (46) 体部下半から高台にかけて遺存する。現存高1.6cmを計測し、高台径3.2cmに復原される。

内面にはヘラ状工具によって花弁あるいは葉状の施文がなされる。胎土は堅織で灰白色を呈するが、高

台は酸化焔焼成気味に暗黄櫨色を呈する。紬は高台を除いて施され、柑調は光沢質で青緑灰色に発色

第25図
な墨書が書かれる。胎土は堅織で黒色粒をやや多 く含み、明青灰色を呈するが、底部付近の焼成は酸化

焔焼成気味で黄櫨色を呈する。内面底部に茶灰色から緑灰色に発色する粕が観察される。B群。

壷(ミニチュア)(52) 体部から底部が遺存する資料で、現存高1.7cmを計測し、底径1.7cmに復原さ

-40 

緑柚陶器

椀×皿 (38) 体部下端から高台が遺存する。現存高1.6cm、高台径6.5cmを計測する。高台は削 り出

し。器面はミガキののち、高台内から畳付を除いて、非常に薄い紬を施す。胎土は軟質綴密で薄黄灰色

を呈し、紬は光沢質で薄黄白色に発色する。京都系。

査 (39) 高台部の破片で現存高2.9cmを計測する。高台は貼り付け。胎土は堅徹、須恵質で暗灰色を

基本とするが、部分的に酸化焔焼成気味で黄櫨色を呈する。柑は濃緑色に発色し光沢がある。産地不



れる。胎土は砂質で堅綴だが、酸化焔焼成気味で薄い赤糧色を呈する。粕は黄緑灰色から白灰色に発色

し、内面と外面上位に施される。胎土、粕の特徴から B群に属する。

瓦類

軒平瓦 (53) 瓦当左側が遺存し、現存長5.5cm、現存瓦当幅8.7cm、瓦当面の厚さ4.0cmを計測する。

内区には唐草文、上外区には鋸歯文、下外区には珠文が配置される。焼成は良好で須恵質を呈する。

瓦玉 (54~57) いずれも瓦を研磨し、略円柱状に成形する。54には瓦凸面の格子目が残 り、55・56

には瓦凹面の布目が残る。 57は全面が顕著に研磨される 。 各法量は、 54は径2.2~3 . Ocm、厚さ2.3cm、重

量16.8go55は重量2.0~2. 8cm、厚さ1.4cm、重量8.8go56は径2.3~3. Ocm、厚さ2.0cm、重量14.8go57 

は径2.2~2 . 35cm、厚さ1.9cm、重量9.5gをそれぞれ計測する。

土製品

柱状土製品 (58・59) 板状粘土を丸めて角柱状に成形し、表面をナデ仕上げする。58は端部に向け

やや反り気味に幅・厚さを減じる。現存長14.8cm、最大幅 ・厚さは4.OX3. 8cmを計測する。胎土は砂質

で白色礁を多く含み、淡黄樺色を呈する。59は現存長6.2cm、最大幅・厚さは4.OX4. Ocmを計測する。

胎土は砂質で白色喋をやや多く含み、暗茶灰色を呈する。

輔羽口 (60) 羽口端部付近の破片。現存長4.8cm、厚さ1.7cmを計測する。端部付近外面は外面が発

泡し多孔質となり黒灰色を呈し、基部側は灰色を呈する。 内面送風部は淡黄灰色を呈する。

金属製品

鉄j宰 (61) 長さ5.5cm、最大幅2.65cm、重量17.2gを計測するo表面にはO.5~ 1. Ommの円孔が多く生

じ、内部も発泡している。実測図左側の面は流動痕跡が顕著で、暗灰色を呈し、同右側の面は凹凸が少な

く鉄錆化した茶色を呈する。非磁着。

石製品

硯 (62) 黒灰色を呈する粘板岩系の石材を素材とする。硯面は使用により凹み、 墨が部分的に付着

する。現存長8.5cm、現存幅4.2cm、最大厚1.8cmを計測する。

233S0005灰色土出土遺物 (第26図)

土師器

杯 a (63) 口径14.0cm、器高2.7cm、底径10.2cmに復原される。底部は糸切り離し。

杯 a (土師器計測表) 口径15.6cm、器高2.2cm、底径12.0cmを計測する。底部は糸切り離し。

小皿 a(土師器計測表) 口径8.8cm、器高1.1cm、底径6.8cmを計測する。底部は糸切 り離し。

青磁

皿 (64) 口径1O.6cm、器高2.2cm、底径4.4cmに復原される。 同安窯系青磁 1-2b類。

233S0005暗茶褐色土出土遺物 (第27図)

土師器

杯 a (土師器計測表) 口径14.4~ 15. 2cm、器高2.1~3. 3cm、底径8.5~12. Ocmを計測する。いずれも

底部は糸切り離し。M-002・003・004の見込みには螺旋状の回転ナデが施される。

杯 (65) 口縁部から底部外周の破片。現存高3.3cmを測る。内面調整は口縁部に向けナデ上げられて

おり、手持ちでの成形が考えられる。京都系。
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小皿 a (土師器計測表) 口径8.6~9. 4cm、器高O.9~ 1.4cm、底径6.6~7. 6cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。M-Ollの内面には油煙が付着する。

小皿 (66) 口縁部から底部の破片で、コースター状の器形を呈し、口径5.2cm、器高0.9cm、底径5.6

cmに復原される。底部は糸切り離し。

土師質土器

鍋 (67・68) 67は口縁部から体部上半の破片。現存高は7.8cmを計測する。歪みのある口縁部上端面

には疎らな縄の圧痕が観察される。外面には煤が付着する。A類。68も口縁部から体部上半の破片。現

存高は3.4cmを計測する。体部は口縁に向かつて内湾し、口縁下1.5cmの部位に断面三角形の鍔を貼付す

る。鍔の下面には煤が付着する。C皿類。

須恵質土器

鉢 (69) 口縁部から体部下端の資料で片口部が遺存する。口径27.2cm、現存高10.3cmを計測する。

東播系であり、第E期2段階に属する。

白磁

椀 (70) 四一 1類の体部下半から高台にかけての破片で、現存高2.8cmを計測する。内面見込み粕剥

ぎ部分に茶色を呈する膜状の付着物が観察される。

青磁

椀 (71) 口縁から体部下端にかけての破片で、口径12.4cmに復原され、現存高5.2cmを計測する。龍

泉窯系青磁 1-6 a類。

青白磁

合子蓋 (72) 直径6.4cm、器高1.7cmに復原される。型成形により、外面に花文を打ち出す。胎土は堅

綴で黒色粒子を含み、白灰色を呈する。光沢質で青緑色に発色する柚は外面および内面天井部に施さ

れ、内面の紬は細貫入を生ずる。

土製品

輸羽口 (73~76) いずれも送風方向は実測図上方と推定される。73は現存長7.7cmを計測し、送風孔

径2.7cm、外径6.8cmに復原される。送風孔内面には縦方向の条痕が観察され、芯棒の抜き取り跡と推察

される。胎土は白色礁を多く含み、先端部付近外面は暗灰色を呈し、基部側に向け灰白色に色相変化す

る。内面送風部は淡樺色を呈する。74は現存長4.9cmを計測し、送風孔径3.0cm、外径7.0cmに復原され

る。外面は灰色を呈し、内面送風部は淡赤樫色を呈する。 75は現存長7.65cmを計測し、送風孔径2.0cm

外径7.0cmに復原される。外面端部側は黒灰色を呈し、基部側に向け灰白色に色相変化する。内面送風

部は桂色を呈する。76は現存長6.6cmを計測し、送風部径2.0cm、外径7.0cmに復原される。先端部付近

外面は暗灰色を呈し、基部側に向け灰白色から褐色に色相変化する。内面送風部は樺色を呈する。

焼土塊 (77) 規模は4.6X5.2X4.1cmを計測する。芯材の痕跡と推定される器面の滑らかな部位がl

カ所観察される。胎土中にはスサの痕跡を包含する。胎土は淡赤褐色から黄灰色を呈する。

金属製品

万子 (78) 切先付近とみられ、現存長3.6cm、身幅2.0cmを計測する。万身は平造り両刃で、錆化し褐

色を呈する。万身は全体を木質に覆われている。

万 (79) 切先を欠損した万身の一部で、現存長23.0cm、身幅2.6cm、棟幅0.7cmを計測する。万身は平

造り両刃で、ほほ全体を木質に覆われている。
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23380005明灰色土出土遺物 (第28図)

白磁

皿 (80) 明灰色土最上端面から出土した。口縁から体部上半約拾を欠損している。口径8.8cm、器高

1. 7cm、底径5.4cmに復原される。やや青味がかる紬が内外面に施されるが、体部外面下位以下は露胎と

なる。四-1;類。

23380005明茶色土出土遺物 (第28図)

土師器

杯 a(81 ~83) いずれも底部は糸切り離し。 81は口径14.2cm、器高2.9cm、底径9. 9cmo 82は口径

14.4cm、器高3.2cm、底径1O.lcmo 83は口径14.4cm、器高2.9cm、底径10.0cmをそれぞれ計測する。

丸底杯a(84) 口縁部から体部の小片で、現存高2.9cmを計測する。口縁部回転ナデ、体部内外面に

はナデが施され、体部外面下位には指頭痕が僅かに認められる。

小皿 a (85~88) 85は口径8.8cm、器高1.1cm、底径7.2cmで、底部は糸切り離し。86は口径8.9cm、器

高1.5cm、底径7.3cmo 87は口径8.8cm、器高1.5cm、底径6.8cmo 88は口径9.9cm、器高1.6cm、底径7.1cm

をそれぞれ測り、底部調整はいずれも手担ね。

小皿 a2 (89) 口径8.8cm、現存高1.7cm、底径7.0cmを計測する。底部調整は不明。

土製品

土馬 (90) 土馬の頭部から胴部前半の左半身が遣存する資料で、現存長10.6cm、現存最大幅2.8cmを

計測する。指頭調整で粗形を作ったのちヘラケズリにより頭部を成形し、鼻先にヘラ状工具で真一文字

のキザミを入れ口吻部を表現する。胴部下端には略円形の器面剥離が観察されるが、この部位に左前脚

が貼付されていたものと推定され、脚の貼付位置から頭を垂れる姿勢が想定される。胎土は堅綴であ

り、瓦質焼成で器面は暗青灰色を呈する。

23380005茶色土出土遺物 (第28図)

土師器

杯 a (91) 口径15.4cm、器高3.1cm、底径10.8cmを計測する。底部は糸切り離し。

杯 (92) 口径13.8cm、器高2.7cm、底径9.4cmを計測する。内面は不定方向のナデで仕上げられ、体部

下半には指頭調整が観察されることから、手持ちでの成形が考えられる。京都系。

小皿 (93) 体部が内傾しコースター状を呈する。体部は回転ナデ、底部内外面はナデ調整。口径6.2

cm、器高1.3cm、底径7.6cmを計測する。

緑柚陶器

椀×皿 (94) 体部下端から高台の破片。現存高1.3cmを計測し、高台径6.4cmに復原される。底部内

面はヘラミガキ、底部外面は回転ナデののち高台貼り付け。胎土は綴密。焼成はやや酸化焔焼成気味で、

部分的に薄赤樫色を呈する。光沢質で緑黄色に発色する紬は全面に施されるが、剥落が著しい。防長

系。

石製品

滑石製杯状製品 (95) 暗灰色を呈する滑石を素材とし、切削により成形し、底部の中心に径1.5cmの

孔を穿つ。体部外面には煤が付着する。現存高2.8cm、底径7.6cmを計測する。
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土師器

杯 a (96) 口径15.4cm、器高3.1cm、底径10.6cmを測る。底部は糸切り離し。内面見込みには螺旋状

のナデが施されるが、中心部は一方向のナデによって消される。

青磁

椀 (97)

磁 I-2類。

青白磁

233S0005暗反色粘土出土遺物 (第28・29図)

体部下半から高台が遺存し、現存高4.7cmを計測し、高台径6.2cmに復原される。龍泉窯系青

102 

ど村合良品盟二〉
椀 (98) 体部下半から高台が遺存し、現存高3.3cmを計測し、高台径6.2cmに復原される。高台内の削

り込みは浅く、体部は高台脇から直線的に立ち上がる。内面には片彫による略花文が施される。施粕は

ー優

103 

104 

l!IIIIIll1lJ 105 

106 

一目

自

11 

内外面に及ぶが高台部は露胎。半光沢で濁化した紬は灰白色に発色し、細貫入やピンホール状の粕切れ

を生じる。胎土は堅織であるが、焼成は酸化焔焼成気味で、高台付近露体部は黄灰色を呈する。

木製品

火鑓臼 (99) 現存長12.4cm、最大幅3.1cm、厚さ1.4cmを計測し、針葉樹材の側端部表裏交互片側に

合計12個の火鏡孔が遺存する。孔内は炭化し、孔形成に先行してV字の切り込みが入れられるn

箸(叩0) 端部を欠損する。先端を尖らすように削り、断面を略円形に仕上げる。現存長lふ4cmを計
測する。

扇(101・102) 槍扇の要付近と推定される針葉樹素材の薄板で、 1011土現存長4.9cm、最大幅1.7cm 

厚さ0.3cm、孔径0.3cmo 102は現存長7.5cm、幅1.7cm、厚さ0.3cm、孔径0.3cmを測る。

下駄の歯 (103) 露卯下駄の歯と考えられる。形状は援形を呈し、上部には柄を 2カ所削り出す。遺

?する片側の柄上面には、台との接続を強固にするため、硬木素材の棋が3回打ち込まれている。接地

部は斜めに磨滅し、花筒岩粒が木質内に食い込んでいる。接地部幅14.7cm、上端幅10.lcm、最大厚1.9
cm、高さ6.5cmを計測する。

強杖の球 (104) 最大径4.5cmを測る幹の上下端部を切り刻み、略球形に仕上げる。高さ4.3cmを計測

する。摩耗等の使用痕はみられない。

板状製品(105・106) いずれも針葉樹素材の薄板で、 105は長さ10.5cm、幅3.4cm、厚さ0.6cmを計測

する。下端面が摩耗している。 106は現存長13.9cm、幅3.6cm、厚さ0.4cmを計測する。上部を圭頭状に成

l

i

l

-

形する。

棒状製品 (107) 断面矩形の棒状製品で端部は欠損している。現存長44.0cm、幅1.0cmを計測する。

用途不明木製品 (108~110) 108は切削により、 最大径5.9cm、厚さ2.0cmのソ ロパン玉状に成形し

中央部付近に径1.Ocmの円孔を穿つ。 109は厚さ2.3cmの板材側面を階段状に切削している。下端には炭

化が観察される。現存長8.4cm、最大幅5.2cmを計測する。

成形する。上部には両面から切り込みを入れ柄穴を穿つ。現存長1O.9cm、最大幅5.3cmを計測するof器

面摩耗が著しい。

トー一寸

ミ豆
109 

む司
233S0018暗灰褐色土出土遺物 (第30図) 1， 107 

10cm 。

(1/3) 233S0005遺物実測図6

-49-

第29図

白磁

床置物か(1 ) 小片であり、現存高は1.4cmを計測する。型成形とみられ、外面には突起が欠損した

痕跡が観察される。薄い胎土は堅綴で灰色を呈し、淡緑灰色に発色する粕が外面と内面上半に施され

-48-
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23380070黒褐色土
染付磁器

瓶(2 ) 肩部と推定される破片で、現存高3.1cmを計測する。成形は回転ナデ。胎土は堅績で黒色微

粒子を含み白灰色を呈する。染付は光沢質で微細な気泡が疎らに生じる透明袖の下に施されており、唐

草文風文様の外形線を黒紺色の紬で線描したのち、同質の紬で内部を塗りつぶす技法で描かれる。内面

には透明柚が施される。類例の少ない希少品である。

土製品

輸羽口 (3・4) 一一一一-
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、重警雲寺ぞ太線の斜格子目と

瓦類

平 瓦 (2 ) 

--~~;4 に Lf
「佐」字の下半が観察される。 II-3類。
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233S0018・040遺物実測図 (1/3)

にD 19 
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1 、

口径10.O~ 11. 1cm、器高1.9~2. 3cm、底径6.6~8. 4cmを計測する。いずれも底

土師器

杯 a (遺物計測表)

部はヘラ切り離し。

椀 c (1・2) 1は口径13.2cm、器高5.0cm、底径7.8cmを計測する。

233S0070黒褐色土出土遺物 (第31図)

器高4.6cm、底径6.8cmを計測する。

小皿 a2 (土師器計測表) 口径8.6~9. 6cm、器高1.1~ 1. 2cm、底径5.4~5. 6cmを計測する。底部は

ヘラ切り離し。

2は口径11.8cmに復原され、

10cm 

233S0070遺物実測図 (1/3)
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3は基部付近と考えられる破片で、いずれも送風方向は実測図上方と推定される。

現存長3.3cmを計測する。外面は黒褐色を呈し発泡著しい。内面送風部は樫色を呈する。4は先端部と

考えられる破片で、現存長4.0cmを計測する。先端部外面には黒灰色を呈するガラス質付着物が観察さ

れる。内面送風部はま登色を呈する。

4 
， ， ， 
， 
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全斗会

23380018暗灰褐色土

4 
3 
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第30図

。
18 

聾 a(3) 口縁部から体部の破片で、現存高10.lcmを計測する。外面は縦位から斜位のハケ目、内

面は器面が摩耗するが僅かにハケ目が残る。
第31図

いずれも口縁部から体部上半の破片で、現存高は 4が7.7cm、5は3.6cm、6は3.8cmを

4・5は丸みを帯びた体部から口縁部が緩やかに屈曲する器形を有する。内外面と

-50-
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233S0040黒褐色土出土遺物 (第30図)

青磁

杯×椀 (1 ) 口縁部から体部上半の破片で、現存高1.8cmを計測する。鋭利な口縁端部には輪花とみ

られるキザミが1カ所遺存する。胎土は堅織で灰青色を呈し、焼成は良好。内外面に施される光沢質の

粕は緑灰色に発色し、貫入を生じる。越州窯系青磁 I系。

鉢 (4~ 6) 

それぞれ計測する。



青磁
椀 (2 ) 体部下半から高台部の破片で、現存高4.3cmを計測し、底径5.2cmに復原される。体部に片

彫蓮弁文が観察される。胎土は堅織で焼成は良好、灰色を基本とするが、部分的に酸化焔焼成となり黄

樟灰色に発色する。龍泉窯系青磁II-a類。

瓦製品
瓦玉 (3 ) 黄灰色を呈する土師質の瓦を打割、研磨し略円柱状に成形する。径2. 8~3 . 3cm、厚さ2.1

cmを計測する。

金属製品
釘 (4 ) 鉄素材を鍛造で成形、先端が折れ曲がる。現存長7.9cmを計測 し、重量は14.2gを量る。

もに横ナデ調整が施され、 4の外面下位および5の外面には煤が付着する。6は内傾気味の体部から口

縁部が「くJ字状に屈曲する器形を有する。内外面ともに横ナデ調整が施され、煤が付着する。

黒色土器B類

椀 c (7 ~ 9 ) 7は口径1l.8cm、器高4.4cm、底径7.8cmo 8は口径14.2cm、器高4.5cm、底径8.4cm。

9は口径15.2cm、器高5.5cm、底径8.8cmにそれぞれ復原される。 9の底部内面には横位の刻線状擦痕が

観察される。

皿c ( 10~ 12) 10は口径10.6cm、器高2.1cm、底径7.3cmo 11は口径10.8cm、器高2.2cm、底径7.0cm。

12は口径1O.4cm、器高2.2cm、底径7.3cmにそれぞれ復原される。

中国陶器

小盤 (13) 体部下半から底部の小片で、現存高2.1cmを計測する。胎土は黄灰色を呈し組い。内面に

暗黄灰色の紬が施される。 I類。

瓦(14~16) 14・15は平瓦、16は丸瓦であり、いずれも凸面は格子目叩き である。 14・15は二重斜

格子目で、 15の側縁には分割時裁断痕が観察される。いずれも正格子でII-A類に属する。16は横長の

単斜格子目で、殺の太さと格子の大きさにばらつきがある。 側縁に分割時裁断痕が観察される。 I-C

b類。

土製品

猿面硯(17) 須恵質土器破片の破断面を研磨、成形し内面を使用面とする。胎土は堅綴で白色粒子

を多く含み、暗灰色を呈するが、部分的に暗赤褐色に発色する。裏面には須恵器製作時のハケ目調整が

残る。現存長7.6cm、幅6.7cm、厚さ1.2cmを計測する。

石製品

砥石(18) 灰色を呈する硬砂岩を素材とし、 4面を使用し摩耗する。現存長7.6cm、幅6.3cm、最大厚

l. 8cmを計測する。

杯形ミニチユア滑石製品 (19) 口縁部%、体部から底部地が残存し、口径3.0cm、器高1.6cm、底径

2.5cmに復原される。切削による成形後に研磨され、薄く滑らかに仕上げられる。

杯形滑石製品 (20) 体部から底部外周の破片で現存高2.6cmを計測する。内外面に研磨が施される。
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233S0077暗灰褐色土出土遺物 (第32図)

土師器

小皿a (1) 口縁部から底部外周の小片で、現存高0.9cmを計測する。底部は糸切り離し。

、、

233S0105暗褐色土出土遺物 (第32図)

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径12.8~ 14. 2cm、器高2.4~3. 3cm、底径7.O~ 10.2cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径8.0~9. 2cm、器高O.9~ l. 2cm、底径6.4~7. 4cmを計測する 。 いずれも底
部は糸切り離し。

小皿 (1 ) 口縁部から底部外周の小片で、コースター状の器形を呈し、現存高1.0cmを計測する。底

部は糸切り離し。

23380120暗灰色土
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石製品

葉子(5 ) 明灰色を呈する玄武岩を素材とする。全面研磨。径2.3cm、厚さO.8cmを計測する。

円盤状滑石製品 (6 ) 外面に煤の付着する石鍋体部を転用したとみられる。円盤状に成形し、中心

部に円孔を穿つ。外周側面にはキザミが2カ所観察される。現存規模5.6X5.3cm、厚さ1.3cmを計測し、

重量は58.5gを量る。

滑石製用途不明品(7 ) 形状から下面に煤が付着した石鍋の鍔部を転用したとみられ、両端部を欠

損し、転用時に体部側を研磨する。現存長6.2cmを計測し、重量は15.4gを量る。

23380105灰褐色土出土遺物

土師器

杯a (遺物計測表) 口径13.O~ 13. 8cm、器高2.6cm、底径8.2~8. 8cmを計測する。いずれも底部は糸

切り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径8.2~8.8cm、器高1. O~ 1.1cm、底径6.8~7. Ocmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

23380115灰褐色土出土遺物 (第32図)

土師器

坪 a (遺物計測表) 口径10.6cm、器高1.7~2. 3cm、底径7.O~7. 6cmを計測する。底部はヘラ切り離し。

椀 c (l ~3 ) いずれも体部下半から高台が遺存する。 lは現存高3.5cm、高台径8.0cmo 2は現存

高2.7cm、高台径7.5cmo 3は現存高3.2cm、高台径8.0cmをそれぞれ計測する。

皿 (4 ) 口縁部から底部の破片で、口径1O.4cm、器高1.0cm、底径6.6cmに復原される。底部はヘラ切

り離し。

皿c (5) 口縁部から高台部の破片で、口径12.3cm、器高2.2cm、高台径7.6cmに復原される。

灰柚陶器

椀(6 ) 口縁部から高台まで遺存し、口径15.2cm、器高5.6cm、高台径7.0cmに復原される。口縁部か

ら体部は回転ナデ。低い角高台は削り出し。胎土は堅綴であるがやや粗く砂味があり灰青色を呈し、白

色微粒子と径 1 ~ 2mmの白色離を含む。半光沢質で細貫入を生じる紬は暗緑灰色から暗黄緑灰色に発色
し、体部内面上位から体部外面下半まで薄く不均一に施される。産地不明。

白磁

皿(7 ) 口縁部から高台まで遺存し、口径13.6cm、器高3.2cm、高台径6.8cmに復原される。胎土は堅

綴で黒色微粒子を含み、白灰色を呈する。光沢質の粕は青白色に発色し、内面から外面体部下位まで施

される。高台内に焼台痕と推定される煤が付着する。 XI類。

石製品

模状滑石製品 (8 ) 滑石小片を切削および研磨によ って模状に成形する。表面には煤が部分的に付

着する。長さ3.4cm、幅2.5cm、最大厚1.7cmを計測し、重量は15.4gを量る。

23380120暗反色土出土遺物 (第32図)

土師器

杯 a (1) 口縁部から底部が遺存し、口径12.9cm、器高3.0cm、底径8.4cmを計測する。底部は糸切り

離し。底部外面に「一」文字の墨書が施される。

日

杯 a (遺物計測表) 口径12.4cm、器高2. 8cm、底径7.4~8. 2cmを計測する。いずれも底部は糸切 り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径8.2~9. 6cm、器高1.O~ 1.1cm、底径6.5~7. 8cmを計測する。いずれも底部

は糸切 り離し。M-004の胎土には白雲母が多く含まれる。

青磁

椀 (2 ) 口縁部から体部上半の小片で、 現存高3.7cmを計測する。外面に片彫蓮弁文が施される。龍

泉窯系青磁n-a類。

石製品

恭子 (3 ) 黒灰色を呈する片岩系の石材を素材とする。径1.45~ 1. 7cm、厚さはO.7cmを計測する。

2 )井戸出土遺物

2338E010褐色土出土遺物 (第33図)

土師器

丸底杯 a (1) 口縁部地、底部弘弱が遺存する資料で、口径15.0cm、器高4.2cm、底径5.6cmに復原

される。調整は口縁部内外面回転ナデ、内面はナデ、体部外面下半には指頭調整痕が観察される。胎土

は白色を呈し、白雲母と小喋を少量含有する。

2338E011暗反色土出土遺物 (第33図)

土師器

小皿 a (土師器計測表) 口径10.3cm、器高1.4cm、底径8.0cmを計測する。底部はヘラ切 り離し。

黒色土器B類

椀 c (1・2) ともに口縁部を欠く資料で、 1は現存高1.9cm、高台径6.8cm、2は現存高3.2cm、高

台径6.4cmを測る。体部内外面とも にミガキ、 高台周囲は貼り付け後に回転ナデ調整が施される。

土師質土器

鉢 (3 ) 片口部の資料で、現存高7.2cmを計測する。手捻りによって注ぎ口を作出したのち、器面に

ナデ調整を施す。焼成は良好であり、胎土はやや粗く 3mm以下の白色粒子を多く含み、茶褐色から樫色

に発色する。

白磁

椀 (4 ) 口縁部から体部が遺存し、現存高は4.1cmを計測する。綾密で灰白色を呈する胎土には黒色

細粒子を含有し、内外面に施された光沢質の紬には細貫入が生じる。 XI類。

233SE010褐色土 233SEOll暗灰色土
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233SE015暗黄褐色土出土遺物 (第33図)

須恵質土器

聾 (1 ) 口縁部から頚部の資料で、現存高3.1cmを測る。内外面を回転ナデで仕上げる。胎土には黒

色・白色細粒子を含み、焼成は良好で、還元化が進み明青灰色に発色する。産地不明。

233SE020黒褐色土

、二二=r:__;?11

¥￥==lてて三二F/3
233SE020黒褐色土出土遺物 (第34図)

土師器

杯 a(1) 口径10.8cm、器高2.0cm、底径7.5cmを計測する。底部はヘラ切り離し。

小皿a2 (土師器計測表) 口径11.6cm、現存高1.3cm、底径8.2cmに復原される。底部はヘラ切り離し。

黒色土器B類

椀 c(2) 口縁から底部にかけて約%が残存する資料で、口径15.6cm、器高5.4cm、高台径9.3cmに

復原される。体部内外面にヘラミガキが施され、底部ヘラ切りののち、高台貼り付けに伴う回転ナデが

施される。

緑柚陶器

椀×皿 (3 ) 口縁から体部上半を欠く資料で、現存高1.3cm、高台径6.4cmを計測する。底部は回転

糸切り後に高台貼り付け。胎土は灰色から淡樺色を呈し綴密。暗緑色から緑黄色に発色する紬は高台内

を除いて施される。近江系。
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233SE020暗灰色土出土遺物 (第34図)

土師器

椀 c(4) 口縁部約弘を欠くがほぼ完形の資料。口径13.0cm、器高5.0cm、底径7.8cmを計測する。口

縁部と高台内に油煙が付着する。

緑柚陶器

皿 (5 ) 口縁部から体部上半の資料で、現存高1.3cmを計測する。胎土は綴密で灰青色を呈し、白色

微粒子を含有する。光沢質で暗緑色から緑灰色に発色する粕は薄く施されており、剥離しやすい。京都

系と推定される。

木製品

櫛(6・7) いずれも黒褐色を呈する硬木を素材とした挽歯式横櫛。歯の挽き出し位置は背部に平

行して比較的直線的で、あり、歯は密に挽き出される。6は歯を一部欠損するのみで全形を把握でき、幅

11. 3cm、高さ3.8cm、背の厚さはO.9cmを計測する。7は両端を欠損し、現存幅4.7cm、高さ3.1cm、背の

厚さは1.1cmを計測する。

金属製品

万 子 (8 ) 鉄素材を鍛造により成形。錆化が進行し切先、刃部、中子端部が欠損している。刃部は両

刃と推定される。現存長13.8cm、刃部の最大幅1.7cm、厚さO.4cm。中子部は最大幅1.1cm、厚さO.3cmを
計測する。

233SE020暗褐色土出土遺物 (第34図)

土師器

杯 a(9) 口径11.7cm、器高2.6cm、底径7.8cmに復原される。底部はヘラ切り離し。内面見込みには

同心円状の回転ナデ痕が残る。
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鉢(10) 口縁部から体部上半の小片であり、現存高5.1cmを計測する。口縁部内外面を横ナデ、体部

内面は斜位のナデが施される。体部外面は摩耗し調整が不明瞭であるが、口縁部直下に指頭痕跡が観察

される。胎土に角閃石を含有する。

黒色土器B類

椀 c(11) 底部を欠損する資料で口径13.0cm、現存高4.4cmに復原される。内外面にヘラミガキが施

される。

233SE025暗褐色土出土遺物

土師器

小皿 a(遺物計測表)口径7.8~8. 9cm、 器高1. 0cm、底径5.8~6. 5cmを計測する。いずれも底部は糸

切り離し。

小皿b(l)約弘弱が遺存する資料。口径6.6cm、器高1.6cm、底径4.2cmに復原される。底部は糸切

り離し。

233SE025暗灰褐色土出土遺物 (第34図)

土師器

杯 a(遺物計測表) 口径11.4cm、器高2.2~2. 5cm、底径7.0cmを計測する。底部は糸切り離し。

小皿 a(遺物計測表) 口径8.4cm、器高1.1cm、底径6.4cmを計測する。底部は糸切り離し。

小皿b(遺物計測表) 口径6.6~7. Ocm、器高1.4~ 1. 5cm、底径4.0~5. 2cmを計測する。いずれも底部

は糸切り離し。

須恵質土器

鉢(2 ) 口縁部から体部上半の破片資料。現存高4.0cmを計測する。器面調整は回転ナデであり、口

縁端部を内側へ屈折させる。胎土はやや粗く、焼成は堅績で青灰色を呈する。口縁端部外面は黒灰色に

発色する。東播系であり、第皿期 l段階に属する。

青白磁

合子蓋(3 ) 現存高1.3cmを計測する。胎土は酸化焔焼成気味で淡糧色に発色し、紬には焼成不良の

ため白濁がみられる。

椀(4 ) 口縁部から体部の破片であり、現存高3.0cmを計測する。外面にはヘラ状工具による蓮弁

文、内面にはクシ状工具による縦沈線が施され、口縁端部に輪花とみられるキザミが1カ所遺存する。

胎土は灰白色を呈し堅綴。光沢質で薄青緑色に発色する粕は内外面に施され、細密な貫入を生ずる。

中国陶器

鉢(5 ) 口縁部の破片資料。現存高4.4cmを計測する。内面には l単位7本以上の櫛目が施される。

胎土は白色細粒子を含有し、灰赤茶色を呈する。暗褐色に発色する紬は口縁端部内側から外面にかけて

施される。n-1 a類。

土製品

円盤状加工土器片(6 ) 暗樺色を呈する土師器片を転用、研磨し円盤状に成形した資料であり 、直

径2.4cm、厚さ1.Ocmを計測する。

輸羽口(7 ) 先端部の破片資料であり、黒灰色、黄白色を呈する残津が送風口に付着する。胎土は

外面が灰白色、内面は淡樫色に発色する。現存長6.9cm、送風部径8.0cm、外径1O.8cmに復原される。

oo 
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金属製品

銭貨(第50図 1) 開元通賓 (唐、 621年初鋳)。 法量は「銭貨計測表」に掲載した。

釘 (8 ) 鉄素材を鍛造により成形する。両端部が欠損し、現存長5.3cm、重量3.7gを計測する。

233SE025褐灰色土出土遺物 (第34図)

土師器
小皿 a(遺物計測表) 口径8.0cm、器高O.8~ 1. Ocm、底径6.0~6. 4cmを計測する。いずれも底部は糸

切り離し。

瓦質土器

火鉢 (9 ) 口縁部の破片であり、現存高3.5cmを計測する。摩耗のため外面の器面調整は不明瞭であ

るが、外面から縦方向の押圧を加えている。内面には疎らなミガキが施される。BIII類。

233SE035黒褐色土出土遺物 (第35図)

土師器
杯 a(遺物計測表) 口径11.O~ 13. 6cm、器高2.3~2. 8cm、底径5.8~8. 2cmを計測する。いずれも底

部は糸切 り離し。
小皿a(遺物計測表) 口径8.2~ 11. Ocm 、 器高0. 8~1. 2cm、 底径6.4~9.4cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

須恵質土器

鉢 (1 ) 現存高4.3cmを計測する口縁部破片。 外面回転ナデ、 内面不定方向のナデが施される。胎土

は堅織で、外面は灰褐色を呈するが、内面は酸化焔焼成のため赤褐色に発色する。東播系であり、第E

期2段階に属する。

白磁

皿 (2 ) 器高2.2cmを計測する。全面施粕後に底部の紬を削 り取る。胎土は精良で灰白色を呈し、粕

は半光沢質。咽-l'類。

青白磁
合子蓋 (3 ) 約%遺存し、径7.0cm、器高1.7cmに復原される。型成形によ り上面に鶴の意匠、側面

に花文を打ち出す。胎土は精良で灰白色を呈し、明緑灰色に発色する。

合子身 (4 ) 小片で現存高1.7cmを計測する。焼成不良で、 胎土は灰白色を呈し、紬は明緑灰色に発

色する。

土製品

円柱状土製品 (5 ) 径3.5cm、器高4.0cmを計測する。表面はナデ調整されるが、下端面は特に平滑

に仕上げられる。胎土は粗く白色 ・黒色粒子 ・離を多量に含む。焼成は良好で淡黄色に発色する。製品

に付属する獣脚と推定される。

土錘 (6 ) 一端を欠損し、現存長2.4cm、最大径0.9cm、孔径0.35cm、重量2.5gを計測する。胎土は

やや粗く白色粒子を少量含む。焼成は良好で褐色から赤褐色に発色する。

233SE035黒反色土出土遺物 (第35図)

土師器
鍋 (7 ) 口縁部から体部上半の破片で、 現存高は2.7cmを測る。 内湾する体部外面には鍔を貼付しナ

nu 
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デ調整される。胎土は白色粒子小離を含み、焼成は良好で、灰褐色から灰黄色を呈する。外面には煤が付

着する。 Cillb類。

青磁

杯 (8 ) 口縁から体部上半の破片で、口径11.Ocmに復原され、現存高2.5cmを計測する。龍泉窯系青
磁i11-3類。
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皿 (9 ) 口縁から底部の破片で、口径10.8cm、器高2.1cm、底径5.0cmに復原される。底部に墨跡が

観察できる。同安窯系青磁 1-2 b類。

青白磁
水注 (10) 注ぎ口の破片で、現存高2.6cmを計測する。胎土は堅織で黒色細粒子を含む。焼成は良

好。光沢質の粕は外面に施され、薄い青白色に発色する。

れ川
ul--
@

233SE035暗褐色出土遺物 (第35図)

土師器
坪 a (遺物計測表) 口径12.4cm、現存高2. 4~2.6cm、底径7.8~8. 4cmを計測する。いずれも底部は

糸切り離し。
小皿 a(遺物計測表) 口径7.6~9 . Ocm、器高O.8~ 1.4cm、底径5.8~7. 8cmを計測する。いずれも底

部は糸切 り離し。

中国陶器

皿 (11) 口縁部から体部の破片で、現存高1.7cmを測る。胎土は綴密で薄い赤樺色を呈し、暗褐色に

発色する紬は内外面に施される。胎土特徴と紬調からB群と考えられる。

土製品

柱状土製品(12) 幅3.8X4.6cm、現存長3.6cmを測る。器面は瓦質焼成で暗灰色を呈する。

金属製品

銭貨 (第50図 2) 皇宋通賓(北宋、 1038年初鋳)。法量は「銭貨計測表Jに掲載した。

石製品

i骨石製用途不明品 (13) 石鍋を転用したものとみられ、口縁部破片の破断面を平滑に研磨する。現

存規模5.8X11.2cm、厚さ2.5cm、重量1909を計測する。表面には煤が付着する。

肉
川

u-
一一

日

233SE035黄褐色土出土遺物 (第35図)

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径12.4~ 12. 8cm、器高2. 4~2 . 6cm 、 底径7. 2~8. 6cmを計測する。いずれも底

部は糸切 り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径9.0cm、器高O.9~ 1. Ocm、底径6.8~7. 2cmを計測する。いずれも底部は糸

切り離し。

青磁

杯(14) 体部下位から高台にかけての破片で、現存高2.8cmを計測する。龍泉窯系青磁皿 -3b類。

金属製品

金鎚(15) 金鎚の頭であり 、鉄素材を鍛造によって片尖 りの形態に成形する。全長は12.9cm、最大

幅3.8cmを計測し、重量は400gを量る。主要敵打面は径2.8cmを測る円形を呈し、片面は1.5XO. 9cmを

測る長方形を呈す。両面とも使用によ ってめく れているが、 特に円形敵打面は著しく 、打面が鉛直方向

に対して傾いている。上面観は舟形を呈し、重心位置に2.0cm角の方孔を設ける。方孔内には柄の木質

が遺存し、鉄素材の模が2個打ち込まれる。
15 
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233SE045黒灰色土出土遺物

土師器

小皿 a (遺物計測表) 口径8.8~9. Ocm、器高O.9~ 1. Ocm、底径5.8~6. 6cmを計測する。いずれも底
部は糸切り離し。

233SE045黄灰色砂出土遺物 (第36図)

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径12.4~ 13. 1cm、器高2.9cm、底径8.0~9. 4cmを計測する。いずれも底部は糸
切り離し。

ム小皿 a (遺物計測表) 口径8. 2~8. 7cm、器高1.1~ 1. 4cm、底径6.8~7. Ocmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

金属製品

用途不明金具(1 ) コの字状に遺存する銅素材の鋳造品であり、断面形は半円形を呈する。幅2.6

cm、現存高0.6cmを計測し、重量は2.4gを量る。

233SE045暗褐色土出土遺物 (第36図)

土師器

小皿 a (遺物計測表) 口径9.0~9. 6cm、器高1.3~ 1. 8cm、底径6.6~6. 8cmを計測する。いずれも底
部は糸切り離し。

青白磁

合子身(2 ) 口縁から底部まで残存する資料。口径8.2cm、器高1.9cm、底径8.2cmに復原される。胎

土は堅綴。薄い青灰色から青白色に発色する粕は光沢質であるが、失透気味で貫入が入る。

中国陶器

盤(3 ) 口縁部から体部にかけての破片で、現存高は5.5cmを測る。口縁部はにぶい玉縁状。胎土は

やや粘質で黄櫨色を呈する。灰黄褐色に発色する紬を口縁部内外面に施す。 1-2'類。

鉢(4 ) 口縁部から体部にかけての破片で、現存高5.5cmを計測する。胎土は粗く暗赤桂色を呈し、

薄い緑黄色に発色する紬を口縁部内外面に施す。 1-2b類。

耳査×壷(5 ) 体部下半から底部にかけて遺存する。現存高7.8cm、底径8.0cmを計測する。体部外

面から底部にかけては回転ヘラケズ 1人内面は回転ナデ、底部脇には指頭痕が観察される。胎土特徴と

233SE045黄灰色砂
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紬調からB群と判断される。

土製品
土錘 (6 ) 一端を欠損し、現存長3.4cm、最大径1.0cm、孔径0.2cm、重量3.5gを計測する。胎土は

敏密で黒色細粒子、白雲母、小離を含む。焼成は良好で薄い黄櫨色に発色する。

233SE045暗灰色土出土遺物

土師器
杯 a (遺物計測表) 口径15.6cm、器高2.3cm、底径1O.6cmを計測する。底部は糸切 り離し。

233SE045茶色土出土遺物 (第36図)

青磁
椀 (7 ) 体部から高台が遺存し、現存高3.4cmを計測し、高台径4.0cmに復原される。外面に鏑蓮弁

文が観察される。龍泉窯系青磁回一 2類。

233SE050暗褐色土出土遺物 (第37図)

土師器
杯 a (遺物計測表) 口径13.4cm、器高2.4cm、底径9.0cmを計測する。底部は糸切り 離し。

瓦質土器
鉢 (1 ) 口縁部から体部上半の破片で片口が遺存する。現存高7.9cmを計測する。器面は指頭調整後

ハケ目、横ナデで片口を作出する。焼成は良好で灰白色を呈する。AII類。

金属製品

釘 (2 ) 鉄素材を鍛造により成形。頭部と先端部を欠損し、現存長6.6cm、重量4.3gを計測する。

233SE050褐色砂出土遺物 (第37図)

土師器

杯 a(遺物計測表) 口径12.6cm、器高2.9cm、底径8.0cmを計測する。底部は糸切り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径7.4cm、器高1.5cm、底径4.8cmを計測する。底部は糸切り離し。

瓦質土器
鉢 (3 ) 口縁部から体部上半の破片で、現存高3.3cmを計測する。口縁部横ナデ、体部はハケ 目調

整。AII c類。

石製品

すり臼 (4 ) 茶臼下臼と考えられ、灰色を呈する砂岩系素材を成形する。臼面から側面にかけて一

部欠けているがほぼ完形。円筒形臼部の外側を同心円に受皿が巡り底部が高台状となる形状を呈し、外

面は丁寧に研磨仕上げされて滑らかであるが、底面は粗仕上げで凹凸が目立つ。平坦な臼面には断面U

字状の目が外周まで刻まれ、 8分画10溝を基本とするが、 1区画のみ 9溝になっており 変則的である。

中心付近に同心円状の擦痕が残る。中心部を貫通する軸孔は、 臼面から3.6cm下位で段差を持ち、 底面

側軸孔は臼面側より小径化、且つ偏芯する。軸孔段差上には黒色を呈すタール状物質が付着する。 また

臼面から約3.8cm下位の外側面には細密な条線が 1条巡り、その空隙にも軸孔段差に付着するものと同

質の黒色タール物質が観察される。この条線を境にして上下で石材構成物の粒度に差違がみられ、臼面

から側面上位にかけて生じるひび割れが条線部分で断絶している。このよ うな現象から本資料は、軸孔
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20cm 

段差と側面条線を結ぶラインで上下に分かれる可能性があり、個別に粗加工された部材を製作の過程で

企体したか、あるいは使用時に破断したため補修を施したものと考えられ、付着する黒色タール状物質

は接着剤と推定される。臼面径μ5cm、受皿径40.2肌底径30.1肌軸孔径は臼面側3.9cm、底面側2.5

cm、高さ12.0cmを計測 し、重量は20.1kgを量る。表面には欠損面も含め茶色を呈す酸化被膜が付着す

る。

233SE050黄褐色土出土遺物

土師器

小皿 a (遺物計測表) 口径8.0cm、器高0.8cm、底径6.0cmを計測する。底部は糸切 り離し。

233SE060暗褐色土出土遺物 (第38図)

土師器

小皿 a (遺物計測表) 口径9.8cm、器高0.9cm、底径7.8cmを計測する。底部は糸切 り離し。

瓦器
椀 c (l) 体部下半から高台にかけての破片で、現存高2.3cmを計測する。体部外面には指頭調整痕

が残る。内面調整は摩耗著しく不明瞭。焼成は良好で暗灰色から明灰色を呈する。

瓦質土器
鉢(2 ) 口縁部から体部上半の破片で、現存高3.8cmを計測する。口縁部は横ナデ、外面口縁部直下

にはナデと指頭調整が施される。体部内面にはケズリ調整が施される。焼成は良好で、灰白色から暗灰黒

色を呈する。未分類資料。

中国陶器
鉢(3 ) 口縁部から体部上半の破片。現存高6.2cmを測る。胎土は白色粒子をやや多く含み、時赤褐

色に発色する。 1-1 b類。

土製品
焼土塊 (4 ) 規模は4.2X4.0X3.3cmを計測する。壁面と推定される、赤樫色に発色する平坦面が l

面観察される。胎土中にはスサの痕跡を多量に包含する。焼成はやや軟質で暗黄櫨色に発色する。

233SE060暗褐色土
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第38図 233SE060・080遺物実測図 (1/3)
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233SE080暗褐色土出土遺物

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径12・ 0~ 13・ 6cm、器高2・ 5~2・ 7cm、底径8. 0~9・ Ocmを計測する。いずれも底
部は糸切り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径8. 6~9・ Ocm、器高0・ 8~1 ・ 3cm、底径6・ 6~7・ 4cm を計測する。 いずれも底
部は糸切り離し。

233SE080反褐色土出土遺物(第38図)

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径14.2cm、器高2.6cm、底径9.8cmを計測する。底部は糸切り離し。

立小皿 a (遺物計測表) 口径7.4~8. 6cm、器高O.9~ l. lcm、底径5.2~6・ 6cm を計測する。 υいずれも底
部は糸切り離し。

須恵質土器

鉢(1 ) 口縁部から体部に破片で、現存高7・9cmを測る。器面は回転ナデで仕上げられるo 胎土は堅

綴で黒色微粒子を含む。焼成は良好で灰青色に発色する。篠窯系。

3 )掘立柱建物出土遺物

233S8140暗褐色土出土遺物 (第39図)

土師器

皿 c (1) 柱1¥:cから出土。口縁部から高台が遺存する。口径12.3瓜器高2.2cmを計測し、高台径
.仰に復原されゐ。

聾 aX鉢(2 ) 柱穴bから出土。口縁部 2338B140暗褐色土

から体部上半の小片で、現存高5.0cmを計測 ー一一一一一一一 ー

する。口縁部内外面を横ナデ、体部外面にハ 汚二二戸くf
ケ目を施し、 口縁部直下に指頭調整が残る。

体部内面はヘラケズリが施される。外面には L 10cm 

っ/((手間
~ν|l l llH I l l 2 

煤が付着する。
第39図 233S8140遺物実測図 (1/3)

4 )土坑出土遺物

233SK014暗褐色土出土遺物 (第40図)

土師器

J 杯 a (1υ) 口縁音部siJい?かれミ吟ら底部が遺存し、 口径1日3.2cm、器高2.1cαrr臥T

切り離し後に一部ケ又リが施される。

2338K014暗褐色土 2338K037暗褐色土

ミーミミグイ
」 Jcm 主ミヲーっ;正ヲ一-1

第40図 233SK014・037遺物実測図 (1/3)

-66-

233SK037暗褐色土出土遺物 (第40図)

土師器

杯 a (1) 口縁部から底部が遺存し、口径13.6cm、器高2.6cm、底径9.6cmに復原される。底部は糸

切り離しで、体部外面下端に焼成前に生じた擦痕が観察される。

小皿 a ( 2~4 ) いずれも底部は糸切 り離し。 2は拾遺存し、口径9.6cm、器高1.2cm、底径7.6cmに

復原される。 3・4は口縁部から底部まで遺存する小片で、いずれも器高0.8cmを計測する。

233SK055暗褐色土出土遺物

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径1l.8~ 14. 6cm、器高2.4~3. Ocm、底径7.O~ 10. 2cmを計測する。いずれも底

部は糸切 り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径8.0~9. Ocm、器高0. 8~l.6cm、底径5.8~7. 4cmを計測する。いずれも底

部は糸切 り離し。

233SK055褐灰色土出土遺物

土師器

小皿 a (遺物計測表) 口径9.0cm、器高1.Ocm、底径7.0cmを計測する。底部は糸切り離し。

233SK055褐色土出土遺物 (第41・42)

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径11.8~ 14. 5cm、器高2.2~3 . 2cm、底径7.3~ 11. 7cmを計測する。M-032・

042の見込みには螺旋状の回転ナデが残る。M-023・027・036の内面には油煙が付着する。いずれも底

部は糸切り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径8.0~9. 7cm、器高0. 8~l.4cm、底径5.6~8. 6cmを計測する。M-059・

064・121の見込みには螺旋状の回転ナデが残る。いずれも底部は糸切り離し。

瓦器

椀 c (1) 口縁部から高台が遺存し、口径14.3cm、器高5.3cm、高台径5.5cmに復原される。内面か

ら外面上半にかけては回転ナデで、内面にこてあて痕が観察される。外面体部下位から底部は回転ヘラ

ケズリ 、高台周辺は貼付にともなう回転ナデが施され、体部外面下位には指頭調整痕が観察される。胎

土は堅織で、焼成は良好。器面色相は口縁部内側から体部外面上半は黒灰色、以外は明灰色に発色する。

瓦質土器

火鉢 (2 ) 口縁部から体部上半の破片で、現存高4.5cmを計測する。器面は回転ナデ。口縁部は内側

へ肥厚させる。胎土は堅綴。焼成は良好で、あるがやや酸化焔焼成気味で、器面色相は口縁端部から外面

は黒灰色、内面は暗樺色に発色する。未分類資料。

白磁

皿 (3・4) いずれも IX-1a類。口縁部から底部が遺存し、3は口径9.8cm、器高l.9cm、底径5.8

cmを計測する。口縁部内側には油煙が付着する。4は口径9.6cm、器高l.7cm、底径6.2cmに復原される。

中国陶器

盤 (5 ) 口縁部から体部上半の破片で、内外面に光沢質の緑紬を施す。現存高は4.2cmを計測する。

1 -2類。
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瓦製品

瓦 玉 (6 ~ 19) いずれも瓦片を打割、研磨して成形する。器形は略円柱状を呈するものから、全面

が顕著に研磨され偏球状を呈するものがある。6. 7には瓦凸面の格子目が残り、 8・9・16・17には

瓦凹面の布目が残る。各法量は、 6は径2.3~2. 9cm、厚さ2.2cm、重量2l.Ogo 7は径2.55cm、厚さ

l. 55cm、重量14.8go8は径3.05~3.1cm、厚さ2.0cm、重量22.6go 9は径2.8~2. 9cm、厚さl.8cm、重

量16.6go10は径3.2~3. 6cm、厚さ2.35cm、重量29.6go11は径2.3~2. 7cm、厚さ2.3cm、重量16.6go12 

は径2.3~2. 5cm、厚さl.6cm、重量8.6go13は径2.7~2. 75cm、厚さl.3cm、重量1l.2go 14は径2.3~2. 5 

cm、厚さl.9cm、重量14.6go15は径2.2~2. 5cm、厚さ2.0cm、重量13.2go16は径2.2~2 . 3cm、厚さ2.3

cm、重量13.4go17は径2.6~2.8cm、厚さ l.85cm、重量13.8go18は径2.1~2. 3cm、厚さ2.0cm、重量9.7 

go 19は径2.2~2. 6cm、厚さ2.0cm、重量1l.Ogをそれぞれ計測する。

土製品

おはじき (20) 暗樺色を呈する土師器片を研磨し、円盤状に成形する。径l.7~ l. 85cm、厚さ0.6cm
を計測し、重量2.2gを量る。

金属製品

銭貨(第50図3・4) 3は皇宋通賓(北宋、 1038年初鋳)0 4は大観通賓(北宋、 1107年初鋳)。そ

れぞれ法量は「銭貨計測表」に掲載した。

釘 (21・22) いずれも鉄素材を鍛造して成形する。21は両端部を欠損し、現存長4.3cm、重量6.7go
22は先端部を欠損し、現存長3.7cm、重量l.2gをそれぞれ計測する。

石製品

葉子 (23~80) 黒灰色基調の片岩を素材とする。 23~76は偏平な円形状を呈し、径0. 8~l.4cm、厚

さO.75cmを計測する。77・78は球状を呈し、径O.9~ l. 2cmを計測する。79は偏平な方形状を呈し、石材

中には灰白色の斑晶がみられる。長 さl. 2~ l. 5肌厚さ0. 7cmを計測する。 80は偏平な棒状形で、色一
は緑灰色を呈する。長さ2.5cm、厚さ0.35cmを計測する。

砥石 (81~83) 81は黄白色を呈す細粒砂岩を素材とし、長方形を呈し、 一端を欠損する。4面を使用

し顕著な擦痕が残り、下端面は自然面あるいは l次成形面と推定される。現存長9.7cm、最大幅3.6cmを

計測する。82は黒灰色を呈する粘板岩を素材とし、側面を使用し、顕著な擦痕が観察される。表裏面は

剥離する。現存長12.25cm、現存幅7.9cm、最大厚l.7cmを測る。83は灰白色を呈する砂岩を素材とし、

円筒形状を呈する。長さ5.3cm、最大厚2.0cmを計測し、重量は24.4gを量る。表面には、研磨による半裁

円錐状の凹みが側面に多数形成され、下端には自然面が残る。

滑石製用途不明品 (84~86) 84は断面台形を呈し、中央部に半円状の切り込みを入れる。表面には

煤が付着する。全長4.3cm、幅1.35cm、厚さ0.9cmを計測し、重量は7.5gを量る。85・86は石鍋を転用

したものとみられる。85は石鍋口縁部破片の破断面を平滑に研磨する。現存幅15.7cm、現存高9.55cm、

厚さ2.6cmを計測し、重量は540gを量る。 86は底部付近の破片に鋸状の工具で切削を加える。現存幅

19. 55cm、現存高2.3cmを計測し、重量は225gを量る。

ガラス製品

小玉 (87・88) 鮮やかな青色に発色するガラスを素材とし、巻き上げ技法によ って成形する。素材

は光沢質で不透明。87は径0.3cm、厚さ0.3cm、孔径0.15cmo88は径0.3cm、厚さ0.2cm、孔径0.2cmをそ
れぞれ計測する。
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233SK055黄褐色土出土遺物 (第43図)

土師器

告杯 a (遺物計測表) 口径11.5~ 13. 8cm、器高2.0~3 . 2cm、底径7.0~9. 6cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離しo R -027は体部が直立気味に高く立ち上がる器形を有し、口径11.3~ 11. 6cm、器高3.5

cm、底径7.6~9. 6cmを計測する。底部は糸切り離し。R-027、M-010・033・044の見込みには螺旋状

の回転ナデが残る。M-001の内面には油煙が付着する。

占小皿 a (遺物計測表) 口径7.6~9. 6cm、器高O.8~ 1. 5cm、底径5.4~8. Ocmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。M-061・108・112・136・138・155・158・171.208 . 214の見込みには螺旋状の回転

ナデが残る。M-054・061・106・110の内面およびM-239の内外面には油煙が付着し、 M-209の内面

には籾殻圧痕が観察される。

土師質土器

鍋 (89) 口縁部から底部外周が遺存する。口径28.0cm、現存高10.7cm、底径22.4cmに復原されるハ

口縁部内外面横げ。体部外面は指頭調整ののち、縦位のハケ目と横ナデ調整が施され、体部下端の出

曲部にはヘラケズリが加わる。体部内面には横位のハケ目ののち、横ナデ調整が施される。口縁端部か

ら外面にかけて煤が付着する。D1 a類に属すが、直線的な体部など、より金属製品を意識したものと

思われる。

白磁

椀 (90) 口縁部から高台まで遺存する。口径15.0cm、器高6.9cm、高台径5.1cmに復原される。やや

青味がかる粕が高台脇まで施され、高台内には偶発的に柑が付着する区一 2a類。

皿 (91・92) 口縁から底部まで遺存する。91は口径9.7cm、器高1.6cm、底径6.3cmで区一1a類。92

は口径11.6cm、器高2.4cm、底径7.2cmで、区一 1b類。

青白磁

小皿 (93) 口縁部から高台まで遺存する。口径6.6cm、器高1.2cm、高台径2.4cmに復元される。型成

形であり、内面に花文を打ち出す。胎土は堅綴で黒色微粒子を含み、明灰色を呈する。焼成は良好であ

るが、高台部外面は樟黄色に発色する。半光沢質で微細な気泡を生ずる紬は明青灰色に発色し、内面か

ら高台外面まで施される。

中国陶器

盤 (94)

瓦類

口縁部から体部上半の破片で、現存高4.9cmを計測する。 1 -2類。

瓦玉 (95~99) いずれも瓦片を打割、研磨し成形する。98・99は酸化焔焼成で土師質。他は須恵質

である。器形は略円柱状を呈するものから、全面が顕著に研磨され偏球状を呈するものがある。95・97

には瓦凹面の布目が微かに残る。各法量は、 95は径2.3~2. 6cm、厚さ2.2cm、重量14.6go 96は径2.4~
2.6cm、厚さ2.0cm、重量14.4go 97は径2.9~3. Ocm、厚さ1.8cm、重量17.6go 98は径2.8~3.0、厚さ1. 9
cm、重量19.8go 99は径2.7~2. 9cm、厚さ1.9cm、重量1O.2gをそれぞれ計測する。

金属製品

銭貨(第50図5) 紹定通賓(南宋、 1228年初鋳)。背文は「四J。法量は 「銭貨計測表Jに掲載した。

釘(l00~102) 鉄素材を鍛造により成形。100は基部側を欠損し、中膨らみの形態を持つ。現存長

8.2cm、重量18.0gを計測する。101も基部側を欠損し、木質部に覆われている。現存長6.3cm、重量4.5g

を計測する。 102は先端側を欠損し、現存長2.5cm、重量1.Ogを計測する。
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第43図 233SK055遺物実測図 3 (1/2・113)

石製品

葉子 (103~110) 黒灰色基調の片岩を素材とする。 103~108は偏平な円形状を呈し、径1.1~ 1. 6cm 
厚さO.5~0. 6cmを計測する。 109・110は偏平な楕円形を呈 し、色相は灰色から灰褐色を呈する。長さ

2. 2~3. 8cm、 厚さ 0.3~0. 6cmを計測する。

砥石(111) 黒灰色を呈する粘板岩を素材とし、2面が使用され、摩耗する。現存長5.0cm、最大幅
6.4cm、厚さ1.7cmを計測する。

233SK075暗褐色土出土遺物

土師器

J 杯 a (遺物計測表) 口径13.0cm、器高2・ 6~3. Ocm 、 底径8.0~8. 4cmを計測する 。 いずれも底部は糸
切り離し。

す小皿 a (遺物計測表) 口径7.8~8. Ocm、器高O.9~ 1.1cm、底径5.6~6.2cmを計測する。いずれも底
部は糸切り離し。
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233SK075褐色土出土遺物

土師器

小皿 a (遺物計測表) 口径8.2cm、器高1.2cm、底径5.8cmを計測する。底部は糸切り離し。

233SK088暗灰褐色土出土遺物 (第44図)

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径12.3~ 13. 9cm、器高2.4~3 . 4cm、底径8. 0~9. 3cmを計測する。いずれも底

部は糸切 り離し。

大杯 a (1) 口縁部から底部が遺存し、口径25.0cm、器高3.6cm、底径18.8cmに復原される。口縁部

から体部内外面は回転ナデ、内底面は不定方向のナデが施される。底部は糸切 り離し。

小皿 a (遺物計測表)口径8.6~9. Ocm、器高1.2~ 1. 4cm、底径6.2~7. 2cmを計測する。いずれも底部

は糸切り離し。

瓦質土器

鉢 (2 ) 口縁部から体部上半の破片。現存高3.5cmを計測 し、内外面にナデが施される。AI類。
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233SK088暗灰色土出土遺物

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径11.8~ 13. 3cm、器高2.6~2. 9cm、底径8.4~9. Ocmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径8.2~9. 2cm、器高1.1~ 1. 9cm、底径6.8~7. 5cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

233SK095黒褐色土①出土遺物 (第44図)

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径11.O~ 12. 8cm、器高2.1~2. 9cm、底径7.2~8. Ocmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

4 小皿 a (遺物計測表) 口径7.8~8.2cm、器高1. 2~ 1. 4cm、底径5.8~6. 2cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

青白磁

椀か(1) 体部の破片で、現存高2.5cmを計測する。内型成形によって草花文を打ち出す。薄い胎土

は堅織で白灰色を呈する。光沢質の粕は内外面に施され、白青灰色に発色する。

金属製品

釘(2 ) 鉄素材を鍛造により成形。頭部と先端部を欠損し、現存長4.6cmを計測し、重量は2.2gを
量る。

233SK095黄灰色土出土遺物 (第44図)

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径12.2cm、器高2.5cm、底径8.0cmを計測する。底部は糸切り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径7.8~8.2cm、器高1. 2~ 1. 5cm、底径5.2~6. Ocmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

須恵質土器

鉢(3 ) 口縁部から体部上半の破片で、現存高3.4cmを計測する。体部内面は酸化焔焼成気味で、赤樺

色に発色する。東播系であり、第E期 2段階に属する。

石製品

砥石(4 ) 長方形を呈し一端を欠損する。現存長13.2cm、最大幅4.0cm、厚さ1.3cmを計測する。桂

質泥岩と考えられる石材は淡黄褐色を呈する。

233SK095黒褐色土②出土遺物 (第44図)

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径11.8~ 12. 8cm、器高2.3~3. Ocm、底径7.2~8. 8cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

ム小皿 a (遺物計測表) 口径7.4~9. 6cm、器高1.O~ 1. 4cm、底径5.6~7. 2cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

須恵質土器

鉢(5 ) 口縁部から体部上半の破片で、現存高3.2cmを計測する。焼成は良好とみられ、胎土は還元

A
性門/

化しているがやや軟質。東播系であり 、第E期 2段階に属する。

青白磁
皿 (6 ) 口縁部から体部上半の破片で、現存高1.6cmを計測する。型成形で内面に文様を打ち出す。

胎土は堅敏で黒色微粒子をやや多く含み白灰色に発色する。光沢質の紬は青白色に発色し内外面に施さ

れるが、口縁部は露胎となる。ごく薄い製品である。

233SK095黒褐色土③出土遺物 (第44図)

土師器
杯 a (遺物計測表) 口径11.8~ 14. 8cm、器高2.5~3 . 2cm、 底径7. 0~10.0cmを計測する。底部は糸切

り離し。
小皿 a (遺物計測表) 口径7.7~8. 8cm、器高O.9~ 1. 4cm、 底径5.6~7.2cmを計測する 。 底部糸切り

離し。

瓦質土器
鉢 (7 ) 片口が遺存する口縁部から体部上半の破片。現存高5.3cmを計測する。胎土はやや粗く白色

微粒子を多く含む。内外面は横ナデ調整。焼成は良好で口縁部外面から体部内面にかけては還元化し黒

灰色、体部外面は灰白色を呈する。口縁端部は肉厚とな らない形態を有する。

金属製品

銭貨 (第50図6) 皇宋通賓 (北宋、 1038年初鋳)。法量は 「銭貨計測表jに掲載した。

233SKll0黒褐色土出土遺物 (第44図)

土師器
杯 a (1) 口縁部から底部が遺存 し、 口径13.0cm、器高2.3cm、底径8.0cmに復原される。口縁部か

ら体部内外面は回転ナデ、 内面見込み中央部には螺旋状のナデが施される。内面には斑点状の油じみが

付着する。底部は糸切 り離 し。

杯 a (遺物計測表) 口径12.O~ 13. Ocm、 器高2.4~2.9cm、底径7.5~8. 5cmを計測する。いずれも底

部は糸切 り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径7.6~8 . 8cm、器高1.O~ 1. 5cm、底径5.6~6. 5cmを計測する。いずれも底

部は糸切 り離し。

白磁
椀 (2 ) 口縁部から体部上半が遺存し、口径15.2cmに復原され、現存高3.0cmを計測する。医類。

青磁
椀 (3 ) 体部下半から高台が遺存し、現存高2.5cm、高台径4.5cmを計測する。体部外面に鏑蓮弁文

が観察される。龍泉窯系青磁Ill-2類。
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233SXOOl暗褐色土
その他の遺構出土遺物

たまり状遺構

5 ) 

a) 

口縁部から底部外周が遺存する小片で、現存高9.0cmを計測する。盤 Iー 2類。

233SX012黒褐色土

233SX012黒褐色土出土遺物 (第45図)

土師器

、達三L~ざ'3lは口径14.5cm、器高2.8cm、底径1O.3cmo 2は口径14.6cm、器高2.7cm、底径11.1

いずれも底部は糸切り離し。 1の内面見込みには螺旋状の条線を伴う回転ナデ

杯 a(1・2) 

cmをそれぞれ計測する。
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口径12.2~ 14. 4cm、器高2.2~3. 2cm、底径6.8~10.4cmを計測する 。 いずれも底

が施される。

杯 a (遺物計測表)

部は糸切り離し。

杯×椀(3 ) 体部下端から底部の破片で、現存高1.5cmを計測する。底径は3.1cmに復原される。体

部内外面は回転ナデ、底部は中実の円盤高台状に仕上げる。底部は回転糸切り離し。焼成は良好で、薄い

茶灰色を呈する。搬入品か。

占小皿 a (遺物計測表) 口径7.6~9. Ocm、器高O.9~ l. 4cm、底径5. 6~7. Ocmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

土師質土器

鍋(4 ) 口縁部から体部上半の破片で、現存高5.4cmを計測する。直立する体部の外面に鍔を貼付す

る。口縁部から鍔下端までナデ調整が施され、以下は縦位のハケ目が施される。内面は横位から斜位の

ハケ目調整ののち、指頭調整が施される。胎土は白色粒子・小離を多く含む。焼成は良好で、茶褐色を

呈する。外面鍔部以下に煤が付着する。 C1 b類。

白磁

査×水注 (6~ 8) いずれも壷あるいは水注E類系の耳。現存高はl.9~2. Ocmを計測する。胎土は

堅綴で、灰色を呈し光沢質の紬は暗緑灰色から緑青色に発色する。

合子蓋(9 ) 小片で、現存高l.9cmを計測する。酸化焔焼成のため、胎土は淡桂色を呈し軟質。 外面

に施された柑は黄褐色に発色する。 。青磁

第45図
体部下端から高台が遺存し、現存高2.5cmを計測し、高台径10.0cmに復原される。見込みに
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233SX001暗褐色土出土遺物 (第45図)

中国陶器

盤(1)

土製品

玉状土製品(2 ) 表面に一部剥離がみられるがほぼ完形である。ナデにより球形に成形する。径2.4
~2.6cmを計測し、重量は14.2gを量る。

、匂-内-吹

匂 一内一段/

¥く匂《一秒8

火鉢(5 ) 口縁部から体部上半および底部が遺存し、口径20.0cm、器高20.5cm、底径14.0cmに復原

される。器形は口径・底径比の小さい逆台形状を呈し、ナデ調整で成形される。口縁内側には逆L字状

に突帯を巡らす。口縁より約3.7cm下位の体部内面には断面矩形の棒状粘土を貼り付けて桟と しており、

遺存部位と器面剥離痕のあり方から、 3本が平行して貼付されていたものと推定される。体部中位には

窓と考えられる切り欠きが観察される。胎土は粗く白色離を多量に含んでおり、焼成は良好で外面は赤

樫色、内面は黄樺色を呈する。

盤(10)

は双魚文が貼付される。龍泉窯系青磁E類系。



青白磁

皿 (11) 口縁部から体部下半が遺存し、口径6.6cmに復原され、現存高1.0cmを計測する。内型によ

り花文と推定される文様を打ち出す。胎土は堅綴で白灰色を呈し、光沢質で青白色を呈する粕は内外面

に薄く施され、微細な発抱が生じる。

金属製品

釘 (12) 鉄素材を鍛造で成形する。先端部を欠損し、現存長4.4cmを計測し、重量は2.2gを量る。

石製品

硯 (13) 暗赤褐色を呈する粘板岩を素材として、切削により成形。裏面は層状に剥離する。現存長

3.9cm、現存幅2.6cm、最大厚は0.8cmを計測する。遺存部位から方形硯と類推される。

砥石(14) 褐色を呈する細粒砂岩を素材とし、 4面を使用する。現存長4.8cm、現存幅4.2cm、厚さ

1. 5cmを計測する。

円柱状滑石製品(15・16) いずれも滑石を切削により円柱状に成形する。15は径1.4cm、高さ2.7cm

を計測し、重量は1O.6gを量る。16は径1.3cm、高さ2.9cmを計測し、重量は8.7gを量る。上面から側面

上位に黒色を呈すタール状付着物が観察される。

233SX036黒灰黄色土出土遺物 (第46図)

土師器

杯 a (1・ 2) いずれも口縁部から底部が遺存する。 1は口径15.6cm、器高3.2cm、底径1O.6cmを計

測する。内面見込みには一定方向のナデが施されるが、一部螺旋状ナデが残る。2は口径12.2cm、器高

3.2cm、底径8.4cmを計測する。いずれも底部は糸切り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径8.0cm、器高O.9~ 1. 2cm、底径6.2cmを計測する。いずれも底部は糸切り

離し。

233SX036黒褐色土出土遺物 (第46・47図)

土師器

杯 a (遺物計測表) 口径12.O~ 16. 2cm、器高2. 2~3.4cm、 底径7. 6~ 10. 4cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

小皿 a (遺物計測表) 口径7. 4~9. 6cm、器高O.8~ 1. 5cm、底径5.4~8. 4cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

小皿b(遺物計測表) 口径6.6cm、器高1.7cm、底径5.0cmを計測する。底部は糸切り離し。

土師質土器

鉢(3 ) 口縁部から体部上半の小片で、現存高6.9cmを計測する。口縁部横ナデ、体部外面は縦位の

ハケ目で、指頭調整痕が残る。体部内面は横位のハケ目調整が施される。胎土は白色離を多く含む。

須恵質土器

鉢 (4~ 6) いずれも口縁部から体部上半の破片。4・5は東播系第皿期 l段階の製品と考えられ、

4は現存高6.3cmを計測し、体部内面に摩耗がみられる。5は現存高3.7cmを計測する。6は現存高6.3

cmを計測し、口縁部外面から体部内面上位を回転ナデ。体部外面外は指頭調整ののち、弱い回転ナデ。

体部内面下位は斜位のナデののち、揺り目であろうか3条の浅い沈線が斜位に施される。胎土は堅綴で

白色粒子を少量含み、焼成は良好で灰色に発色する。産地不明。

聾 (7 ) 体部下半から底部の破片で、現存高5.4cmを計測する。体部外面は回転ナデ、内面はナデ調

口
δ

円

i

233SX036黒褐色土

整が施される。胎土は堅織で、白色粒子を多く含み、焼成不良で淡黄樺色に発色する。

瓦質土器
火鉢 (8 ) 口縁部から体部上半の破片で、現存高5.5cmを測る。口縁部上面横ナデ、 体部外面ナデ、

内面はケズリ調整が施される。B1 a類。

白磁
皿 (9・10) 9は口径9.4cm、器高2.6cm、底径6.2cmに復原される。医一 1b類。 10は口径9.8cm、

器高1.7cm、底径5.8cmに復原される。区一1a類。

青磁
小椀 (11) 口縁部から高台が遺存し、口径9.2cm、器高5.4cm、高台径3.2cmを計測する。口縁部から

体部を襲状に捻り、上面観が花弁状の意匠とする。胎土は堅織で灰白色を呈し、 明緑灰色に発色する粕

233SX036黒灰黄色土

て

。 10cm 

第46図 233SX036遺物実測図 1 (1/3) 

一 79-



を内外面に厚く施したのち、高台周辺の粕を掻き取る。露胎部は淡樺色に発色する。胎土、粕調は龍泉

窯系青磁皿類の特徴を有する。未分類。

香炉 (12) 口縁部から体部の破片。現存高4.2cmを計測する。体部外面には片彫蓮弁文を刻み、蓮弁

内に縦の櫛目を施す。内面は回転ヘラケズり。黒色微粒子を少量含む胎土は堅織で灰色を呈し、微細か

空隙を生じる。緑反色に発色する粕は口縁内面から外面にかけて厚く施される。内面露胎部には煤が付

着する。胎土、紬調は龍泉窯系青磁E類の特徴を有する。未分類。

査×椀(13) 体部と推定される小片で、現存高1.6cmを計測する。胎土は堅綴で黒色微粒子含み、灰

色を呈する。外面には宝相華唐草文が白色土で、背地象最される。半光沢質で緑灰色に発色する柑は内外

面に施され、細貫入を生じる。象台矢高麗青磁。

青白磁

椀 (14) 口縁部から体部が遺存する小片で、現存高3.0cmを計測する。型成形で口縁端部に輪花を刻

み、内面上位に 4弁からなる花文、その下位に知意頭と推定される文様が打ち出される。胎土は堅綴で

黒色微粒子を少量含み、乳白色を呈する。青白色に発色する柚は内外面に薄く施され、外面にはピンホ

ール状の微小な軸切れが生じる。

中国陶器

耳査(15) 口縁部から体部上半が遺存し、口径1O.2cmに復原され、現存高6.1cmを計測する。横形の

耳がlカ所遺存し、外面上位には沈線が2条施される。胎土は堅織で黒色および白色微粒子を含み、灰

233SX036黒褐色土
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色に呈し、紬は灰白色に発色する。口縁部内傾面に目跡が2カ所残る。VI類。

土製品
焼土塊 (16) 規模は5.9X5.0X3.7cmを計測する。芯材の痕跡と推定される器面の滑らかな部位が1

カ所観察される。胎土は軟質で角閃石とスサ痕を含み、黒灰色から灰色を呈する。

金属製品

銭貨(第50図7) 元豊通賓 (北宋、1078年初鋳)。 法量は「銭貨計測表」に掲載した。

釘(17~26) いずれも鉄素材を鍛造して成形。いずれも先端部を欠損する。各法量は、17は現存長

15.8cm、重量31.4go 18は現存長10.0cm、重量11.2go 19は現存長8.1cm、重量1.9go 20は現存長7.2

rm、重量8.0σ。21は現存長7.5cm、重量14.2go22は現存長4.1cm、重量3.5go23は現存長5.1cm、重量

;2g。244存長4.7肌重量4.0go25は現存長5.8肌重量3.5go26は現存長5.7肌重 量5.6gをそれ

ぞ、れ計測する。

石製品
砥石 (27) 暗灰色を呈する硬砂岩を素材とし、 3面を使用する。表面には条線状の太い擦痕が顕著

に残る
石誇。(28) 巡方。閃緑岩を素材とする。色相は白色基調で黒灰色の斑晶がみられる。裏面には 2個

l対の装着孔がランダムに 4カ所穿たれ、うち lつの孔内には留め金具と推定される緑青を生じた管状

の金属片が観察される。縦3.7cm、横3.9cm、厚さは0.7cmを計測する。

233SX090黒褐色土出土遺物 (第48図)

土師器
杯 a (遺物計測表) 口径11.8~ 12. 4cm、器高2.4~2. 7cm、底径8. 0~8 . 8cmを計測する。いずれも底

部は糸切り離し
小皿 a (遺物i十測表) 口径8. 2~8.6肌器高l い 3肌底径6. 0~7. 2cmを計測する。いず、れも底

部は糸切り離し。

白磁
皿 (1 ) 体部下半から底部が遺存し、現存高3.0cmを計測し、底径6.0cmに復原される。外面体部下

半から底部にかけては施紬されないo IX -2類。

青磁
椀 (2 ) 口縁部から体部が遺存し、口径13.0cmに復原され、現存高は4.2cmを計測する。外面に鏑蓮

弁文が施される。龍泉窯系青磁皿ー2類。

233SX126暗褐色土出土遺物 (第48図)

土師器
小皿 a (遺物計測表) 口径8.6cm、器高1.1cm、底径6.6cmを計測する。底部は糸切り離し。

青磁
皿(1) 口縁部から体部の小片で、現存高1.7cmを計測する。酸化焔焼成気味で胎土は暗樟色を呈す

る。同安窯系青磁I類。

ガラス製品
小玉 (2 ) 鮮やかな青色に発色するガラスを素材とし、巻き上げ技法によ って成形する。ガラスは

光沢質で不透明。径0.45cm、厚さ0.3cm、孔径O.lcmを計測する。

-81一



233SX090黒褐色土

¥ J二亡J;
。 10cm 、、

233SX028晴褐色土 233SX030暗反色土

二Z一一 -Y禾f

(233SX126暗褐色土2-)1、他は)，-3)

233SX126暗褐色土 233SE025暗灰褐色土

J 7f-1 ⑨ 

(]])2 

L_  ~cm 

233SXl17暗褐色土

に~1 :;， 
233SK055黄褐色土

第48図 233SX028・030・090・117・126遺物実測図 (1/1・1/3)

b)小穴

233SX028暗褐色土出土遺物 (第48図)

土師器

杯 a (1) 口縁部から底部外周が遺存し、現存高2.5cmを計測する。底部は糸切り離し。

233SX030暗反色土出土遺物 (第48図)

青磁

杯(1) 体部が遺存し、現存高2.3cmを計測する。体部外面には鏑蓮弁文が施される。龍泉窯系青磁
皿-4類。

233SE035暗褐色土 233SK055褐色土

3 

233SK095黒褐色土③

5 

第50図 出土銭貨拓影図 (1/1)

233SK055褐色土

銭貨計測表

4 

233SX036黒褐色土

7 

~ =Jm 

径 ・厚さの単位 :cm 重量 :g

番号 遺構名 銭名 天地外径 天地内径 左右外径 左右内径 厚さ 重量 備考

l 233SE025暗灰褐色 開元通貨 2.3+α 2.0 2.4+α 2.0 0.09-0.11 1.9 

2 233SE035暗褐色土 皇宋通貨! 2.3 1.9 2.3+α 1.8 0.09 2.0 

3 233SK055褐色土 皇宋通貨 2.4 2.0 1.9+α 1.4+α 0.11-0.13 1.4 

4 233SK055褐色土 大観通貨 2.45 2.2 2.45 2.2 0.14-0.17 3.0 

5 233SK055賞褐色土 紹定通貨 2.3 2.0 2.2+α 2.0 0.08-0.12 2.0 背文 「四」

6 233SK095黒褐色土③ 皇宋通貨 2.4 2.0 2.4 2.0 0.11-0.13 1.4 

7 233SX036黒褐色土 元農通貨 2.4 1.8 2.4 1.8 0.11 2.8 

233SX093黒褐色土出土遺物

土師器

小皿 a(遺物計測表) 口径7.O~8. 6cm、器高l.1~ l. 3cm、底径5.O~6. 6cmを計測する。いずれも底
部は糸切り離し。

c)不明遺構

233SXl17暗褐色土出土遺物 (第48図)

土師器

丸椀 a (1) 口縁部から底部が遺存し、口径12.2cm、器高4.1cm、底径8.9cmを計測する。底部はヘ
ラ切 り離し。

6 )その他の遺物 (第49図)

石製品

石 斧(1 ) 灰白色を呈する黒色粒子を含む玄武岩製

の磨製石斧であり 、基部側を欠損する。表面は風化し粉

味を帯びる。玄武岩製であることから弥生時代の所産と

考えられるが、断面が偏平で薄い傾向にあることから、

縄文系の可能性も考え られる。幅5.9cm、現存長4.8cm、

最大厚3.2cmを測る。233SD005暗茶褐色土から出土。

-82-

233S0005暗茶褐色土
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.ゑ。」』第49図 その他の遺物(1/3)
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四づ、 結

今回の大宰府条坊跡第233次調査により、五条地区に新たな調査事例を追加することができたことは

大きな成果であった。調査では、 2面の遺構面と整地層が確認され、第I面からは溝7条、掘立柱建物

l棟、柵列 l列、井戸12基、土坑19基、たまり状遺構、小穴群などが検出された。 また、 第E面からは

溝3条、掘立柱建物2棟、柵列 l列、土坑3基、たまり状遺構、小穴群などが発見された。

以下、第 I面および第E面で検出された主な遺構を取り上げ、現時点で考えられる幾つかの点を整理

しておきたい。

はじめに、調査区内の全体的な様相について述べることにする。調査区内では、表土 (盛土・耕作土)

直下の様相が場所によって異なることが確認された。調査区の中央から南側では、褐色土で形成された

整地層が存在するが、北側と南西隅では地山が露出し、整地層が削平された可能性が考えられる。調査

では便宜的に第 I面・第E面として調査を実施しているが、第 I面の北側から検出された井戸 (233SE

010・011・020) と第E面から検出された掘立柱建物 (233SB140)は、いずれも11世紀前後 (大宰府X

期)から12世紀中頃の聞には形成されていたと考え られ、第 I面の北側地山層と第E面は同一面の可能

性が高いと判断される。また、褐色土整地層には律令的な食器相を示す遺物なども看取されたが、底部

処理に糸切り離し技法を用いた土師器の供膳具が含まれていたことから整地層形成時の定点と考えた。

さらに整地層を切り込む最も古い遺構が12世紀中頃の溝 (233SD077)であることから、整地層形成の下

限は12世紀中頃と推測される。

つぎに主だ、った遺構について、南北溝より見ていきたい。 南北溝 (233SD005) は幅1. 8~3 . 5mを測り 、

検出位置 ・遺構形状 ・覆土の堆積状況などから推測して、昭和49年度に九州歴史資料館によ って調査が

実施された大宰府史跡第33次補足調査時発見の溝 (SD600)と同ーと判断された。最終的な埋没時期は

13世紀中頃~14世紀前半(大宰府四~ XX期)と推測される 。 この南北溝と直交する形で検出された東
西溝 (233SD070)は、埋没時期が11世紀後半から12世紀前半(大宰府組~羽期)と考えられ、両者

の聞に時間差が存在するものの、その方向性や規模ならびに配置状況から、平安時代後期から中世にか

けての当地区における土地区割の一つの基準線になっていたものと考えられる。方位については、南北

溝 (233SD005)はN-60-Eを測り、東西溝 (233SD018・040・070・105・120)はN-77~870 -W 

とやや数値にばらつきがあるものの、平均ではN-810-Wを指針し、南北溝と東西溝はほぼ直交関係に

あるといえよう。

井戸は、 12基のうち井戸枠が残存していたものが8基を数え、石組は 3基 (233SE003・233SE011. 

015)、木枠組は 5基 (233SE020・025. 035 . 045・050)となる。石組の233SE011は11世紀前後(大宰

府X期)、同様に233SE015は13世紀前後から前半(大宰府羽1I~ XVlI期)の埋没と考え られる。 また、

233SE015では、周囲を取り囲むように小穴 9穴 (233SX028)が検出され、上屋施設を構成した柱穴群

と推測した。なお、 233SE003は大半が調査区外にかかることから不明瞭であるが、遺存状況よ り判断し

て石組井戸として取り扱った。一方、木枠組の井戸は、方形木枠組が1基 (233SE020)、円筒形結物組

が4基 包33SE025 . 035 側 050)となる。最古の木枠井戸は、縦板組隅柱横桟組構造の233SEω

で、 11世紀前後(大宰府X期)頃の埋没と判断される。また、結物組4基 (233SE025・035.045・050)

の埋没時期は13世紀前後から 14世紀後半 (大宰府別~ XX期)と推測され、中世段階では結物組が一般
化しており、本地域に通有なあり方として追認することとなった。なお、結物は下端の部材の長さが不

ぞろいで板底のはめ込み痕跡がなくなったことから、木桶の転用ではなく、井戸専用の枠であったと考

えられる。
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井戸の深度では、底面が砂疎層で止ま ったものと、黄褐色粘土層 (風化花両岩)まで到達したものに

分けられる。前者は 6基 (233SE010・011・015・060・064・080)を数え、底面標高は34.9~35. 8m を
測り、主に調査区の北側に分布する。後者は 5基 (233SE020・025・035.045・050)を数え、底面標高

は33.1~34 . 6mを測 り、調査区の中央付近に集中する。いずれの井戸も調査時には顕著な湧水は認めら
れず、後世の環境変化による水位の低下が原因と考えられる。

掘立柱建物は、側柱建物 2棟 (233SB130・135)と、床束ないし間仕切りの可能性を有する建物 (233

SB140) 1棟の計3棟である。前者の 2棟は東西棟 (233SB130・135)で、主軸方位はN-820-WとN

-890 -w、後者は南北棟 (233SB140)で、N-160-Eを指針する。

柵列 (233SA125・155)は2列あり、両者の明確な埋没時期は判然としないが、 前者の233SA125は

南北溝 (233SD005)と約10.5m (35小尺)の間隔で並行関係にあ り、両者の関連性が推測される。主軸

方位は前者の南北柵列 (233SA125)がN-70-W、後者の東西柵列 (233SA155)がN-870-Wを指

針する士一22基が検出されているが、特に233SKO日よびSK附もは土師器の供膳具を中心と した遺

物の多量廃棄がみられ、五条地区における中世都市的な様相が本地点においても把握された。埋没時期

は233SK055が13世紀前後から14世紀初頭 (大宰府四 ~四 期)、233SK095が13世紀後半(大宰府瑚期)

以降と推測される。

最後に、今回特記される事項としては、正方位を基準とする条坊プランとは異なる 7度前後東偏また

はそれと直交する平安時代後期から中世にかけての溝、建物、柵列を検出したことが挙げられる。

本地点北東近隣の大宰府条坊跡第156・158次調査では、従来の条坊プランを下敷きに、中世の街区割

がなされたと指摘される遺構(l56SD065，158SD001)が検出されており(井上2002)、五条地区内に

は、条坊の遺制を踏襲した正方位地割りに加え、新たな基準による斜行地割 りが成立しているとみられ

るのこの斜行地割 りに関連する事象としては、大宰府条坊域北東の想定郭外から天満宮安楽寺に至る範

囲で-、¥、平安時代後期の雌紀代に、北に対し東に 6度ほど傾く土地区割りが想定されており(井上 山

村2却0∞0叫これと近似する地割りが、想定郭内にあたる本地点の同時期あるいは先行する1日l世紀後半から

lロ2世紀前半段階の遺構 (ω233SD070ω)に認められた点は、重要な問題提議と考えられる。今後、周辺の調

査資料蓄積を通して、本地域における斜行地割りの始原の時期や意味、分布範囲の把握、および条坊制

との関わりなどの究明が課題となろう 。
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暗褐

暗褐色土

暗灰褐色土

灰褐色土

暗褐色土

黒褐色土

灰褐色土

暗灰色土→暗灰褐色土 175例→88 1 xw-四期

黒褐色土 15・75・94→89 lu世紀中頃~

灰色土→黒褐色土→暗灰色土 1222→90 IF期~

暗褐色土 1 1平安時代前期?-

暗黄褐色土 15→92 1平安時代前期~

黒褐色土 15→幻 Ixw-x医期 1 Bl.2 

暗褐色土 15→94→88・89 112世紀中頃- 1 A 

灰褐色土→黒褐色土③→黒褐色土170・105・115.120 . 164→95→110・Ix咽期~
②→黄灰色土→黒褐色土① 1162 1 

茶褐色土 15→96 112世紀中頃~

暗褐色土 197→19 112世紀前~

時褐色土 1 112世紀中頃~

黒褐色土 1231→99 1平安時代前期?-

暗灰色砂 11∞→105 ..1 
茶褐色土 1，，"，，， 

暗灰褐色土

暗褐色土→褐色土

日音褐色土→褐色土

灰褐色土→暗褐色土

日音褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

灰色土→黒褐色土→暗灰色土 195'221'222→110 

褐色土 | 

血盟主主

D期- 1 G6 

平安時代中期-1 D8 

E期- 1 B4・5

D期- 1 B2 

平安時代中期-1 C.D6 

D8 

D7 

XIX-XX期 1 A4・5

平安時代中期-1 C.D7 

|平安時代前期ニ上 C8 

大宰府条坊跡第233次調査遺構番号台帳 (1 ) 
S一番号 遺構番号 種別 備考

埋積土状況(古→新)
遺構間切合(古→新)

時期 地区番号
233SX∞l たまり

暗褐色土
5-7・9・11・16'24・26→ I F期 LI-M2 

2 携乱 4穴
暗灰色土

9→ 2 
Ml・2

3 233SE∞3 井戸? 石組?
褐色土→暗褐色土

17→3 
12世紀中頃~ L'M3 

4 
撹舌L l穴

暗灰色土
5→ 4 

Ml 

5 233SD∞5 海
灰色土→黄灰色土→暗灰褐色土→

60'64→ 5→4・12'27'36'37・55 13世紀中頃-14 A2-NO 
暗褐色土 暗茶褐色土→暗灰褐色 89・92-94'96 

世紀前半土→暗褐色土 暗灰色土→暗灰褐暗

色土→暗褐色土茶 土暗灰色明茶粘土色 ・
灰色粘土②→ 色 → 土→
灰色砂→明灰色土6 233SKα渇 土坑ワ
暗褐色土→暗灰褐色土

l→ 6 
12世紀中頃~ M2 

7 
小穴群 2穴

灰褐色土
7→ 1 

12世紀中頃~ Ll 

8 小穴 l穴
暗褐色土

5→8 
LO 

9 小穴 l穴
灰褐色土

9→ 1 .2 
M2 

10 233SEOlO 井戸
灰褐色土→褐色土→黒褐色土→階 17→10 

x-xm期 K'L2・3
灰褐色土11 233SE011 井戸 石組
暗灰褐色土→暗褐色土→暗灰色土

16・24.26→11→ l
X期 L2 

12 233SX012 たまり
褐色土→黒褐色土→暗褐色土・褐

5・16・18・27'33'34'41・42・60→12F期 1-Kl'2 
白色土13 たまり
暗褐色土

13→14 
E期~ K3 

14 233SK014 土坑
暗褐色土

13・16・18→14
Xi1ll期 K2・3

15 233SE015 井戸 石組
暗茶色土→褐色土→暗黄褐色土→

13世紀後-14世 J3 
灰色砂→茶色土→暗黄褐色土→褐

紀前色土→暗褐色土16 たまり
暗褐色土

5・18・26・34→16→ 1.11・12・14 F期
K'Ll'2 

17 小穴 I穴
暗褐色土

3.10→17 
L3 

18 233SD018 溝
暗灰褐色土

33'34→18→12・14
xw-x医期 J'K2-4 

19 たまり
暗褐色土

29'30'97→19 
近世~ I. J3-5 

20 233SE020 井戸
暗褐色土→暗灰色土『黒褐色土 40→20 

X期 H'13・4

21 小穴群 3穴
暗灰褐色土

J3-4 

22 小穴 l穴
暗茶色土

NO 

23 撹乱 2穴
暗灰色土

MO 

24 小穴 l穴
暗灰褐色土

24→11→ I 
L'M2 

25 233SE025 井戸
掲灰色土→暗賞褐色土→灰色土→ 33・40→25

xx期~ H.12・3
暗灰褐色土→暗褐色土→黒灰色土
→黒褐色土26 小穴 I穴
暗灰色土

26→16→11→ l 
12世紀中頃以前 L2 

27 小穴 I穴
暗灰褐色土

5→12→27 
12世紀中頃~ Jl 

28 233SX028 小穴群 9穴 (S-15の上屋施設の可能 暗褐色土
33→28 

12世紀中頃~ J2・3

性有り)
29 小穴 I穴

暗灰褐色土
29→19 

I5 

30 233SX030 小穴群 3穴
暗褐色土→灰褐色土→暗灰色土

30→19・31
F期 I4 .5 

31 小穴 I穴
黒褐色土

30→31 
平安時代後期~ 15 

32 小穴群 3穴 (1穴はS-125に変更)
暗灰褐色土

平安時代前期ーで 15 

33 たまり
暗褐色土

33→12・18・25・28・ω
平(四安~時四代期前)期 1. J2・3

34 たまり
暗賞褐色土

34→18-16→12 
12世紀中頃~ J'K2 

35 233SE035 井戸
黄褐色土→暗褐色土→黒灰色土→ 101-35 

F期
G'H3-4 

暗灰色土→黒褐色土36 233SX036 たまり
黒褐色土→黒灰黄色土

5→55→37→36 
XIX-XX期 D.El'2 

37 233SK037 土坑
暗褐色土

5→37→36 
13世紀後-14世 Fl・2
紀前ワ

38 小穴群 4穴
暗褐色土

H4'5 

39 携百L 重機のツメ跡有り
暗賞褐色土

129→39 
E5 

40 233SD040 溝
黒褐色土

40→20'25 
平安時代後期 H2-5 

41 233SK041 土坑
暗褐色土

41→12 
平安時代前期?- J2 

42 小穴 I穴
暗賞褐色土

42→12 
Jl 

43 小穴 I穴
暗灰褐色土

44→43 
E期 KO 

44 小穴 l穴
階絹色土

44→43 
明治時代~ KO 

45 233SE045 井戸
灰色土→茶色土→暗灰色土→暗褐

F期 G'H4・5
色土→賞灰色土→黒灰色土→黒褐
色土46 233SK046 土坑
日音茶褐色土

64→46 
12世紀中頃~ HO 

47 小穴 1穴
暗灰褐色土

G5・6

48 小穴群 7穴(2穴はS-125に変更) H1l'褐色土

平安時代中期~ F'G4-6 

49 233SK049 土坑
茶色土

平安時代後期~ G2 

50 233SE05O 井戸
黄褐色土→暗灰褐色土→褐色砂『

F期~ F'G2'3 
階灰褐色土→H1l'褐色土51 小穴群 2穴
暗灰褐色土

58→51 
F4 

52 小穴群 3穴
黒褐色土

52→53 
F期~ F3・4

日 小穴群 2穴
暗褐色土

52目205→53
F3・4

大宰府条坊跡第233次調査 遺構番号台帳(2 ) 

| 遺構間切合(古→新) 時期|S-番号 |遺構番号|径一別| 備考 | 輔土状況(古→新)

| 日 1 1小穴群12穴 |暗褐色土

1 55 1 233S K055 1土坑|暗褐色土は土層断面図になし |賞褐色土→褐色土→黒褐色土→明 15→55→36
褐色土→褐灰色土→黒褐色土→褐
灰色土→暗褐色土

小穴い穴 |黒褐色土

小穴群 I~ 穴 ( 1穴はS-130に変更、 21婿褐色土
|穴はS-125に変更)

占掛 I0'士・

F期~

」
げ
「
幻 12世紀中頃~

国
時
日
比
ω
一ω
65 

ぃ ー |暗灰褐色土

小穴群 14穴(l穴はS-130に変更) 1暗褐色土

233SE侃01井戸|井戸枠無し |灰色土→暗褐色土

小穴群12穴 1 H音灰褐色土

233SK062 1土坑 1 1暗褐色土

小穴群 12穴 |黒褐色土

233SE脳|井戸 |井戸枠無し |茶色土→暗背灰色土→暗褐色土

小穴群 16穴 (1穴はS-125に変更、 31褐色土
穴はS-130に変更) 1 

58→51 

33→60→ 5→12 12世紀中頃~

64→ 5・46

12世紀中頃~

D期

日音褐色土

暗茶褐色土

日音灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土→暗褐色土→黒褐色土

66 1 233SK侃61土坑

67 1 小穴 11穴

68 1 小穴群 112穴

69 1 小穴群 12穴

加 1233SD070 1 溝 115→ 70→ 95.1∞105' ll8 • 120. 1 C期~
123・126・133・162・166

階褐色土

黒褐色土

暗灰褐色土

暗褐色土 177→76→74 

暗灰色土→褐色土→黒褐色土→暗 175→88.89
褐色土

灰褐色土

暗灰褐色土

暗褐色土

暗黄褐色土 181→79 

暗灰褐色土→灰褐色土→暗褐色土 1115→70・134→80
→黒褐色土→暗褐色土 | 

色土

71 小穴群 6穴

72 小穴 l穴

小穴群 2穴

74 小穴 l穴

75 233SK075 土坑

76 小穴 l穴

77 233SD077 溝

1 78 小穴 l穴

1 79 小穴 l穴

1 80 233SE080 井戸

72→ 71 

72→71 

xw期

77→ 76→ 74 

77→ 76→ 74 12世紀中頃~

12世紀中頃~

xw-x四期

1 81 

1 82 

1 幻 1 小穴 11穴

l 制 1 小穴 11穴

| 85 1 小穴い穴

| 鉛 1 小穴群15穴

1 87 1 小穴 11穴

| ぉ 1 233SK捌|土坑

l 89 1 小穴群15穴

| ω 1 233SX側|たまり

| 91 1 小穴い穴

| 92 1 小穴 11穴

| 93 1 233SXω31小穴群16穴

1 倒 たまり

1 95 1 233SKω51土坑 |賞灰色土は土層断面図になし

小穴 11穴 81→ 79 

小穴 11穴 83→ 82 

83→ 82 

12世紀中頃~

205→ 85 

12世紀中頃

1 96 

I 97 

| I∞ 1 233SKl∞|土坑

1 101 1 233SKIOl 1土坑

I 102 

I 103 

I 104 

I 105 

I lC渇

I 107 

I 108 

I 1ω 

守ハ

一ム穴一
i
h
y

八一ム穴

、i
-
q
u
-
内

J
-
'
i

?、
一群
一
群
一
'
一

、、
一ム穴一ー穴一

、、

パ
一an
一ト一

A

(
 

lUl→ 35 12世紀中頃~

土1i:p穴

233SKI03 1土坑?

土坑?

233SDI05 1 溝

小穴群 3穴

小穴群 7穴

小穴群 3穴

70.1∞120.221→ 105→ 95.149 

121→ 107 

119→ 108 

小穴群 3穴

233SK110 1土坑|

小穴群 3穴

|小穴群 3穴

-88-
-89-

E豆亘

F2 -→ 
D.E5.6 

E.F4'5 

D・E5

11.2 

D4 

Hl 

G.HO・1

H'10・1

F3-6 

G.HO・1

Gl 

I F.GO.l 

GO 

B4-C8 

E.FO・I

EO・1

D.EO 

DO 

A.Bl.2 

DO 

CI-DO 

DO 

Dl 

A.B6 

一十一

mEtLLME4 
Bl 

Bl 

A.B5 

B2 

13 

13・4

E4 

B4 

G4 

E5 



大宰府条坊跡第233次調査遺構番号台帳(3 ) 
府条坊跡第233次調査遺構番号台帳 (4 ) 

5番号 遺構番号 種 別 備考 埋積土状況(古→新) 遺構間切合(古→新) 時期 地区番号

113 小穴群 4穴 暗褐色土 平安時代前期~ C7 

114 小穴 1穴 暗褐色土 平安時代中期~ D7 

115 233SDI15 滑? 灰白色土→灰褐色土 115→70・80・127・134 B期 B5-8 

116 小穴 1穴 褐色土 119→116 D8 

117 233SX117 不明 暗褐色土 X期 A8 

118 たまり 黒褐色土 70→118 12世紀中頃~ C8 

119 小穴 l穴 婿褐色土 119→108目 116 D8 

120 2おSD120 溝ワ 暗灰色土 70→120→95.105'162 E期 B4・5

121 小穴 l穴 暗茶褐色土 121→107 D6 

122 小穴 l穴 暗褐色土 B8 

123 小穴 l穴 褐色土 70→123 12世紀中頃~ B7 

124 小穴群 3穴 暗褐色土 D期~ C6・7

125 233SA125 柵列
9穴4町(、575の32128の2穴はl、穴S、65Se-、4S8の2

暗灰褐色土・暗褐色土・褐色土 57→125→126 15-C6 
穴、S
の2穴、S-182I;1:S-125に5変更13)3 

126 233SX126 たまり 暗褐色土 125・133→126 XW期 B-D6 

127 小穴群 6穴 黒褐色土 115→127 平安時代中期~ B7 

128 小穴群 2穴 黒褐色土 12世紀中頃~ A7 

129 小穴 l穴 褐色土 129→39 E5 

130 233SB130 建物社 S-57のl、穴S、S-59の1穴、 S 暗褐色土褐色土・暗赤褐色土 231→130 D-F4-6 
65b.d. LS-132の1穴、S-181
はS-130に変更

131 たまり 黒褐色土 134・136→131 D期~ A.B6・7

132 小穴群 2穴(1穴はS-130に変更) 暗赤褐色土 平安時代前期~ E3・4

133 小穴群 5穴(2穴はS-125に変更) 暗褐色土 133→126 平安時代中期~ C'D6 

134 たまり 灰褐色土 115・137→134→80・131 D期~ B6・7

135 233SB135 建物社 第E面 暗褐色土 D.E5・6

136 小穴 I穴 暗褐色土 136→131 A.B7 

137 小穴群 2穴 暗褐色土 137→134 B7 

138 小穴群 3穴 稽褐色土 12世紀中頃~ B4 

139 233SK139 土坑? 灰褐色土 148→139 12世紀中頃~ B3 

140 233SB140 建物社 第E面 暗灰褐色土→暗褐色土 140→35印・207 X期 E-G3・4

141 小穴 1穴 灰褐色土 平安時代中期~ B4 

142 小穴群 3穴 褐色土 B3 

143 小穴 1穴 灰黄色土 B2 

144 小穴群 3穴 灰褐色土 146→144 12世紀中頃~ B3 

S-番号 遺構番号 種別 備考
埋積土状況(古→新)

遺構間切合(古→新) 時期 地区番号

176 小穴 l穴
黄褐色砂

C5 

177 233SK17て 土坑
暗褐色土

D期~
B.C5 

178 小穴群 5穴
黒褐色土

D4 

179 小穴群 4穴
暗褐色土

D4・5

180 233SX18O たまり 第E面
暗褐色土→暗黄褐色土→暗褐色土 180→201 

F4.5 

181 小穴 l穴(S-130に変更)
時褐色土→褐色土

12世紀中頃?- D4 

182 小穴 1穴(S-125に変更) 暗褐色土

H5 

183 小穴群 5穴
暗褐色土

C.D3.4 

184 小穴 l穴(第E面)
黒褐色土

F2 

185 たまり 第E面
暗褐色土

223.224・226→185・→150・155田 192
D.E3・4

.194・198・2∞

186 小穴 l穴(第E商)
黒褐色土

185→186 
D3 

187 小穴群 2穴(第E面)
黒褐色土

187→212 
D3 

188 小穴群 6穴(第E面)
黒褐色土

E3 

189 小穴群 3穴(第E面)
黒褐色土

F4 

190 233SKI90 土坑 第E面
暗褐色土

H泊→ 5
G.Hl 

191 小穴 l穴(第E面)
黒褐色土

G5 

192 小穴群 4穴(第E面)
黒褐色土

185→192 
E4 

193 小穴群 4穴(第E面)
黒褐色土

204→193 
D5 

194 小穴群 3穴(第E面)
黒褐色土

224→185→194 
E4 

195 233SD195 溝 第E面
暗褐色土

195→ 5 
E.Fl 

196 小穴 l穴(第E面)
黒褐色土

D2 

197 小穴群 4穴(第E面)
黒褐色土

D3・4

198 小穴群 4穴(第E面)
黒褐色土

155・185→198
D4・5

199 小穴群 3穴(第H面)
黒褐色土

C.D6・7

2∞ 
小穴群 5穴(第E面)

暗褐色土
185.226→2∞→212・226

D3-E4 

201 小穴群 3穴(第E面)
暗褐色土

180→201 
F.G4 

202 小穴 l穴(第E面)
暗褐色土

G2 

203 小穴群 3穴(第E面)
暗褐色土

F3 

204 
小穴群 5穴(第E面)

暗褐色土
204→193 

D5・6

205 小穴 l穴
黒褐色土

205→53.85 
F3 

206 小穴群 2穴(第E面)
暗褐色土

E3 

207 小穴群 4穴(第E商)
暗褐色土

平安時代~ E3 

208 小穴群 2穴(第E面)
暗褐色土

2ω→208 
C.D3・4

209 
小穴群 4穴(第E面)

暗褐色土
209→208 

C.D3'4 

C.D4 

145 たまり 暗茶色土→暗灰褐色土→暗褐色土 日8・159→145 12世紀中頃~ A3 

146 小穴群 4穴 暗灰色土 161→146→144 12世紀中頃~ A.B3 

147 小穴 l穴 灰褐色土 B3 

148 小穴 l穴 暗褐色土 148→139 B3 

149 小穴 l穴 褐色土 105→149 12世紀中頃~ A4 

210 

211 小穴群 4穴(第E商)
暗褐色土

212 小穴 1穴(第E面)
暗褐色土

187.2∞→212 
D3 

213 小穴群 6穴(第E面)
時褐色土

E.F5・6

214 小穴群 3穴(第E面)
暗褐色土

E4 

D4・5

150 小穴群 4穴(第E商) 暗褐色土 185・226→1閃 E3・4

151 小穴群 2穴 暗褐色土 B4 

152 小穴群 2穴 暗褐色土 D4 

153 小穴群 3穴 時褐色土 B4 

154 小穴 l穴 褐灰色土 157→154 12世紀中頃~ B3 

155 233SA155 柵列 4穴(第E商) 黒褐色土 185・2∞→155→198 D3・4

156 小穴群 2穴 灰色土 157→156 C期~ B3 

157 たまり 灰色土 157→154・156 B3 

158 小穴群 3穴 褐色土 158→145 B3 

159 たまり 灰色土 161→159→145 12世紀中頃~ A.B3 

160 233SDl60 溝 第H面 暗褐色土 C7 

161 たまり 明灰色土 161→146・159 A3 

162 小穴 1穴 暗褐色土 70・95・120→162 12世紀中頃~ B5 

163 小穴 l穴 黒褐色土 C8 

164 小穴 l穴 暗灰褐色土 164→95 A.B5 

165 233SK165 土坑 第E面 暗褐色土 165→108 C7 

166 小穴群 2穴 黒褐色土 70→166 E期~ B5 

215 

216 小穴群 5穴(第E面)
暗褐色土

217 小穴 l穴(第E面)
暗褐色土

C7 

218 小穴群 5穴(第E函)
暗褐色土

C5・6

219 小穴群 5穴(第H面)
暗褐色土

C5 

220 

221 233SX221 小穴 l穴(第E面)
暗褐色土

221→105→95→110 
B4 

222 たまり?第日面
暗褐色土

222→90・110
12世紀中頃?- A.B4 

223 小穴群 2穴(第E面)
黒褐色土

223→185 
D3 

224 小穴群 4穴(第H面)
黒褐色土

224→185→194 
D.E3・4

225 

226 小穴群 2穴(第E面)
黒褐色土

226→185→2∞ 
D.E4 

227 小穴群 5穴(第E面)
暗褐色土

F.GO・l

228 小穴群 2穴(第E面)
暗褐色土

DO・1

229 不明
暗褐色土→暗黄褐色土→暗褐色土 5-229 

1. JO 

230 

231 溝?
黒褐色土

99・231→130
E.F4 

167 小穴群 4穴 暗褐色土 C期~ B'C5 

168 小穴群 2穴 黒褐色土 12世紀中頃~ C4 

169 小穴群 2穴 黒褐色土 C4 

170 233SK170 土坑 第E函 暗褐色土 C7 

171 小穴群 3穴 暗褐色土 C4 

172 小穴群 3穴 茶色土 172→174 平安時代中期~ C5 

173 小穴群 2穴 黒褐色土 12世紀中頃~ C5 

174 小穴群 2穴 黒褐色土 172→174 12世紀中頃?- C5 

175 233SD175 溝 第E面 暗褐色土 175→70 B'C4・5

-91一
-90-





233SD∞5H1f灰褐色土
大宰府条坊跡第233次調査土師器計測表(3 ) 

単位叩、( )・復原値、 +α ・現存高、0有 ×量 一不明
一不明

種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 底部処理 内底ナデ 板状庄痕 内底蝶旋状ナデ
備考

土師器 小皿a M-021 9.0 0.8-1.1 7.2 イ ト 。 。小血a M-027 (9.0) 1.0 (7目。) イト 。 。小皿a M-020 9.0 1.0 7.6 イト 。小皿a M-023 9.0 1.0-1.2 7.4 イト 。 。小血a M-028 (9.0) 1.2 (6.0) イト 。小血a M-025 (9.0) 1.2 7.0 イト 。 。小皿a M-026 (9.0) 1.7 ~. 8) イト 。小皿a M-019 (9.2) 1.1 7.4 イト 。 。
油煙

小皿a tvf-018 9.3 1.4 6.8 イ ト 。 。233SD∞5灰色土

F種別 1 器種 l漬物番号 1 口径 器高 底f芋 I 血立Jl~ ι-~ 土師器 鉱ヨ AA" I'V¥， 』

大宰府条坊跡第233次調査

I土師器 |小皿 a I MωI 

l |小皿a I M∞2 I (8.0) I 0.8 I 
233SE035黒褐色土

l 種別 | 器種 | 遺物番号 | ロ| 土師器 | 恥 I Mー即 I (11 
l 坪 a I M-∞1 I (12 

l 停 a I M-006 I (13 
1小皿a I M-∞8 I 伐

|小皿 a I M-∞5 
|小皿a I M-∞4 

|小皿a I M-Oll 
|小皿a I Mαゅ

小皿a I M-013 

~ 

一ョ一一一一一一一一一ヰ

底部処理| 内底ナデ | 板状圧痕 | 内底蝶旋状ナデ|

イト I 0 I 0 I I 
イト I 0 I x I I 
イト I 0 I x I I 
イ ト I 0 I 0 
イト 1 0 1 x 
イ ト 1 0 1 x 
イ ト 1 0 1 x 
イト I 0 I x 
イト | ー I x 
イト I 0 I x 
イト I 0 I x 
イト I 0 I x 
イト I 0 I x 

| イト I 0 I x 
| イト | ー I 0 

| 庭部処理 | 内底ナデ |板状圧痕 | 内底螺旋状ナデ| 備考

雌一議一
M
M

耐震
一目撃
円

盟一
M
E

M
E

U
一日一口一
M
一U
一川一川一は一
川

一

同

径

~ 
.2) 

A 
2) 

(8.4) 
(8.8) 
百万
石市7
(9.0) 

I (9.ω 
(9.4) 
(9.4) 
(10.ω 
(1l.0) 

内属扉1ii状ナヂ 偏考
1 I、 。 。

ー

-叫 F目、'‘ザ~~ー

l底部処理 ' 内底ナデ

種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径
板状圧痕 内底螺旋状ナデ

備考

土師器 勾;a M-∞5 {l_4.4) 2.7 (9.2) イ ト 。 。杯a Mα)6 (14.4) 2.7 (10.4) イ ト 。 。主事a M-∞2 14.5 2.9-3.3 8.5 イト 。 。 。杯a M-015 !i，.8-15.2 2.8-3.2 10.4 イ ト 。 。杯a M-∞l 14.9 g.l-2.8 V -l0.0 イ ト 。 。土不a M∞3 {15.0) 2.5 (9.2) イト 。 。 。杯a M-∞4 ru;.0) 2.6 {l_2.0) イト × × 。小皿a M-014 (8.6) 1.2 (7.0) イ ト 。
× 

小皿a M-013 (8.8) 0.9 (7.2) イト 。 。小皿a M-Oll (9.0) 0.9 (7.4) イト 。 。
油煙

小皿a M-01O (9.0) 1.1 6.6 イ ト 。 。小皿a M-012 (9.0) 1.0-1.4 (7.2) イ ト 。小皿a Mα19 9.0 1.5 6.8 イト 。 。小皿a Mα)8 (9.1) 1.0 7.4 イト 。 。小皿a M∞7 9.4 1.0 .. 7.6 イト 。 。S-5茶色土②

口径 器高 旋律 I 直 立""，四 ~ 土師器 l/1，rmョ l 11 ̂ .̂ 

小皿a M∞4 (8.2) 0.9 
小肌a M∞3 (8.6) 1.0 

233SE035暗褐色土

種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 底部処理 内底ナデ 板状庄痕 内底蝶旋状ナデ 備考

土師器 杯 a M-∞1 (12.4) 2.6+α (8.4) イト 。 。
杯 a M-∞2 (12.4) 2.4+α (7.8) イト 。 。

小皿a M-021 (7.6) 1.0 (5.8) イト 。 。
小皿a M-018 (7.8) 0.9 (6.0) イト 。 。
小皿a M-019 (7.8) 1.1 (6.0) イ ト 。
小皿a M-020 (7.8) 1.2 (5.8) イ ト 。
小肌a M-017 (8.0) 0.9 (6.0) イト 。
小lllla M-016 (8.0) 1.0 6.4 イト 。 。
小皿a M-015 (8.0) 1.2 (6.0) イト 。 。
小nRa M-014 (8.2) 1.1 (7.4) イト 。 。
小皿 a M-013 (8.4) 0.8 (7.0) イト 。 。
小皿a M-012 (8.4) 1.2 6.6 イト 。 。
小皿a M-Oll (8.4) 1.3 6.3 イ ト 。 。
小皿a M∞8 (8.6) 1.0 (6.6) イト 。 。
小血a M-Ol0 (8.6) 1.0 (7.0) イト 。 。
小皿a M-∞9 (8.6) 1.2 (6.8) イト 。
小皿a M-α16 (8.8) 1.0 (6.6) イト 。 。
小皿a M∞7 (8.8) 1.2 (6.4) イト 。 。
小皿a M-∞4 (9.0) 0.9 (6.8) イト 。 。
小nRa M-∞5 (9.0) 1.1 (7.8) イト 。 。
小皿 a M-∞3 (9.0) 1.4 (7.0) イト 。 。

内底蝶旋状ナデ 備考

備考

備考
司...._司恥，、，， 

備考"フ 。 。
ー

種別 器種 漬物番号 口径 器高 底径 l底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ
備考

土師器 勾;a M-∞l (12.2) 2.5 9.0 イト 。 。勾;a Mα焔 (12.25 3.2+α (8.4) イト 。 。杯a M∞2 {l_2.4) 2.8 8.1 イト 。
× 

勾;a M-(問 {l_2.4) 2.2 (6.8) イ卜 。 。均;a M-∞4 (12.6) 2.2 (9.2) イト 。 。勾;a M-∞5 (12.6) 2.2 (!l.8) イト 。 。勾;a M-∞7 {14.4) 2.2 (10.4) イト × × 
小皿a M-024 (7.6) 1.0 (5.6) イト 。小皿a M-023 (8.0) 0.9 (6.2) イト 。

× 
小皿a M-020 (!l.0) 1.0 (5.8) イト 。 。小皿a M-021 (!l.0) 1.0 (6.2) イト 。

× 
小皿a M-019 8.0 1.2 6.7 イ ト 。 。小皿a M-022 (8.0) 1.2 (6.4) イト 。 。小皿a M-017 (!l.2) 1.0 (6.4) イト 。 。小皿a M-018 (8.2) 1.1 (6.4) イト 。 。小皿a M-016 (8.4) 1.1 (6.4) イト 。 。小皿a M-015 (8.4) 1.2 ~.2) イト 。 。小皿a M-013 8.4 1.3 6.8 イト 。 。小皿a M-014 (8.4) 1.4 (5.8) イト 。 。小皿a M-012 (!l.6) 1.2 (6.4) イト 。 。小血a M-∞9 (!l.8) 0.9 (6.0) イト 。 。小血a M-01O (8.8) 1.2 (7.0) イト 。 。小皿a M-Oll (8.8) 1.0-1.2 (6.8) イ ト 。 。小皿a M∞8 (9. 0) 1.0 

d (7.6) イト 。丁一一。~SD020黒褐色土

l ziLlJ?っ!干~!~~ 口径 器高 E草径 I 官加J，~

I -."" I ~l::: I ~ ~~ 0.9 イト × 

1.1 イト 。 × 

233S X 036黒褐色土

種別 器種 遺物番号 口径 銭高 底径 底部処理 内底ナデ 板状庄痕 内底螺旋状ナデ 備考

土師器 均;a M-048 (12.0) 2.7 8.8 イト 。 。
杯 a M-041 (12.4) 2.4 8.2 イト 。 。
珂;a M-047 12.6 2.4 9.2 イト 。 。
杯 a M-046 (12.8) 2.7 (7.6) イト 。 × 

杯a M-034 (13.0) 2.4 (8.8) イト 。 × 

均;a M-015 (13.2) 2.2 (9.4) イト 。 × 

勾;a M-014 (13.2) 2.8 (9.0) イト × 

珂;a M-033 (15.0) 2.4 (10.4) イト × 

杯 a M∞1 (16.2) 3.4 (9.0) イト 。 。
小皿a M-040 (7.4) 0.8 6.0 イト 。
小皿a M-Oll (7.6) 1.1 (6.0) イト 。 × 

小皿a M-044 (7.6) 1.1 (6.2) イト 。 × 

小皿a M-017 7.6 1.2 5.8 イト 。
小nRa M-028 (7.8) 1.0 (6.0) 。 。
小血a M-013 (7.8) 1.0 (6.4) イト × 

小皿a M-051 (7.8) 1.1 (5.8) イト 。
小皿a M-036 (7.8) 1.3 (6.0) イト 。 。

備考

備考

旧M ∞3

備考
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I33SX036!R褐色土
大宰府条坊跡第233次調査土師器計測表(5 ) 

単位叩、( ) 復原健、 +α.現存高、 O有 ×無 ー不明

種別 器種 造物番号 口径 器高 底径 底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ
備考

土師器 小皿a M-035 (8.0) 1.1 (5.8) 小皿a Mω8 8.0 1.1 小血a M-018 (8.0) 1.2 小皿a M-021 (8.0) 1.3 小皿a M-∞5 (8.2) 0.9 小皿a M-026 (8.2) 1.1 小皿a M-(胤 (8.2) 1.2 小皿a M-052 (8.2) 1.3 小皿a M-∞3 8.2 1.5 小皿a M-O:切 (8.4) 0.8 
小皿a M∞7 (8.6) 0.8 
小皿a M-022 (8.6) 1.0 4、皿la M-∞2 (8.6) 1.0 小皿a M-030 8.6 1.2 
ノj、Jll[a M-∞9 (8.6) 1.2 
小皿a M-ω3 8.6 1.3 小皿a M-045 ~8. 6) 1.3 小皿a M∞8 (8.6) 1.3 小皿a M-037 (8.8) 1.1 小皿a M-024 (8.8) 1.4 小皿a M-020 (9.0) 1.0 小皿a M-ω9 (9.0) 1.0 

ノj、Jll[a Mω2 9.2 1.2 小皿a M-031 (9.2) 1.3 小皿a M-016 (9.4) 1.0 小皿a M-023 (9.4) 1.0 小皿a M-010 (9.4) 1.1 小皿a M-032 (9.6) 1.0 小皿a M-029 (9.6) 1.1 小皿a M-039 (9.6) 1.2 小皿a M-027 
1.0 小皿a Mω4 
1.1 小皿a M-019 
1.2 小皿a M-025 
1.2 小皿a M-053 
1.4 小皿b M-012 (6.6) 1.7 ~33SE045黒灰色土

F種 別 1 器種 !遺物番号 1 口径 器高土師器 小 冊 ョ 1I.A_/VVl l 
'一

種別 器種 遺物番号 口径 器高土師器 杯a M∞5 (11. 8) 2.4 杯a M-∞4 (12.0) 2.4 勾;a M-∞3 !l2.0) 2.4-2.6 均;a M-∞2 0.3.4) 3.0 勾;a M∞I 0.4.6) 2.7 
ノj、lDla M-027 (8.0) 1.0 小血a M-026 (8.0) 1.2 小皿a M-025 (8.0) 1.2 小皿a M-024 ~8.2) 1.4 小皿a M-016 8.4 0.9 小皿a M-022 (8.4) 1.1 小皿a M-015 8.4 1.1 小皿a M-023 ~8.4) 1.3 

イト 。 。
6.6 イト 。
5.4 イト 。 。
6.2 イト 。
(6.4) イト 。 × (6.4) 。 。
(6.8) イト

× (6.0) イト 。
5.5 イト 。
(6.8) イト 。 × (7.2) 。
(6.8) イト

× (7.2) 。 。
6.4 イト 。 。
(7.0) イト

× 7.0 イト 。 。
(7.0) イト 。 × (7.2) イト 。 × (7.2) イト 。
(6.6) イト 。 。
(7.0) イト 。 。
(7.0) イト 。 。
7.4 イト 。 。
(7.0) イト 。 。
(7.2) イト 。 。
(8.0) イト 。 。
(7.4) イト 。 。
(7.4) イト 。 。
(8.4) イト 。

× (7.4) イト 。
イト 。

× 
イト 。 × 
イト × 
イト 。

X 
イト 。

(5.0) イト 。 。
底径 |廃部机田 T 由市....I...:::T 1 _.._" 

u 

底径 底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ8.4 イト 。 。
(8.4) イト
(7.0) イト 。
(9.0) イト 。 。
lli>.2) イト 。 。
(6.0) イト 。 。
(5.8) イト 。 。
(6.0) イト 。 × (6.4) イト 。 。
6.6 イト 。 。
(6.2) イト 。 。
6.6 イト 。 。
(6.4) イト 。 。

-96-

備孝

一
備考

備考一

泊煙

備考

備考

備考

備考

備考

~v"""" 且、vv......口 I、'<11:ニーームー
種別 器種 遺物番号

土師器 小皿 a M-013 
小皿 a M-014 
小皿 a M-021 
小Jll[a M-Oll 
小皿 a M-012 
小皿 a M-OlO 
小皿 a M-∞7 
小皿 a M-∞9 
小皿 a M-020 
小皿 a M-018 
小皿a M-017 
小皿 a M-∞8 
ノj、皿la M-α)6 

小肌 a M-019 
233SK055褐灰色土

| 暫~哩| 的!~ I 逼扇蚕1f
| 土師器 | 小Jll[a M∞I 
233SK055褐色土

種別 搭種 遺物帯号

土師器 杯a M-041 
杯a M-036 
均;a M-024 
珂;a M-020 
杯a M-015 
均二a M-022 
勾、a M-021 
珂;a M-023 
杯a M-O判
杯a M-034 
勾;a M-035 
杯 a M-016 
杯 a M-039 
均;a M-033 
杯 a M-038 
杯 a M-045 
杯a M-019 
杯a M-043 
杯a M-027 
杯a M-026 
勾;a M-028 
杯a M-030 
均;a M-029 
均;a M-031 
杯a M-040 
杯a M-032 
杯a M-042 
杯a M-017 
珂;a M-018 
杯 a M-Oll 
杯a M-014 
杯 a M α旧日

杯 a M∞7 
杯 a M∞2 
均;a M-∞5 
杯a M-013 
杯a M-037 
杯a M-012 
杯a M-∞9 
杯a M-010 
勾;a M-∞8 
杯a M-∞4 
杯a M-∞3 
杯a M-∞l 
杯a M-025 

小皿 a M-I34 
小皿a M-135 
小皿 a M-141 
小皿 a M-136 
小皿 a M寸33
小皿a M-154 
小皿 a M-153 
小皿 a M-091 
小皿 a M-152 
小皿a M-092 
小皿 a M-09O 
小皿 a M-140 
小lDla M-073 
小皿 a M-079 
小皿 a M-132 
小皿 a M-122 

大宰府条坊跡第233次調査土師器計測表 (6 ) 

口径

8.5 
8.5 
(8.6) 
8.6 
8.6 
8.7 
8.9 
8.9 
(9.0) 
(9.0) 
9.0 
9.0 
9.0 
(9.0) 

口径口径

(9.0) 

口径

(11. 8) 
(12.0) 
12.0 

12.0-12.7 
12.1-12.9 

12.3 
12.3 
12.4 
(12.4) 
(12.4) 
(12.4) 

12.4-12.9 
12.6 
(12.6) 
12.6 
12.6 
12.7 
(12.8) 
(12.8) 
(12.8) 
(12.8) 
(12.8) 
(12.8) 
(12.8) 
(12.8) 
(12.8) 
(12.8) 
12.8 
12.8 

12.8-13.2 
12.9 

13.0-13.4 
13.0-13.5 
13.0-13.9 
13.0-14.0 

13.1 
13.2 
13.2 
13.3 
13.3 

13.3-13.8 
13.3-13.9 
13.3-13.9 
13.8-14.5 

(14.2) 
8.0 
(8.0) 
(8.0) 
(8.0) 
(8.2) 
(8.2) 
(8.2) 
8.2 
(8.2) 
8.2 
8.2 
8.3 

8.3-8.6 
8.3-8.6 
(8.4) 
8.4 

器商

0.9 
1.1 
0.8 
1.1 
1.2 
1.2 
1.1 
1.3 
1.0 
1.1 
1.2 
1.2 
1.3 
1.6 

器商器商

1.0 1.0 

器高

2.7 
2.6 
2.8 
2.5 
2.9 
2.2 
2.9 
2.6 
2.3 
2.5 
2.8 
2.7 
2.5 
2.6 
2.8 
2.9 
2.6 
2.2 
2.2 
2.2 
2.4 
2.4 
2.7 
2.8 
2.8 
2.8 
2.8 
2.9 
3.1 
2.7 
2.2 
2.8 
3.1 
2.9 
3.2 
2.6 
2.3 
2.7 
2.5 
2.8 
2.9 
2.9 
3.1 
2.4 
2.5 
0.9 
1.0 
1.0 
1.0 
0.8 

0.9-1.2 
1.0-1.3 

1.1 
1.1-1.4 

1.2 
1.3 
1.1 
1.2 

0.9-1.1 
1.0 
1.0 

底径

7.4 
7.0 
(6.8) 
6.8 
6.4 
6.8 
6.4 
6.4 
(6.8) 
(6.8) 
(7.0) 
6.4 
6.4 
6.8 

底径底径

(7.0) (7.0) 

底径

(7.8) 
(7.8) 
7.7 
7.9 
8.0 
7.3 
7.8 
7.9 
(7.8) 
8.2 
7.4 
8.5 
9.2 
9.4 
7.7 
7.8 
7.3 
(7.8) 
8.8 
9.2 
(8.8) 
(8.6) 
8.4 
(9.0) 
(8.6) 
(8.2) 
7.8 
8.3 
7.5 

9.1-9.5 
8.3 
9.6 

8.2-9.0 
9.5 
8.4 
8.6 
8.8 
8.5 

8.7-9.5 
8.4 

9.0-9.6 
8.4 
8.4 

10.6-11. 7 
8.6 
6.6 
6.6 
6.8 
(6.8) 
(6.0) 
(6.2) 
6.2 
6.8 
(6.2) 
6.8 
6.0 
6.7 
6.5 
6.6 
(6.2) 
6.4 

1""I.u......'U、( )・復原値、 +α。現存高、 O有 ×量 一不明
底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底蝶旋状ナデ 備考

イト 。 。
イト 。 × 

イト 。 。
イト 。 × 

イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。

| 内底蝶旋状ナデ | 備考扇面処理| 内底ナデ |板状匡涙

イト 0 1 0 

底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ 備考

イト 。 。
イト 。 。 Y曲煙

イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。 油煙
イト 。 。
イト 。 。
イト 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。 t由煙
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。 。
イト 。 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イ ト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イト 。 。
イ ト 。 。
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大宰府条坊跡第233次調査土師器計測表(7 ) 
大宰府条坊跡第233次調査土師器計測表 町田楠 + 現時 O有明

単位cm、 l ):W胤担、 ?α ・キ廿同 出品

市劃刷田 l 肉底ナデ| 板状圧痕 | 内底蝶旋状ナデ l 閣奇

つ1- I一 「 ア 寸
イト r-o__j ~ 
イト r-::::::o I u 
イト r--o I u 
イト ~I 0 
イト r--o__j 守
イト r=o I u 
イト r=o I u 
イト r-o I u 
イト r-::IL I 0 
イト r--o I u 
イト r-o= I 0 
J ト 1~ I __Q 

不明

233SK055褐色土 233SK05~盟主主
畜百一L笠重
土師器いと旦旦

小皿a
小皿a
小皿a
小皿 a
小皿 a
小皿a
小皿a
小皿a
小皿 a
小皿 a
小皿 a 7.4 

器高 底径単位聞、 ( ) 復原値、 +α 現存高、 O有 ×無 ー不明 口径準型主主
M-062 
M-050 
M-051 
M-049 
M-1l3 
M-005 
M-142 
M-048 
M-143 
M-047 
M-137 
M-046 

種別 器種 遺物番号 口径 器商 底径 底部処理 内底ナデ 舷状庄痕 内底螺旋状ナデ 備考

土師器 小皿 a M-089 8.4 1.3 6.3-6.8 イト 。 。
小皿 a M-lω (8.4) 1.0 (6.4) イト 。 。
小肌a M-131 (8.4) 1.1 (6.4) イト 。 。
小Jma M-l06 (8.4) 1.1 (6.6) イト 。 。
小皿a M-l11 (8.4) 1.1 6.8 イト 。 。
小皿a M-110 (8.4) 1.1 (6.8) イト 。 。
小皿a M-l08 (8.4) 1.2 (6.6) イト 。 。
小皿 a M-139 (8.4) 1.2 7.0 イト 。 × 

小皿 a M-l07 (8.4) 1.3 (5.6) イト 。 。
小皿 a M-129 (8.4) 1.3 6.4 イト 。 。
小皿 a M-130 (8.4) 1.3 (6.4) イト 。 。
小皿 a M-085 8.4 1.4 7.2 イト 。 。
小皿 a M-075 8.4-8.7 1.2 6.9 イト 。 。
小皿 a M-149 8.5 1.0 6.0 イト 。 。
小皿a M-148 (8.5) 1.0 6.2 イト 。
小皿a M-I50 8.5 1.1-1.4 7.2 イト 。 。
小皿a M-078 8.5 1.2 6.2 イト 。 。
小皿a M-ω8 8.5 1.2 7.1 イト 。 。
4、nIla M-072 8.5 1.3 6.7-7.0 イト 。 。
小皿a M-077 8.5 1.3 6.8 イト 。 。
小皿a M-ω3 8.5 1.3 6.9 イト 。 。
小皿a M-082 8.5 1.4 6.5 イト 。 。
小1I[a M-138 (8.6) 0.8-1.2 6.2-6.8 イト 。 。
小皿 a M-094 (8.6) 1.0 6.1-6.6 イト 。 。
小皿 a M-l04 (8.6) 1.0 (6.4) イト 。 。
小皿a M-121 8.6 1.0 7.3 イト 。 。 。
小皿 a M-084 8.6 1.1 6.4 イト 。 。
小皿 a M-I28 (8.6) 1.1 (6.4) イト 。 。
小皿 a M-151 (8.6) 1.1 (6.6) イト 。
小皿 a M-l03 (8.6) 1.1 (6.8) イト 。
小皿a M-087 8.6 1.1 7.2 イト 。 × 

小皿a M-076 8.6 1.2 6.3 イト 。 。
小皿a M-ωo 8.6 1.2 6.7 イト 。 。
小皿a M-l05 (8.6) 1.2 (6.8) イト 。 。
小皿a M-086 8.6 1.2 6.9 イト 。 。
小皿a M-020 8.7 0.9 6.6 イト 。 。
小皿a M-081 8.7 1.0 7.1 イト 。 。
小皿a M-147 8.7 1.0 7.1 イト 。 。
小皿a M-074 8.7 1.1 5.8-6.2 イト 。 。
小皿 a M-069 8.7 1.1 6.5 イト 。 。
小皿 a M-070 8.7 1.1 6.5 イト 。 。
小皿 a M-071 8.7 1.1 6.5-7.0 イト 。 。
小皿 a M-侃8 8.7 1.1 6.8 イト 。 。
小皿 a M-126 8.7 1.1 6.8 イト 。 。
小皿a M-065 8.7 1.2 6.3 イト 。 。
小皿a M-侃6 8.7 1.2 6.3 イト 。 。
小血a M-127 (8.7) 1.3 6.7 イト 。 。
小l皿a M-054 8.7-9.1 1.1 6.6 イト 。 。
小1I[a M-125 (8.8) 0.9 (7.4) イト 。 × 
ノl、lllla Mω7 (8.8) 1.0 (7.0) イト 。 。
小皿a M-056 8.8 1.0 7.2 イト 。 。
小皿a M-l00 (8.8) 1.0 (7.4) イト 。 。
小皿a M-1l8 8.8 1.2 7.0 イト 。 。
小皿a M-124 (8.8) 1.2 (7.2) イト 。 。
小皿a M-053 8.8 1.2-1.7 6.6 イト 。 。
小皿a M-061 8.8 1.3 7.0 イト 。 。
小1I[a M-067 8.8 1.3 7.0 イト 。 × 

小皿a M-1l9 (8.8) 1.3 (7.2) イト 。 。
小皿 a M 関4 8.9 1.0 7.2 イト 。 。 。
小皿 a M-1l6 8.9 1.1 6.7 イト 。 。
小皿 a M-063 8.9 1.2 7.0 イト 。 。
小皿 a M-057 8.9 1.2 7.1 イト 。 。
小皿 a M-I44 (9.0) 。.8-1.1 7.4 イト 。 。
小皿 a M-055 9.0 。.9 6.5 イト 。 。
小皿 a M-1l7 (9.0) 。.9 (6.6) イト 。 。
小皿a M-060 9.0 0.9 7.0 イト 。 。
小皿 a M-123 9.0 1.0 6.3 イト 。 。
小皿a M-008 (9.0) 1.1 (7.0) イト 。 。
小皿 a M-I01 (9.0) 1.1 (7.2) イト 。 。
小皿a M-146 9.0 1.1 7.3 イト 。 。
小皿a M-l02 (9.0) 1.1 (7.4) イト 。 。
小lllla M-096 (9.0) 1.2 (5.6) イト 。 。
小皿a M-009 (9.0) 1.2 (6.2) イト 。 。
小皿a M-1l5 9.0 1.2 6.7-7.1 イト 。 。
小皿a M-059 9.0 1.2 6.9 イト 。 × 。
小皿a M-003 (9.0) 1.3 6.1-6.6 イト 。 。
小皿a M-145 9.0 1.3 7.0 イト 。 × 

小皿a M-058 9.0 1.3 7.2-7.6 イト 。 。
小肌a M-052 9.0-9.3 1.2 6.0-6.7 イト 。 。
小sRa M-1l4 9.1 1.0 7.2 イト 。 。

日
一
日
一
川
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一
は
一
は
一
は
一
は
一
日
一
川
一
は
一
川
一
日
一
日
一
日
一
日

9.1 
9.1 
9.1 
9.1 

9.1-9.6 
(9.2) 
(9.2) 
9.2 
9.2 
9.4 
(9.6) 
9.6 
9.7 

7.1 
7.4-8.0 
(7.2) 
(7.8) 
7.5 
6.8 
7.8 
(8.6) 
7.5 

|ノi、皿i M-112 9.7 l.j 

233SK~黄褐色土
種別 器種 遺物番号 口径 器商 底径 底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底瞬、旋状ナデ 備考

土師器 杯 a R -027 11.3-11.6 3.5 7.6-8.0 イト
。 。 旧M-∞9 異質

杯 a M-045 11. 5 2.4 7.6 イト
。 。

町、a M-019 (12.0) 2.4 (7.8) イト 。 × 

杯 a M-030 (12.0) 2.6 (7.0) イト
。 。

杯 a M-020 (12.0) 2.5+α (8.8) イト
。 。

杯 a M-043 12.0-12.4 2.6 8.3-8.7 イト
。 。

杯 a M-038 12.1-12.7 2.5 7.8 イト
。 。

好、a M-018 (12.2) 2.5 8.2 イト
。 。

杯 a M-∞8 12.2-12.5 2.6 7.5 イト
。 。

杯 a M-037 12.3 2.5 8.1 イト 。 。
坪 a M∞7 12.3-12.8 2.8 8.0 イト

。 。
杯 a M-044 12.4 3.0 8.2 イト

。 。 。
主干、a M-029 (12.4) 2.7 (8.2) イト

。 。
杯 a M-016 (12.4) 2.8 (7.2) イト

。 。
杯 a M-017 (12.4) 2.9 7.8 イト

。 × 

杯 a M-Oll (12.4) 2.9 8.0 イト
。

杯 a M-035 12.4-12.7 2.7 8.3 イト
。 。

杯 a M-(脱 12.4-12.7 2.7 8.5-9.0 イト
。 。

杯 a M-∞5 12.4-12.8 2.4 8.2-8.9 イト
。 。

杯 a M-034 12.5-12.9 2.6 8.8 イト
。 × 

五平a M-023 12.5-13.2 2.2-2.7 7.6-8.0 イト
。 。

杯 a M-021 12.5-13.3 3.2 8.8 イト
。 。

t平a M-036 12.6 2.5 8.5 イト
。 。

杯 a M-015 (12.6) 2.7 (8.8) イト
。 。

杯 a M∞3 12.6-13.0 2.8 8.2-9.0 イト
。 。

杯 a M∞2 12.6-13.0 2.9 8.5-9.4 イト 。 。
杯 a M-025 12.7-13.2 2.8 7.7 イト 。 。
杯 a M-028 (12.82 2.6 (9.6) イト

。 。
珂;a M-014 (12.8) 2.6 9.0 イト

。 。
珂;a M-042 (12.8) 2.7 (7.4) イト

。 × 

主干、a M-012 12.8 2.8 8.0 イト
。 。

杯 a M-022 12.8-13.4 2.4-2.7 8.3-9.0 イト
。 。

士平a M-032 12.9-13.2 2.0-2.7 7.4 イト
。 。

杯 a M-261 (13.0) 2.6 (8.0) イト
。 。

杯 a M∞4 13.0 2.6 9.2-9.6 イト
。 。

町、a M-Ol0 (13.Q} 2.7 8.6 イト
。 。 。

杯 a M-024 13.0 2.9 7.7 イト
。

杯 a M-Oお 13.0 2.9 8.2 イト
。 。 。

杯 a M-013 (13.02 3.0 (8.02 イト
。 × 

杯 a M-∞1 13.2 2.5 9.0 イト
。 。 i由痩

杯、a M-040 (13.22 2.7 (7.6) イト
。 。

杯 a M 似 l (13.2) 2.7 (8.0) イト
。 。

杯 a M-027 (13.2) 2.7 (8.8) イト
。 。

杯、a M-026 (13.2) 2.8 8.6 イト
。

杯 a M-031 13.2-13.6 2.6-2.9 9.0 イト
。 。

杯 a M-039 (13.82 2.1-2.7 7.8 イト
。 。

小皿a M-I99 (7.6) 1.2 (6.2) イト
。 。

小皿 a M-197 7.8 1.2 6.5 イト
。 。

小皿 a M-I98 (7.8) 1.3 (6.4) イト
。 。

小皿 a M-l生1 7.9 1.0 6.4-7.0 イト
。 。

小皿 a M-195 7.9 1.2 6.2 イト
。 。

小皿a M-I96 7.9 1.3 5.8 イト
。

小皿 a M-2ω (8.0) 1.0 (6.4_) イト
。 × 

小皿 a M-193 (8.0) 1.1 (6.62 イト
。 。

小皿 a M-246 8.1 1.3 5.6 イト
。 。

小皿a M-077 8.1 1.3 6.6-7.1 イト
。 。

小皿 a M-187 (8.2) 0.9 (6.8) イト
。 。

小皿 a M-I88 8.2 1.0 6.4 イト
。

小皿 a M-247 8.2 1.1 6.6 イト
。 。

小皿a M-248 (8.22 1.0 (6.0) イト
。 。

小皿 a M-249 (8.22 1.0 (6.2) イト
。 。

小皿 a M-252 (8.2) 1.0 (6.2) イト
。 。

小皿a M-258 (8.2) 1.0 7.0 イト
。 。

小皿a M-259 (8.2) 1.1 6.2 イト
。 。

小皿 a M-117 (8.，1} 1.1 (6.2) イト
。 。

-99-
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233SK055貧絢色土
大宰府条坊跡第233次調査土師器計測表(9 ) 

大宰府条坊跡第233次調査 土師器計測表 (10)
単位cm、l):復原値、 +a :現存高、01守 ×無 不明

種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ 備考
土師器 4、皿1a M-189 (8.2) 1.1 (6.2) イト 。 。小皿a M-251 (8.2) 1.1 (6.4) イト 。 × 小皿a M-H却 (8.2) 1.1 (6.6) イト 。 。小皿a M-I86 (8.2) 1.1 7.4 イ ト 。 。小皿a M-192 (8.2) 1.2 (6.0) イト 。 。小皿a M-118 (8.2) 1.2 (6.2) イト 。 。小皿a M-250 (8.2) 1.2 6.5 イ ト 。 。小皿a M-1l6 (8.2) 1.2 (6.8) イト 。 。小皿a M-191 (8.2) 1.3 (6.2) イ ト 。 。小皿a M-245 (8.2) 1.5 6.0 イト 。 。小血a M-225 8.2-8.6 1.3 6.8 イト 。 。小皿a M-I02 8.2-8.7 1.1 6.2-6.8 イト 。 。小皿a M-221 8.2-8.7 1.4 6.4 イト 。 。小皿a M-240 8.3 1.0 6.5 イト 。 。ノj、I皿a M-179 8.3 1.0 6.6 イト 。小血a M-178 8.3 1.1 6.8 イト 。 。小皿a M-I09 8.3 1.2 6.4 イト 。 。小皿a M-103 8.3 1.3 6.5 イト 。 。ノj、1IUa M-076 8.3 1.4 5.4 イト 。 。小皿a M-224 8.3-8.6 0.9-1.3 6.1 イト 。 。小皿a M-侃6 8.3-8.7 1.4 7.0 イト 。 。小1IUa M-244 (8.4) 0.8 (6.8) イト 。 。小皿a M-074 8.4 0.8-1.1 6.1-6.6 イト 。 。ノj、i皿a M-l!I (8.4) 0.8-1.2 7.1 イト 。 。ノj、I皿a M-072 8.4 0.8-1.1 6.2 イト 。 。ノj、1IUa M-I84 (8.4) 0.9 (6.2) イト 。小皿a M-I83 (8.4) 0.9 (7.0) イト 。小皿a M-I04 8.4 0.9-1.2 6.9 イト 。 。小皿a M-114 (8.4) 1.0 (6.2) イト 。 。ノj、1IUa M-115 (8.4) 1.0 (6.4) イト 。

× 小皿a M-069 8.4 1.0 6.4 イ ト 。 。小皿a M-073 8.4 1.0 7.0 イト 。 。小皿a M-257 (8.4) 1.0 (7.2) イト 。 。小皿a M-176 8.4 1.0-1.3 6.1 イト 。 。〆j、皿la M-175 8.4 1. 0-1.4 6.6 イト 。 。小1IUa M-239 8.4 1.1 6.2 イト 。 。
r由煙

小皿a M-1l2 (8.4) 1.1 (6.4) イト 。 。 。小皿a M-I77 8.4 1.1 6.6 イト 。 。小皿a M-242 (8.4) 1.1 6.6 イト 。 × 小皿a M-185 (8.4) 1.1 (7.0) イト 。 。4、1ma M-1l3 (8.4) 1.2 (6.4) イト 。 。小UJla M一241 8.4 1.2 7.0 イト 。 。/J、皿1a M-243 (8.4) 1.2 7.0 イト 。小田1a M-1l0 (8.4) 1.2 7.1 イト 。 。
ilh煙

小皿a M-075 8.4 1.2 7.1 イト 。 。ノj、1IUa M-182 (8.4) 1.2 (7.4) イト 。4、I皿a M-I08 8.4 1.3 6.6 イト 。 。 。小皿a M-180 (8.4) 1.3 6.8 イト 。 。小皿a M-181 (8.4) 1.4 6.2 イト 。 。小皿a M-065 8.4-8.6 1.0-1.3 5.9 イト 。 。小皿a M-059 8.4-8.7 1.2 6.8 イト 。 。小皿a M-侃8 8.4-8.8 1.2 6.6-7.1 イト 。 。小皿a M-238 8.5 0.9 7.0 イト 。4、nna M-160 8.5 0.9-1.1 6.2 イト 。 。小I皿a M-161 8.5 0.9-1.2 6.2 イト 。 。 。
Y由煙

小皿a M-!(渇 8.5 1.0 6.2 イト 。 。
r由煙

小皿a M-I58 8.5 1.0-1.3 5.8-6.2 イト 。 。 。小皿a M-105 8.5 1.0-1.3 6.4 イト 。 。小皿a M-107 8.5 1.2 6.3 イト 。 。小皿a M-159 8.5 1.2 6.4 イト 。 。小皿a M-228 8.6 0.9 6.6 イト 。 。小皿a M-232 (8.6) 0.9 6.6 イト 。小皿a M-173 (8.6) 0.9 (6.6) イト 。 。小皿a M-2幻 8.6 0.9-1.2 6.8 イト 。 。小皿a M-235 (8.6) 1.0 (6.2) イト 。 。小皿a M-l∞ (8.6) 1.0 6.4 イト 。小皿a M-101 (8.6) 1.0 (6.4) イト 。4、1IUa M-171 (8.6) 1.0 (6.4) イト 。 。 。小皿a M-255 (8.6) 1.0 t6.4) イト 。 。小皿a M-151 8.6 1.0 6.6 イト 。 。小1ma M-233 (8.6) 1.0 (6.6) イト 。 。小皿a M-234 (8.6) 1.0 (6.6) イト 。
× 小皿a M-236 (8.6) 1.0 (6.6) イト 。 。4、皿1a M-229 (8.6) 1.0 6.7 イト 。 。ノl、I皿a M-156 (8.6) 1.0 7.2 イト 。 。小皿a M-256 (8.6) 1.0 (7.4) イト 。小皿a M-226 8.6 1.1 6.6 イト 。 。小皿a M-071 8.6 1.1 6.7 イト 。 。小皿a M-I53 8.6 1.1 6.7 イト 。 。小nna M-227 8.6 1.1 7.2 イト 。 。

臼vv...... lo.VVV~ 四<ll..，;o...J.... 弓=・4且_'-'"、 ， ，・1"-'-'J'1阻、 ， U • そ}'(.Tr r'~J 、 'J守司 〈封告 一ーペ、叩3

種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ 備考

土師器 小皿a M-174 (8.6) 1.1 (6.8) イト 。 。
小皿 a M-231 (8.6) 1.1 (6.8) イト 。 。
小皿 a M-237 (8.6) 1.1 (6.4) イト 。
小皿 a M-155 (8.6) 1.1 6.6 イト 。 。 。
小皿 a M-157 (8.6) 1.1 6.7 イト 。 × 

小肌 a M-154 (8.6) 1.2 6.1 イト 。
小皿 a M-230 (8.6) 1.2 6.1 イト 。 。
小皿 a M-I50 8.6 1.2 6.4 イト 。 。
小皿 a M-172 (8.6) 1.2 (6.6) イト 。 × 

小皿 a M-222 8.6 1.2 6.6-7.0 イト 。 。
小皿a M-I63 (8.6) 1.2 (7.0) イト 。 。
小UJla M-169 (8.6) 1.2 (7.0) イト 。
小皿 a M-170 (8.6) 1.2 (7.0) イト 。 。
小皿a M-I68 (8.6) 1.2 (7.4) イト 。 。
小皿a M-I64 (8.6) 1.2 (7.6) イト 。 。
小nna M-098 8.6 1.3 6.0 イト 。 。
小肌 a M-070 8.6 1.3 6.4 イト 。 。
小皿a M-097 8.6 1.3 6.6 イト 。 。
小皿 a M-099 (8.6) 1.3 (6.6) イト 。 。
小皿a M-162 (8.6) 1.3 (6.6) イト 。 。
小阻a Mω3 8.6 1.3 7.0 イト 。 。
小皿a M-149 8.6 1.5 6.6 イト 。 。
小UJla M-084 8.6-8.9 1.0 6.5-7.1 イト 。 。
小皿 a M-126 8.6-8.9 1. 2-1.4 7.2-7.4 イト 。 。
小皿a M-096 8.7 1.0 6.3 イト 。 。
小皿a M-152 8.7 1.0 6.6 イト 。 。
小皿 a M-085 8.7 1.0 6.8 イト 。 。
小肌 a M-061 8.7 1.0 7.0 イト 。 。 。 i由燈
小皿 a M-ω4 8.7 1.1 6.8 イト 。 。
小皿 a M-095 8.7 1.1 6.8 イト 。 。
小皿a M-137 8.7 1.1-1.4 6.1-6.7 イト 。 。
小肌a Mωo 8.7 1.3 6.2 イト 。 。
小皿 a M-201 8.7-9.1 1.1 6.4-6.9 イト 。 。
小皿 a M-062 8.7-9.1 1.1 6.8-7.4 イト 。 。
小皿 a M-046 8.7-9.2 1.3 6.6-7.2 イト 。 。
小皿a M-22日 (8.8) 0.9-1. 2 (6.6) イト 。 。
小皿a M-058 8.8 1.0 6.0 イト 。 。
小皿 a M 悌3 8.8 1.0 6.0 イト 。 。
小皿a M-254 8.8 1.0 6.2 イト 。 。
小皿1a M-213 8.8 1.0 6.2-6.7 イト 。 。
小皿a M-219 (8.8) 1.0 (6.4) イト 。 。
小皿a M-218 (8.8) 1.0 (6.6) イト 。 。
小皿 a M-時6 (8.8) 1.0 (6.8) イト 。 。
小皿 a M-167 (8.8) 1.0 (6.8) イト 。 。
小皿a M-139 (8.8) 1.0 7.1 イト 。 。
小皿 a M-093 (8.8) 1.0-1.2 6.6 イト 。 。
小皿 a M-侃4 8.8 1.0-1.3 7.0 イト 。 。
小皿 a M-143 (8.8) 1.1 (6.4) イト 。 。
小 UJla M-144 (8.8) 1.1 6.8 イト 。
小皿 a M-I38 8.8 1.1 6.9 イト 。 。 。
小皿 a M-214 8.8 1.1 6.9 イト 。 。 。
小nna M-140 (8.8) 1.1 6.9 イト 。
小皿a M-056 (8.8) 1.1-1.3 (7.2) イト 。 。
小皿 a M-146 (8.8) 1.2 (6.6) イト 。 。
小皿 a M-145 (8.8) 1.2 6.7 イト 。 。
小皿 a M-135 8.8 1.3 6.4 イト 。 。
小血a M-055 (8.8) 1.3 6.6 イト 。 。
小皿a M-217 (8.8) 1.3 (6.8) イト 。 。
小皿 a M-148 (8.8) 1.3 7.0 イト 。 。
小皿a M-067 8.8 1.4 6.6 イト 。
小皿 a M-147 (8.8) 1.4 (6.8) イト 。
小皿 a M-049 8.8-9.0 1.0 6.6 イト 。 。
小皿 a M-21l 8.9 0.9 7.3 イト 。 。
小皿 a M-082 8.9 1.0 6.2 イト 。 。
小血 a M 偲6 8.9 1.0 6.2 イト 。 。
小皿1a M-131 8.9 1.0 6.6 イト 。 。
小皿a M-079 8.9 1.0 6.8 イト 。 。
小皿 a M-078 8.9 1.1 7.0 イト 。 。
小皿 a M-136 8.9 1.1 7.0 イト 。 。 。
小Ima M-057 8.9 1.1 7.2 イト 。 。
小皿 a M-081 8.9 1.1 7.2 イト 。
ノj、皿la M-2ω 8.9 1.2 6.3-6.7 イト 。 。 籾殻痕

小皿a M-I34 8.9 1.2 6.8 イト 。 。
小UJla M-21O 8.9 1.0-1.3 7.4 イト 。 。
小皿 a M-212 8.9 1.4 6.7-7.2 イト 。 。
小皿 a M-051 8.9-9.2 0.8-1.3 6.8 イト 。 × 

小皿 a M-125 9.0 0.9 7.4 イト 。 。
小皿a M-054 (9.0) 0.9-1.1 6.6 イト 。 。 r由煙
小皿a M-202 (9.0) 0.9-1.4 7.4 イト 。 。
小皿a M-08O 9.0 1.0-1. 2 6.8 イト 。 。
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233SK055賞褐色土
大宰府条坊跡第233次調査土師器計測表 (11)

単位師、( ). ~富市柿ム 阻む背

、じ 市町也、 十e 現存高、 0有 ×無 ー不明
種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 底部処理 内底ナデ 板状JE痕 内底螺旋状ナデ 備考

土師器 小皿a M-129 9.0 1.0-1.5 6.8 イト 。 。小皿 a M-141 (9.0) 1.1 6.6 イト 。小皿a M-165 (9.0) 1.1 (6.6) イト 。 。小皿a M-215 (9.0) 1.1 (6.6) イト 。 。小皿 a M-203 (9.0) 1.1 6.7 イト 。 。小皿a M-002 (9.0) 1.1 6.8 イト 。 。小皿a M-206 (9.0) 1.1 (6.8) イト 。 。小皿 a M-052 9.0 1.1 7.0 イト 。小皿1a M-207 (9.0) 1.1 (7.0) イト 。ノj、皿1a M-ω1 (9.0) 1.1 (7.2) イト 。小皿 a M-253 (9.0) 1.1 (7.4) イト 。 。小皿a M-142 (9.0) l.l 7.6 イト 。小皿a M-208 (9.0) 1.2 (6.6) イト 。 。小皿 a M-128 9.0 1.2 7.0 イト 。 。小皿a M-216 (9.0) 1.2 (7.0) イト 。 。ノl、I皿a M-127 9.0 1.2 7.3 イト 。 。小1Dla M-132 9.0 1.2 7.6 イト 。小皿 a M-09O (9.0) 1.2-1.4 (6.8) イト 。 。小皿a M-205 (9.0) 1.4 (6.8) イト 。ノj、ID1a M-050 9.1 0.8-1.2 6.9 イト 。 。小皿a M-130 9.1 1.0 7.4 イト 。 × 小皿a M-124 9.1 1.1-1.5 7.2 イト 。 。小皿 a M-侃8 (9.2) 0.9-J.j (6.6) イト 。 。小皿a M-089 (9.2) 1.0 (7.2) イト 。 。小皿a M-2∞ 9.2 1.1 6.7-7.4 イト 。 。小皿 a M-似7 9.2 1.1-1.4 6.6 イト 。 。小皿a M-123 9.2 1.2 7.0 イト 。 。小皿 a M-ω8 9.2 1.2-1.4 6.6-7.3 イト 。 。小皿 a M-121 9.2 1.3 7.0 イト 。 。小皿a M-β3 (9.2) 1.3 7.3 イト 。 。ノj、1Dla M-053 (9.2) 1.3 (7.4) イト 。 。小皿 a M-122 9.3 1.0 7.1 イト 。 。小皿a M-087 (9.4) 1.1-1.3 (7.4) イト 。 。小皿a M-120 9.5 1.1 7.2 イト 。 。小皿 a M-1l9 9.6 1.2 8.0 イト 。 。233SE060暗褐色土

! 種別 l 器種 l遺物番号 l 口径 器高 昨持 | 昨抑制加 ~ ...両市呂田 a 

備~_l，_/.O) イト 。 。~ω0UV(V吊問巴工

種別 提種 遺物番号 口径 持高 底径 底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ 備考

土師詩 杯a M-∞8 00.0) 2.2 (7.2) ノ¥フ 。杯a M∞7 (10.6) 2.1 (6.6) ヘラ 。 。杯a M-006 10.7 2.1 8.1 ヘフ 。
× 杯a M∞5 00.8) 1.9 (8.4) 

'̂フ 。 。勾:a M∞4 10.9 2.0 8.3 ヘラ 。 。杯a M∞3 10.9 2.1 7.0 ヘラ 。 × 勾:a M∞2 10.9 2.2 7.6 へう 。 。勾:a M-∞1 11. 1 2.3 8.4 ヘラ 。 × 小皿 a2 M-01O (8.6) 1.1 (5.6) ヘラ × 小皿 a2 M-∞9 (9.6) 1.2+α (5.4) ヘラ 。
× 

233SD075sff褐色土

l 種別 l 器種 l 遺物番号 l 口径 ~高 居手持 ri記拙加国 『 出向・ト自E有望e I ... ，... 

備害

備考

備考

備年

備考

一 102-

大宰府条坊跡第233次調査 土師器計測表 (12)
) :復原値、 +α 現存高、 O有 ×無 一不明-、，..、...........，-<耳 "、'“.~ ~"込a、_...、 、

種別 2.種 遺物昏号 口径 器高 底径 底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ 備考

土師器 杯 a M∞5 13.2 2.6 9.2 イト 。 。
杯a M∞4 13.2 3.1 9.2 イト 。 。
1司、a M-∞3 13.3 3.4 9.1-9.3 イト 。 。
勾:a M-∞2 (13.6) 2.4 (8.0) イト 。
杯a M-∞l 13.9 3.1 8.4 イト 。 。

小皿a M-014 (8.6) 1.2 7.2 イト 。 。
小皿a M-015 (8.6) 1.3 (6.2) イト 。 。
小皿a M-013 (9.0) 1.2 (7.2) イト 。 。
小血a M-012 9.0 1.4 6.6 イト 。 。

233SK偲8暗灰色土

| 竺~戸|エ ~内~ 底径 |底可処理|内Iぞデ|板呼痕|内底螺旋状ナデ| 備考遺物番号 口径

M∞3 11.8 

M∞2 12.8 

M∞l 13.3 
Mα16 (8.2) 

M-∞5 8.6 

M∞4 9.2 

遺物番号 口径

M-∞5 1l.8 
M一氏16 (11.8) 

M-∞4 (12.0) 

M-∞3 12.1 
M-∞2 12.2 
M-∞l 12.4 
M-010 (8.2) 

M-∞9 (8.2) 
M-Oll (8.2) 

M-∞8 8.2 

雌一

M
日
早
川
一
日
一

M
一
日
一
日
一
川
一
側
一

ω一口

器高

2.6-2.9 
2.6 
2.8 
1.1 
1.4 
1.9 

底径

8.4 
9.0 
8.7 
(7.2) 

6.8 
7.0-7.5 

剛
一
朴
一
朴
一
朴
一
朴
一
朴
一
朴

内底ナデ

0 
0 
0 
0 
0 
♀ 

板。

。
問
一
川
一
山
一
日
一
銭
一
日
一
川
一
川
市
一
日
一
川

底部処理

イト

イト

イト

イト

イト

イト

イト

イト

イト

イト

イト

内底ナデ

0 
0 
0 
0 
0 
♀ 
0 
0 
0 
0 
0 

敏状圧痕

o 
o 
O 
X 

0 
0 

0 

0 
♀ 

内底螺旋状ナデ 備考

b、ぷ

) ) 

M-∞7 (8.6) 1.1 7.2 イト 。 。
233SXOO3黒褐色上

極別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 底部処理 内底ナデ 板状庄痕 内底螺旋状ナデ 備考

上師持 小皿 a M-∞3 (7.0) 1.3 (5.0) イト 。
小皿 a M-∞2 (8.4) l.l (6.6) イト 。
小皿 a M-∞I (8.6) 1.2 (6.6) イト 。

S-95黒褐色土(本層は233SKOO5黒褐色土①と同 層)

種別 器磁 遺物番号 口径 器高 底径 底部処理 内底ナデ 板状j土痕 内底螺旋状ナデ 備与一

土師器| 杯a M-∞1 I (12.8) 2.8 (8.0) イト | 。 。
|小皿 a M-∞2 I 8.2 l.l 6.2 イト 。 。

233SKOO5黒 1 
番昏 口径 ~高 底径 底部処理 内底ナデ 板状!正痕 内底螺旋状ナデ 備考

土師器 杯a M∞4 11.0 2.9 7.6 イト 。 。
杯a M∞3 (12.0) 2.6 7.7 イト 。 。
珂:a M∞2 12.1 2.9 7.2 イト 。 。
杯a M∞1 (12.6) 2.1 (8.0) イト 。 。

小皿a M∞7 (7.8) 1.4 5.8 イト 。 。
小皿a M-α16 (8.0) 1.3 (6.2) イト 。
小1Dla M-∞5 (8.2) 1.2 6.2 イト 。 。

233SKOO5賞灰色土

| 用~的|的予| 口径 器高 底径 |時間|内町デ|板1:A痕|内底鵬状ナデ| 備考

(8.6) 

b、面; I M-∞3 
) ) 

(8.2) 1.2 6.0 イト 。 。
233SKω5黒褐色土②

種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ 備考

土師器 杯a M-025 (11. 8) 2.6 (8.4) イト 。 。
杯a M-024 (12.0) 2.4 (8.0) イト 。
杯a M-020 (12.0) 2.5 7.2 イト 。 。
杯a M-022 (12.0) 2.5 (7.6) イト 。
珂:a M-023 (12.0) 2.5 (7.8) イト 。 。
勾:a M-021 (12.0) 2.6 8.4 イト 。 。
杯a M-019 (12.0) 2.7 7.3 イト 。 。
町、a M-018 12.0 2.7 7.6 イト 。 。
杯a M-017 12.2 2.7 8.5 イト 。 。
均二a M-015 12.2 2.8 7.4 イト 。 。
杯a M-016 12.2 2.8 7.7 イト 。 。
杯 a M-013 12.3 2.8 7.7 イト 。 。
土不a M-014 12.3 2.8 8.0 イト 。 。
杯 a M-Oll (12.4) 2.3 7.6 イト 。 。
杯 a M-OI0 (12.4) 2.5 (7.6) イト 。 。
均:a M-012 (12.4) 2.7 (8.4) イト 。
杯 a M-∞8 12.4 2.7 7.6 イト 。 。
杯 a M-∞9 12.4 3.0 8.4 イト 。 。
勾:a M-∞7 12.5 2.8 8.0 イト 。 。
珂:a M-α16 (12.6) 2.3 8.0 イト 。 。
珂:a M-∞4 12.6 2.6 8.2 イト 。 。
町、a M∞5 12.6 2.9 8.0 イト 。 。
杯 a M-∞3 12.7 2.7 8.2 イト 。 。
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233SK095!.1i¥褐色土②

大宰府条坊跡第233次調査 土師器計測表 (13)
大宰府条坊跡第233次調査 土師器計測表 (14)

種別 器種 遺物昏号 口径 器高 単位叩、 ( ) 復原値、 +α 現存高、 O有 ×無 一不明
土師器 杯a

底径 底部処理 内底ナデ 233S0105暗褐色土 単位cm、( ): f草原値、+α .現存関、 O有 ×無 ー不明
M∞2 12.7 板状圧痕 内底蝶旋状ナデ 備考

杯a
2.7 8.8 イト 。 種別 器種 遺物番号 口径 ~iCi 底径 底部処理 内底ナデ 板状J正痕 内1庄蝶旋状ナデ 備考M-∞l (12目8) 2.8 8.5 イト

。
小血a M-047 (7.4) 

。 。 土師器 小皿a M-021 8.4 0.9 6.4 イト 。 。
小皿a

1.2 6.0 イト 。 小皿a M-020 8.4 1.1 6.8 イト 。 。
M 似4 (7.8) 。

小皿a
1.1 6.6 イ ト 。 小皿a M-019 (8.6) l.l (6.6) イト 。 。M-043 (7.8) 。

小皿a
1.2 6.0 イ ト 。 小皿a M-0l8 (8.8) 1.1 (6.6) イト 。

M-ω5 (7.8) 。
ノl、1ma 

1.3 (6.0) イト 。 小皿a M-017 (8.8) 1.2 (7.4) イト 。 。
M-似6 (7.8) 1.3 (6.0) 

小皿a M-似2 イ ト 。 。 小皿a M-015 (9.0) 1.0 (7.0) イト 。 。
小皿a

7.9 1.0 5.8 イト 。 小皿a M-016 (9.0) 1.0 (7.0) イト 。 。
M-ω9 7.9 。

小皿a
1.0 6.4 イト 。 。 小ffila M-014 9.2 1.1 7.4 イト 。 。

M-ω。 7.9 1.2 5.6 イト小皿a M-041 。 。 233S0105灰褐色土
7.9 1.2 6.0 

ノj、ffila M-037 (8.0) 
イト 。 。 種別 器種 遺物番号 口径 器商 底径 底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ 備考

1.1 6.0 イ ト小皿a M-035 8.0 1.2 
。 。 土師器 杯a M-∞2 13.0 2.6 8.2 イト 。 × 

小皿a M-036 (8.0) 
5.6 イト 。 。 杯a M-∞I (13.8) 2.6 (8.8) イト 。 。

1.3 
小皿a M-ω8 (8.0) 

5.6 イト 。 。 小限a M-∞4 (8.2) 1.0 (6.8) イト 。 × 
1.3 (5.8) 

小皿a M-ω4 8.0 
イト 。 小阻a M-∞3 (8.8) 1.1 (7.0) イト 。 。

小皿a
1.4 6.4 イト 。 233SK110黒褐色土M-ω3 8.1 1.3 6.2 

× 
小皿a M-032 (8.2) 

イ ト 。 × 種別 器種 遺物番号 口径 日告マ『肉ヤj 底径 底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内Jil:蝶旋状ナデ 備考

小皿a
1.2 (6.0) イト 。M-030 8.2 1.3 

。 土師器 杯a M-∞3 12.0 2.4 7.5 イト 。 。
小皿a 6.2 イト 。 。 (12.6) (8.0) M-031 8.2 1.4 杯a M-∞2 2.7 イト 。 。
小皿a M-029 (8.4) 

6.2 イト 。 。 杯a M-∞l 13.0 2.9 8.0-8.5 イト 。 。
1.2 (7.2) 

小ffila M-028 8.7 
イト 。 。 小皿a M-014 (7.6) 1.2 (5.6) イト 。

1.2 6.1 
小皿a M-027 8.8 

イ ト 。 。 小皿a M-013 7.8 1.2 5.8 イト 。 。
小皿a

1.3 6.7 イト 。M-026 9.6 1.3 
ノj、s[a M-012 7.9 1.1 6.0 イト 。 。

233SKω5黒褐色土③ 6.5 イト 。 。 小皿a M-Oll (8.2) 1.2 6.5 イト 。 。
種別 器種 造物番号 口径 器高 小皿a M-OlO 8.3 1.2 5.8-6.4 イト 。 。

土師器 杯a M-014 
底径 l底部処理 内Jil:ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ 小皿a M-∞9 (8.4) 1.0 (6.4) イト 。

11.8-12.4 2.6 備考
持;a 8.2 イト 。 。 小l皿a M∞8 (8.4) 1.1 (6.2) イト 。 。M-019 (12.0) 2.5 (7.0) 勾'~ a M-018 (12.0) 

イト 。 。 小皿a M-(配7 8.4 1.5 6.4 イト 。 。
均;a 2.6 7.4 イト 。 小皿a (8.6) (6.2) イト 。 。M-∞7 12.1-12.7 2.7 8.4-9.0 

。 M-αJ6 1.2 
杯a M-017 (12.2) 

イト 。 。 小1llla M-∞5 (8.8) 1.0 (6.2) イト 。 。
2.5 

勾;a M-016 (12.2) 
8.0 イト 。 。 小皿a M-∞4 (8.8) 1.2 (6.2) イト 。

2.6 
杯a M-015 

8.0 イト 。 。12.2 2.8 
勾;a M-Oll 

8.2 イト 。 内底螺旋状ナデ 備考12.4 2.6 × 
土不a M-013 (12.4) 

8.2 イト 。 。
2.6 8.6 イト勾;a M-012 (12.4) 2.7 

。 。
勾;a M-OlO (12.6) 

8.0 イト 。 。
杯a

2.5 8.2 イト 。
M∞9 12.6 。 種別 器種 遺物昏号 口径 器高 底径 底部処理 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ 備考

均;a Mω8 
2.6 8.6 イト 。 。12.6 2.8 土師器 均;a M-∞1 12.4 2.8 8.2 イト 。 。

杯a Mαl6 (12.8) 
8.2 イト 。 。 土不a (12.4) (7.4) 2.5+a (8.4) M-∞2 2.8 イト 。

勾;a M-∞5 12.8 
イト 。

小皿a M-∞5 8.2 1.0 6.5 イト 。 。2.9 
杯a M-∞3 

8.1 イト 。 。13.0 2.6 小皿a M∞4 8.8 1.1 6.8 イト 。 。 白雲母含有
杯a M∞4 (13.0) 

7.5 イト 。
小皿a (9.6) (7.8) 2.6 7.5 イト

M-∞3 1.1 イト 。
杯a M-∞2 13.1 2.6 

。 。 233SX126暗褐色土
杯a 8.4 イト 。

M∞1 (14.8) 3.2 
。

種別 器種 遺物昏号 口t圭 器高 底径 底部処理 内底螺旋状ナデ 備考
小皿a M-ω8 

10.0 イト 。 。7.7 1.0 5.8 土師器 小皿a M∞l (8.6) 1.1 (6.6) イト
ノj、1illa M-ω7 (7.8) 

イト 。 。
1.1 6.4 

ノj、1ma M-ω6 イト 。 。7.8 1.2 
小皿a 5.8 イト 。M-035 7.9 0.9-1.3 

。
小皿a M-034 

6.0 イト 。 。7.9 1.0 
小皿a M-033 (8.0) 

6.6 イト 。 。
0.9 (7.0) 

小皿a M-032 8.0 
イト 。 。

小皿a
1.3 5.6 イト 。M-031 8.1 。

ノj、1illa M-029 
1.0 6.8 イト 。 。8.1 1.4 

小皿a M-030 
5.8 イト 。 。8.1 1.4 6.0 小皿a M-02沼 (8.2) 

イト 。 。
1.2 (6.0) 4、皿la M-026 8.2 

イト 。 。
1.2 6.2 小mta M-027 (8.2) イト 。 。
1.2 6.2 小1ma M-025 8.3 

イト 。 。
1.0 

小皿a M-024 
6.3 イト 。 。8.4 1.2 5.8 小Ala M-023 (8.6) 

イト 。 。
1.2 (6'.6) 

小皿a M-022 8.6 
イト 。 。

1.2 7.2 イト小皿a M-021 。 。8.7 1.4 7.0 小皿a M-020 (8.8) 
イト 。 。

1.2 233S0105暗褐色土 7.0 イト 。 。
種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 底部処理土師器 勾;a M-013 (12.8) 内底ナデ 板状圧痕 内底螺旋状ナデ2.7 (8.4) 備考勾;a M-012 12.9 

イト 。 。
杯a M-Oll 

2.5 10.2 イト 。 。12.9 2.7 
杯a M-010 (13.0) 

8.7 イト 。 。
2.4 (7.4) 杯a M∞8 13.0 

イト 。
2.6 8.0 年a M∞9 (13.0) 

イト 。 。
2.7 7.0 勾;a M-∞7 イト 。 。13.3 2.9 

杯a M-(肪 8.2 イト 。 。13.5 2.9 
杯a M∞5 (13.6) 

9.0 イト 。 。
年a

2.7 8.3 イト 。
M-∞4 13.7 

珂;a 3.1 9.2 イト 。M-∞3 13.9 3.3 
。

杯a M-∞2 (14.0) 
9.2 イト 。 。

3.2 10.2 杯a M∞I (14.2) 
イト 。 。

2.8 (9.8) 
ノl、s[a M-022 (8.0) 

イト 。 。
1.2 (6.6) イ ト 。 。

-105-



大宰府条坊跡第233次調査 出土遺物一覧表(1 ) 

主

斗!

コ

一 106-

大宰府条坊跡第233次調査 出土遺物一覧表 (2 ) 

51日楢色士
lil! 恵 器 l供購具
lt 帥 器l丸底耳a
|石製品10b-F (1) 

数

1
1
j
l

ι々片破+J
・

の
忠
実の類分器磁陶※

 

;:'-UIt盲""'"工
須恵器|輔c 円面硯、盟事

土師器|丸カ底マ杯ド、椀c、小皿a(ヘラ)、器台、費a、聾×齢、煮炊共{角閃石)

fJ!色土器 A|楓 c
黒 色 土 器 B|腕 c
越州蕪系青磁|幌;[-2 b ( 1 [-2ア、[(4 、D(1 
瓦 類I平丸瓦瓦((格裕子子叩叩 [-Cc、 I B ca)、、 平瓦(縄目叩、 無c文) ) 

[-A a、 [-Ba，[-Ca， [-C 
石製品 o b-F (2 
土師質土器!辞
白 磁l腕;XI ( 1 

S-11暗褐色土
|須恵器|杯c、珂;c 3、杯c4、董3、鉢(篠?)、小帝脅e-f (肥後?)‘蔓

土 師 持|λ底杯、椀c(i由煙)、椀c(v!期)、小皿a、小皿a2、椀×皿c(8 c) 
|供膳具(ヘラ)、翌a

|越州穂弄青磁随[二_2_L(_J
| 鉢他 ;[(IJ 

|膏磁(未升稲川瀬皐盟系×同安寧系椀×皿(1 )(混入か

|瓦 類 l刻1f.(栴干叩)、平lf.(縄問叩}、 1f.1'

|石魁品l平辛石[白}、 ob-F( 1) 
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大宰府条坊跡第233次調査 出土遺物一覧表(3 ) 
京陶磁器分類の後の( )は破片点数
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大宰府条坊跡第233次調査 出土遺物一覧表(4 ) 
※陶磁器分類の後の( )は破片点数
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出土遺物一覧表(6 ) 大宰府条坊跡第233次調査
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※陶磁器分類の後の( )は破片点数
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図 版 1

大宰府条坊跡第233次調査第 I面全景 (写真上が南西)

大宰府条坊跡第233次調査第 I面全景 (写真上が西)



図版 2 図 版 3

23380005全景(北から)

大宰府条坊跡第233次調査第 I面中央全景(写真上が西)

23380005遺物出土状態 (K1区、北から)

大宰府条坊跡第233次調査第E面全景(写真上が西) 23380070・115全景 (西から)



図版 4 図版 5

233SEOll全景(東から) 233SE020井戸枠詳細 (西から)

233SE015全景(南東から) 233SE025全景 (東から)

233SE020全景 (西から) 233SE025井戸枠詳細(西から)



図 版 6
図版 7

:幅二h一会 一一

233SE045井戸枠詳細 (南から)
233SE035全景(東から)

233SE035井戸枠詳細(東から)
233SE050全景 (東から)

233SE045全景 (西から)
233SE050井戸枠詳細 (西から)
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